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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この世界には『アンティーク』と呼ばれるものがある。

　骨こつ董とう品ひんや古美術品といった表の意味に隠かくされた、力ある古人や魔術師が作ったと言われる魔術道具や、人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指す一部の人間が呼ぶ総称。

　例えば幸運を呼ぶ石、夜な夜な髪かみが伸びる人形、未来の姿が映る鏡、手にすると災わざわいが降りかかる刀。

　そういったものがこの世の中に存在していることは誰もが知るところだろう。

　ただ人は、実物を見ていないから全すべてが偽にせ物ものであると考えていたり、あるいは目の前にあっても気づかなかったり、不思議なことが起きても単なる偶ぐう然ぜんと思い込んだりすることで、そういうものが自分には関係のないものと思い込んでいる。

　だが『アンティーク』は人が思っている以上に、身近に存在している。

　それがもたらすものが、幸運か不幸かは手にした人間次第だ。













　　　第一章　嫉妬







　隣となりの畑は青く見える。

　実際はそうでなくても、他人のものは良く見えてしまうという意味だ。

　でも本当に他人の畑のほうがよかったなら、人はどうするのだろう。

　見習って真似まねるのだろうか。

　諦あきらめて自分のもので我が慢まんするのだろうか。

　でもそれでも他人のものがよく見えてしまったのなら。

　人はどうするのだろうか。

　決まっている。

　奪うばうのだ。

　他人のものを奪って自分のものにするのだ。

　だから。

　争いは尽きないのだ。




　　　　　　　　　◆




　カナリア。

　それがあたし──籠かご島しま真ま理り亜あと姉の飛鳥あすかのユニット名だ。

　母親の売り込みもあってレコード会社に所属したあたしたちは、中学生姉妹という話題性と昔歌手を目指していた母親の厳しい英才教育、そしてその母親譲ゆずりの歌声で、一いち躍やく人気者となった。

　テレビや雑誌と引っ張りだこになり、学校に行く暇ひまもないほどだった。

　けれど、その人気は長くは続かなかった。

　世間の関心の移り変わりはとても早く、表舞台から遠ざかる……。




「飛鳥さんの単独コンサートを開きたいんです」

　マネージャーが母と姉を前にそう言ったのを聞いた。

　三人だけで話がしたいと母と姉だけが呼び出され、あたしは控ひかえ室で待つように言われた。けれど、その内容が知りたくてこっそり控え室を出て、会議室の前で耳をそばだてていた。

　とある有名な作曲家が楽曲を提供してくれるというその仕事は、人気に陰りの出てきたあたしたちにとって、まさに渡りに船だった。

　ただその条件として挙げられたのが、飛鳥にだけ歌わせるということだった。

　それはショックなことであり、けれどどこかで予想していたことだった。

　同じ母親から受け継ついだ同じだけの素養。同じ指導の下で培つちかった同じだけの技術。

　けれど、同じでないものがあった。

　あたし自身気づいていた。

　飛鳥のほうが綺麗きれいな歌声をしていることを。

　世間の評価もそうであることを。

　だから、いつかこんなときが来ると予感はあった。

　でも、早い。

　まだ、早い。

　もっと二人で唄うたっていたかったのに。

「いかがでしょうか？」

　断って、とドア越しに祈いのる。

「わかりました」

　答えたのは母だった。

　断らなかったのは姉だった。

　皆の意見は合致した。あたし一人を除いて。

　きっとこの単独デビューをきっかけに、飛鳥あすかはあたしを置いていく。

　飛鳥はその名のとおり、あたしを籠かごの中に置いて一人羽ばたいていく。




　そして一ヵ月後。

　ソロデビューを果たし、ステージの上に立っていたのは──

　あたし──籠かご島しま真ま理り亜あだった。

　それを天てん罰ばつと呼んでもよいのだろうか。

　姉の飛鳥は喉のどを壊こわし、声を出せなくなって引退。

　母の指示で休養をしていたあたしは復帰後、姉の代わりに単独デビューを果たしたのだった。

　あたしが奪うばったもの。

　それは姉が唄うたうはずだった楽曲。

　それは姉が手にするはずだった地位。

　そして──




　　　　　　　　　◆




「何でこんなことになったんだろう？」

　待ち合わせ場所である駅前の時計台の下に向かいながら、俺おれは自問した。

　日曜日。普段ならバイトに向かっている時間だった。

　そのバイトは休みをもらってきた。

　……つい先週も同じようなことを考えた気がする。

　まあ、今回は俺が誘さそったのだから、何でもくそもないか。

　ポケットの中の二枚のチケットを何気なく確認し、俺は一人ごちた。

　それは元々クラスメイトの新しん庄じようのものだったコンサートのチケット。勝ち上がったサッカー部の公式戦とバッティングしてしまったとのことで、俺が新庄から無料で譲ゆずり受けたのだ。

　随ずい分ぶん気前のいい話ではあったが、それには条件が一つだけあった。

　その条件とは誘う相手の指定。

　先週の買い物で迷めい惑わくを掛けたお詫わびという意味もあり、俺は誘う相手を自分で選ぶことはできなかった。

　だからこれは決して俺が望んだわけではないのだ。

　一人言い訳をして待ち合わせ場所に着くと、すでにその姿があった。

「待ったか？」

「今来たところよ」

　と、待ち合わせ相手の咲さきは返事をした。

　……なぜか誇ほこらしげに見えるのは気のせいだろうか。

　と、咲の目がほんの少しだけいつもより開かれる。感情の表現が乏とぼしい咲にしてはかなり驚いているほうだろう。

　まあ、狙ねらいどおりといったところか。

　俺おれが着てきたのは、先週咲に選んでもらい、買ってもらった服だった。

「それ、着てきたのね？」

「まあな。せっかくだし」

「似合ってるわよ」

「それって自じ画が自じ賛さんだぞ」

　選んだ自分を褒ほめてどうするのか、なんて皮肉ったのは決して気き恥はずかしかったからではない。

「お前も、まあ、似合ってるんじゃないか？」

　一応の礼儀として、俺も咲の服を褒めてやる。

「それって自画自賛よ」

「お前のはお前が欲しがってたやつだろ」

「そういえばそうね」

　俺がそうであるように、咲が着ている服も俺が買ってあげたやつだった。まあ、その服は咲が欲しがっていたものだから自画自賛とは言えない。

「でも、ありがとう」

「……おう」

　なんて冷静ぶってはいるが、お互いが相手に買ってあげた服を着合って、褒め合っているというのは、何ともむずがゆい気分だった。

「そ、それじゃ、行くか」

「ええ」

　むずがゆい会話を打ち切ってコンサートホールへ歩き出そうとすると、なぜか咲は俺の腕うでに手を掛けてきた。

「！」

「どうかした？」

　咲はきょとんとして俺を上うわ目め遣づかいに見上げる。
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　どういうつもりだ？　まさかデート気分ってやつでも満まん喫きつしようとしているのか？　と驚いた俺の目に入ってきたのは、咲の黒革かわの手て提さげ鞄かばんから見えた一冊の本。

「これであなたも社交界デビュー」

　そういえば昨日きのう、咲は言ってたっけ。

　コンサートホールなんて社交場に出掛けるのは初めてだわ。

　激しく間違っていた。

　俺おれと咲さきが行くのは、市民ホールで催もよおされる小さなコンサートだ。何組かの団体が合唱や楽器演奏をするもので、お金持ちの紳しん士し淑しゆく女じよの皆様がドレスアップしてご覧になるオペラやクラシックではない。ましてや社交界では決してない。

　コンサートホールを社交場と思ったのはもちろん、持っているのは社交界の本だから二重の間違いだ。昨日きのう間違いを正してやらなかったツケがこんな形で訪れるとは思わなかった。

　が、咲の間違いをいちいち指し摘てきするほど俺は優しい男ではない。

　だから間違ったままにしていよう。

　……決して気分がよかったからではない。

　ましてや咲がどことなく嬉うれしそうにしているように見えたから、なんてわけでもない。




　　　　　　　　　◆




「準備はできた？」

　お母さんの確認にあたしは頷うなずいた。

「少し空気が乾燥しているけれど喉のどの調子はどう？」

「平気よ。いつもどおり」

「まったくこんな空調の整備もできていないホールで歌うことになるだなんて。だから嫌いやだったのよ、こんな仕事を受けるのは」

　お母さんは不満げに嘆たん息そくする。この仕事を受けてきたのはお母さんなのに。

　でもなぜお母さんがこの仕事を受けてきたのかはわかっている。もう何度も言われているのだから。

「この仕事をきちんとこなせば、今度テレビの仕事をもらえるの。だからいい？　こんな小さなコンサートでも我が慢まんしてしっかり唄うたうのよ」

　我慢するのはお母さんのほうで、あたしのほうはそこまでこの仕事が嫌じゃなかった。

　あたしはお客さんの前で、歌を唄えさえすればそれでいいのだ。

　確かにテレビや大勢のお客さんの入ったコンサートで唄いたいと思っていた時期はあった。今のお母さんのように、こんな小さな市民ホールで唄うことに価値を見出せない時期もあった。

　でも今は違う。

　こんな小さな市民ホールでも、あたしにとっては大事な唄う場所なのだ。

　歌を唄う場所がなくなってしまうことに比べれば、そこがどんなに小さな場所であっても、どんなみすぼらしいイベントであっても幸せだった。

「あなたは控え室に戻って着替えておきなさい。それから加湿器を置いてもらうようにお願いしておいたから、ちゃんと入れておくのよ。こんなところで喉のどを痛めたら本ほん末まつ転てん倒とうだわ」

「お母さんは？」

「私は主催者の方に挨あい拶さつに行ってくるから」

　お母さんは時計を気にしながら、主催者の方──つまり、次のテレビの仕事を紹しよう介かいしてくれる人に会いにいった。

　と、お母さんがいなくなった後、他の参加者の人のひそひそとした話し声が聞こえてくる。

「ここって加湿器なんて入れてもらえるの？」「何で特別待たい遇ぐう？」「ほら、昔テレビに出てたから」「ああ、あの子がそうなんだ？」「今、こんなところで唄ってるんだ？」「だから加湿器とかテレビとか言ってたんだ」「過去の栄光ってやつ？」「サインもらっておく？」「別にいらなーい」「でもあれって一人だったっけ？」「確か二人じゃなかった？」「そうだよ。姉妹だったはず」「あたし、どっちかって言うと……」




　あたしは他の参加者のよく聞こえる内ない緒しよ話ばなしから逃れるように、控ひかえ室に戻った。




　　　　　　　　　◆




　コンサートは主婦の団体さんの合唱や音楽教室の楽器演奏、アコースティックギターの演奏などバラエティに富んだものだった。

　今は休きゆう憩けい中ちゆうで、休憩を挟はさんで第二部が始まる。

「次はサックス教室の演奏ね」

「ああ。その後に今度は子供たちの合唱があって、フルート演奏に三しや味み線せんの演奏か。何でもありだな」

「いいんじゃない？　色々見られて楽しいわ」

　と、咲さきはいつもどおりの無表情でそう言った。

　とても楽しそうには見えなかったが、本人がそう言うなら楽しんでいるのだろう。周囲の人間からはわからないだろうが、表情と言動が一致しないことなんて咲には、そしてそれを傍はたで見続けている俺おれにはいつものことだった。

　確かにそれぞれの演目は決してレベルの高いものではなかったが、退屈はせずに済んだ。

　何より咲が興味深く鑑賞しているのだから、来た甲斐かいもあったというものだ。

「最後はカナリア……？　へー、あのカナリアか。懐なつかしいな」

「カナリア？」

「ああ。昔テレビに出ていた姉妹の歌手だ。ここに書いてあるだろ？」

　俺はパンフレットの注ちゆう釈しやくを咲に見せた。

　昔、中学生くらいの双子ふたごの姉妹の歌手がいて、テレビで話題になっていた。とはいえ、テレビはあまり見ないので名前くらいしか知らないが。

　そういえばしばらく話題にも上がっていなかったが、今はこんなところで唄うたっていたのか。

「そうなの？　有名なのね。楽しみだわ」

「でもおかしいな。確か姉妹だったはずだけど、一人しか名前が書いてないな」

　写真付きの注釈には一人しか写っていなかった。数年経たっているからか、テレビで見ていたときとは随ずい分ぶん雰ふん囲い気きも変わっている。

「ま、出番になったらわかるか」

　そろそろ休憩も終わる頃だ。

「ちょっとトイレに行ってくる」

　俺は立ち上がりドアのほうを向くと、出口付近にいた少女の姿が目に入った。

　と、一いつ瞬しゆん目が留まる。

「どうしたの？」

　咲は怪訝けげんな声を出し、俺の視線の向く先を見る。

「あの子がどうかしたの？」

「いや、どこかで見たような気が……」

「まさかまた前にここに来た人とか言うんじゃないでしょうね？」

「そういうんじゃない。つーか、またって何だ？　またって」

「別に」

　ふんっと咲さきは出口からステージのほうへと向き直ろうとし、

「待て」

　俺おれはそれを止めた。

「あの子、あのときいた子じゃないか？」

「あのとき？」

「あれだ。東とう條じようさんの学校で後から来た二人組の……」

　それはつい先日のこと。

　俺と咲は幸運を呼ぶバングルが巻き起こす事件に巻き込まれた。その事件では、体育館の天てん井じようの強化ガラスが四散し、その破片を浴びた数人の高校生が大怪け我がを負うという悲ひ惨さんな結末を迎えた。

　そのとき現れた二人組の少年少女の一人が、今いた少女にそっくりだった。俺の見間違いでなければ彼女はその当人であり、さらに言うなれば体育館のガラスを破は壊かいしたのも彼女ではないかと踏んでいる。

　あんな少女に体育館の天井の強化ガラスを破壊できるのか、と問われれば答えはイエスだ。

　なぜならあの事件には『アンティーク』が絡からんでいたからだ。

　と、俺がその姿を確かめようと注視する前に、彼女は出口から出ていってしまった。

「ちょっと行ってくる」

　俺は席を立ち、彼女の後を追った。




　　　　　　　　　◆




「飛鳥あすか……」

　控ひかえ室に戻ったあたしは、目を疑った。

　部屋には、なぜか姉の飛鳥がいた。

　ここ一週間、もしくはそれ以上の間、その姿を見てもいなかった。どこを出歩いているのかすらあたしは知らない。たぶん、お母さんも。確か興こう信しん所じよに調べてもらうとか言っていたような気もしていたけど、あれは本気だったのだろうか。

「最近どこに行ってたの？」

　間を埋うめるためにあたしが聞くと、飛鳥は携帯電話を操作してその画面を見せた。

　飛鳥はもう喋しやべることができない。だからこうして携帯電話やパソコンでコミュニケーションを取る。

「（友達のところにいるわ）」

　自分のことを棚たなに上げて言うのも何だけれど、飛鳥に友達がいるなんて意外だった。

　幼い頃は二人とも忙いそがしく、友達なんてできなかった。あたしは今も学校にはあまり行っていないので友達はいない。飛鳥あすかはもう仕事はしていないけれど、学校に行っていないらしいから、どこで友達を見つけたのか少し興味が湧わいた。

「どんな友達？」

「（とても優しい人よ）」

　取り留めのない返しは、回答の拒否のようだった。

「まあいいわ。お母さんが心配してたわよ」

　噓うそだった。しばらく飛鳥の話なんてしたこともなかった。

「（興こう信しん所じよの人が連れ戻しにきたわ）」

「そう、なの」

　まさか本当に興信所の人に調査をしてもらっているとは思わなかった。お母さんは普段はあたしの仕事を見つけるのに忙しいから、飛鳥を捜さがす時間なんてない。あの人はあの人なりに飛鳥を心配していたんだな、と思った。

「それでお母さんに会いにきたわけ？」

　けれど、飛鳥はわたしの問いには答えず、ポケットから三角錐すいの宝石がついたペンダントを取り出した。

「？」

　飛鳥は取り出したペンダントの鎖くさりをつまんで持ち上げた。何をしているのかと怪訝けげんに思っていると、唐とう突とつにペンダントがくるくると回り始めた。

　不思議なことに、飛鳥が手を動かしている様子はなかった。

「何をしているの？」

　あたしは疑問をそのまま口にするが、飛鳥はあたしを無視して回るペンダントを見つめている。

　……正直、気味が悪い。我が姉ながら、何がしたいのかよくわからなかった。

「用がないなら帰って。もうすぐ出番なの」

　けれど、飛鳥は無視をし続ける。

「飛鳥、聞いてるの！」

「（ええ。もういいわ。知りたいことはわかったから）」

　飛鳥は一人納得した様子を見せ、持っていたペンダントをポケットの中にしまった。

「あなたは何をしに来たの？」

　久しぶりに会ったかと思えば、わけのわからないことばかり。

　けれど、飛鳥は何も答えない。ただ静かにあたしを見み据すえている。

「お母さんに会いにきたんじゃないの？」

　不安があたしの口数を増やす。

「……それともあたしの邪じや魔まをしに来たの？」

　沈ちん黙もくは破れず、けれどやっとのことで飛鳥あすかは首を横に振り、携帯電話の液晶画面にこう打ち出した。

「（あたしはただ奪うばわれたものを取り戻しにきただけ）」




　　　　　　　　　◆




　通りの角から、例の少女が関係者の控ひかえ室らしきところに入っていくのが見えた。

　彼女はこのコンサートの参加者なのだろうか。

　と、少し遅れて向こうから別の少女がやってきて、同じ部屋に入っていった。個室ではなく、団体用の控え室なのか。

　控え室を間違ったふりをして入ってみるか。それともノックをしてみるか。

　とにかく彼女とコンタクトを取ろうとしたとき、控え室から話し声が聞こえた。

　何だろうか。どちらのものかわからないが、声の調子から驚いた様子が窺うかがえる。

　俺おれは控え室のドアに耳を押し付ける。

　声を潜ひそめているのか、中の声はいまいちはっきりしない。

　聞かれてはまずいような話をしているのだろうか。

　控え室に入っていったのだから、二人は知り合いと見るべきか。

　で、あるならば、後から入っていった少女も『アンティーク』のことを知っている可能性は十分に考えられる。

　……何にせよ、このまま手をこまねいているつもりはない。

　東とう條じようさんの学校でのあの出来事。彼女はなぜあんな真似まねをしたのか。東條さんたちから奪うばった『幸運』のバングルをどうしたのか。そして何の目的で『アンティーク』を集めているのか。

　それらを確かめるために俺は控え室をノックしようとし──

「何をやってるの！」

　唐とう突とつに背後から怒声をぶつけられ、俺は慌あわててドアから離れた。

　立っていたのは妙みよう齢れいの女性だった。

　彼女は声が表した感情そのままに、眉まゆを吊つり上げ俺を睨にらみつけていた。

「誰か！　不ふ審しん者しやがいるわ」

「いや、ちょっと、ドアの前にいたくらいで大げさな……」

　とはいえ、ドアに聞き耳を立てていた俺が言っても説得力はない。

　声を聞きつけたコンサートのスタッフらしき人がやってきて、俺は母親とスタッフに両脇わきを固められ、警備室に連れて行かれた。




　　　　　　　　　◆




　部屋のドアが開かれ、あたしはびくっと肩かたを震ふるわせる。

　入ってきたのはお母さんだった。

　飛鳥あすかはすでにいなかった。お母さんとはちょうど入れ違いの格好だった。

「お母さん！」

「真ま理り亜あ、どうしたの？」

　お母さんはあたしの乱れてしまった髪かみを撫なでながら心配そうな顔をする。

「……まさかあの男に何かされたの？」

「あの男？」

「そうよ。部屋の前に変な人がいたのよ。鍵かぎも掛かっていたし、部屋をノックしても出なかったからトイレにでも行ってたのかと……」

　ノックもドアノブを回す音もまったく気づかなかった。

「平気よ。男の人なんて知らないし、何もなかったわ」

「……そう。よかったわ」

　お母さんは安堵あんどの息をつき、すぐに不満げな顔をする。

「出番も近いっていうのに。まったく、だから嫌いやだったのよ、こんな小さなコンサートなんて。防犯も何もあったものじゃない。ああ、加湿器もまだ届いていないじゃない。もう、次の仕事のつなぎでなければ、見向きもしなかったのに！」

「そんなことよりお母さん、聞いて！　飛鳥が来たの！」

「飛鳥が？」

「そうなの！」

「わかったわ。それより準備はどうしたの？　着替えておくように言ったでしょう？　ほら髪もちゃんと直して」

「だから飛鳥が……」

「飛鳥のことはわかったから今は仕事に集中なさい。これが終わったら次は大きな仕事を回してくれるそうだから、しっかりやるのよ、いい？」

「……うん」

「控ひかえ室を変えてもらうように言ってくるから、あなたは早く準備しなさい。鍵は締めておくのよ」

　お母さんはそう言って部屋を出ていった。

　お母さんにはあたしの声は聞こえていない。

　あたしのことも、飛鳥のことも、関係ない。

　歌のことだけに……違う。ただ自分の叶かなえられなかった夢にだけ、支配されている。




　　　　　　　　　◆




　警備室に連れて行かれた俺おれは、名前と住所と学校を書かされた。

　まあ、あの妙みよう齢れいの女性──あの控ひかえ室にいる出演者の母親──はともかくスタッフや警備員の人は「知り合いがいた」という理由を信用してくれたので大事にはならなかったが。

「まあ、カナリアといえば一時は大人気だったからね。お母さんが過か剰じように心配する気持ちもわかってあげなさい」

　警備員のおじさんの一言で、あれがカナリアの控え室だと知った。

「あそこがカナリアの？」

「そうだよ。カナリアの籠かご島しま真ま理り亜あの控え室だ」

　言われてみれば、確かに後から控え室に入っていった子は、パンフレットに載のっている子だったような気もする。

「有名人だったからね。昔は色々あっただろうさ」

　確かにそうとわかってしまえば、あの母親の反応も理解できる気がした。

「スタッフ内でも話題だよ。警備システムはどうだ、控え室は個室を用意しろだってね。テレビ局じゃないんだから……」

　警備員さんは苦笑を漏もらした。

「まあ、昔はすごかったからね。警備会社の仲間から聞いたけど、相当なものだったよ」

「そうなんですか？」

「まあ、今は見る影もないがね」

　人気の陰りについては、俺おれも察しがついた。確かに昔はこんな小さなコンサートに出るような存在ではなかった。

「話題性が落ち着いてきたところに、お姉さんの引退が重なっちゃったからね」

「引退、したんですっけ？」

「そうだよ。喉のどを痛めて声が出なくなってしまったそうだ。先に妹さんのほうが喉を痛めてしまって、彼女が休んでいる間も一人で仕事をしていたそうだからね。テレビで見ない日はなかったから相当無理したんだろうね」

　俺は、このコンサートのパンフレットにカナリアが一人しか載っていない理由を知った。

「じゃあ、事情聴取はおしまいだ。もうあんなところをうろつくんじゃないぞ。第二部も始まっているしね」

「ご迷めい惑わくをお掛けしました」

　俺は一礼して警備室を退室した。

　さて。

　邪じや魔まが入ってしまったが、あの少女はどこに行っただろう。まだ控ひかえ室にいるのだろうか。ただ、あの控え室に入っていったということは、カナリアの少女と知り合いなのかもしれない。

　控え室に行けば、話くらいは聞けるか。問題はあの母親だが、まあいい。今は非常時だ。もし母親に見つかったら「謝罪に来た」とでも言おう。

　俺おれは再びカナリアの控え室に向かい、ドアをノックする。

「はい」

　中から返事が聞こえる。

「すいません。ちょっといいですか？」

「どなたですか？　出番にはまだ早いと思いますが……」

　声は少女のものだった。母親はいないようだ。

　ただ、声に警けい戒かいの色が見える。おそらく母親から注意するよう言われたのだろう。まさかドアを勝手に開けて押し入るわけにはいかない。

「カナリアの籠かご島しま真ま理り亜あさんですか？」

「……そう、ですけど何か？」

「すいません。さっきこの控え室に入っていった女の子に用があるんですが」

　動揺がドア越しに伝わる。

「……控え室には、あたししかいませんけれど」

「さっき君が控え室に入る前に入っていくのを見ました。今はいないんですか？」

「あの子が、どうかしたんですか？」

　声に一層の硬さが見える。何か聞かれてはまずいことがあるのかもしれない。それはつまり『アンティーク』に関わることだろうか。

「君は彼女の知り合いですか？」

「何が言いたいんですか？」




「──『アンティーク』」




　俺が唐とう突とつに、そして端たん的てきにそれを告げると、中から息を吞のむ音が聞こえた。

　あの少女の知り合いならばもしやと思いカマを掛けてみたが、やはり彼女も『アンティーク』のことを知っている。

「そのことで話があります。中に入れてもらえませんか？」

「…………」

　返事はない。

　逆に警戒心を煽あおってしまったかもしれない。だが興味を抱いだかせるには十分な言葉だ。このまま無視はできないはずだ。

「…………」

　返事はまだない。

　もしかするとドア越しに何かをしようとしているのかもしれない。今度は逆に俺おれに警けい戒かい心が生まれる。俺は半はん身みになり、ドアから少し離れる。

　だがここで踵きびすを返すわけにはいかない。

　やがて長い逡しゆん巡じゆんを終えたかのように、ドアが内側からわずかだけ開かれた。

「どんな御用ですか？」

「聞きたいことがあります」

「…………」

「さっき控ひかえ室に入っていった子のことです。知り合い、なんですよね？」

「姉はもういませんが」

「姉？」

　今いるのは、さっき控え室に後から入っていったカナリアの籠かご島しま真ま理り亜あ。そして俺が追っていたあの子が真理亜の姉ということは……引退したカナリアのもう一人。

　名前は確か……飛鳥あすか、だったか。

「それでも構いませんか？」

「はい」

「……入ってください」

　真理亜は俺を控え室の中に案内してくれた。

　真理亜の言うとおり中にいたのは彼女一人だけで、飛鳥の姿はもうなかった。

「彼女はどこに？」

「さっき出ていきました。まだ会場のどこかにいるとは思いますけど」

「連絡は取れますか？」

「いいえ。携帯電話の番号もメールアドレスも変えてしまったみたいで……」

「そうですか」

　隠かくしているのか、あるいは本当に知らないのか。

「あたしからも聞いていいですか？」

「？　ええ」

「姉とはどういうご関係ですか？」

　どういう、と言われても答えようがなかった。

「友達、なんですか？」

「いや、何度か会ったくらいで……」

　どこまで話すべきか迷ったが、彼女の出で方かたを見る意味でも『アンティーク』について話すことを選んだ。

　とはいえ、他人と『アンティーク』の話をするのは俺おれとしても珍めずらしいことで、どこまで突っ込んだ話をすべきか迷いながらも、俺は先日の幸運の『アンティーク』の件についてかいつまんで説明した。

　東とう條じようさんたちの名前や学校名までは出さなかったが、彼女が『アンティーク』らしきものを持っていて、体育館のガラスを破は壊かいしたように見えたことを強調した。

「そんなことが……」

「聞いていませんか？」

「ええ。飛鳥あすかと会ったのは随ずい分ぶん久しぶりなので」

「彼女は何か言っていませんでしたか？」

「何か？」

「はい。何でもいいんです」

　彼女の目的のようなものだけでも聞ければと思い、俺は問う。

「……奪うばわれたものを取り戻す、とだけ」

「え？」

「飛鳥は、奪われたものを取り戻すためにきた、と言っていました」

「奪われたもの？」

「はい」

「それは何のことか、わかりますか？」

「……わかりません。ただおそらくは、今のあたしのことだと思います」

「？」

「姉が喉のどを壊こわして引退したことは知っていますか？」

「ええ」

「その後、あたしはソロでデビューをして有名な作曲家の方から曲ももらいました。でももしも喉を壊していなかったら、それは全すべて姉のものだったんです」

「それを奪い返すと？　でも、今さらどうにかなるんですか？」

　だが真理亜は静かにかぶりを振った。

「姉は今のままではもう唄うたえません。だから、それらを奪い返すために、飛鳥はあたしから奪おうとしているんです」

　真理亜は目を伏せ、静かに言った。

「──声を」

　意外な言葉に、俺は繰り返すことしかできない。

「……声？」

「はい。飛鳥はあたしの声を奪おうとしたんです」

　真ま理り亜あは怯おびえを抑えつけるように、自身を抱だきしめる。

「そんなことが……」

「……できるのが、『アンティーク』なんですよね？」

　確かにそのとおりだった。

　と、真理亜は席を立ち、部屋の奥から何かを持ってきた。

　それは二体の木造りの人形だった。

　顔は無表情で、服も着せられておらず、塗装すらされていない木の地じ肌はだが見えた味あじ気けない人形は、組み立て式なのか、あちこちに継つぎ目があった。対ついの人形は大きな違いはないけれど、唯一木もく目めが縦たて横よこ違っていた。

　とても女の子が持ち歩くような人形とは思えなかった。

「それは？」

「これは『入いれ替かえ人形』と言います」

「……もしかして『アンティーク』ですか？」

「はい。飛鳥あすかがこれを持っていました。さっきは出ていったって言いましたけど、本当は争いになって追い返したんです。そのときにこれを落としていったんです。

　……飛鳥は喉のどを壊こわしてしまってもう唄うたうことができません。だからこれを使ってあたしの声を奪うばおうとしたんです」

　この展開は予想外だったが、無視できるものでもなさそうだった。

「詳くわしく話してくれますか？」




　真理亜から聞いた話によると、この『入替人形』は体の部位が取り外し可能で、その体の部位を交換することで能力を交換することのできる代しろ物ものだそうだ。

　喉を壊して唄うことのできなくなった飛鳥は、これを使って真理亜の声を奪おうとしたのだという。

　真理亜は姉の不ふ審しんな態度が怖くなって、警備員に内線で連絡を取ろうとした。一度争いになりかけたが、警備員がやってくると思った飛鳥は『入替人形』を置いて逃げてしまったのだそうだ。

「『アンティーク』のことはどこで知ったんですか？」

「知ったのはついさっきです。そんなものがあるなんて、正直信じられませんでしたが……」

「そうでしょうね……」

　と、そのとき控ひかえ室のドアが開かれた。控え室に入ってきたのは例の母親だった。

「真理……あなた！」

　母親は俺おれを見つけて、鬼おにの形ぎよう相そうで睨にらみつける。

「待って！　この人は知り合いなの」

「……そう、なの？」

　真ま理り亜あはすぐに俺おれとの関係をでっち上げ、母親の誤解を解いてくれた。母親はどこか胡乱うろんげな様子だったが、真理亜の噓うそを否定する材料を見つけることができず納得せざるを得ない様子だった。

　むしろ時とき折おり話を振られた俺のほうが彼女の演技力についていけず、怪しまれそうになった。まあ、今知り合いになったと思えば、噓ではない。

「そうだったの。さっきはごめんなさいね」

「いえ、俺こそ、誤解をさせるような真似まねをしてすみません」

「ただ、もうすぐこの子は出番なの。そろそろ引き取ってもらえるかしら？」

「待って。まだ用が済んでないの」

　と、真理亜は俺と母親の間に割って入った。

「すぐに済むから先に行ってて」

「でも……」

「お願い」

　娘むすめの必死さに押されたのか、母親は「わかったわ。遅れないでね」と渋しぶ々しぶ控ひかえ室を出ていった。

「助かったよ。ありがとう」

　礼を言うと、真理亜は自分で言っていた用を口にした。

「お願いがあるんです」




　　　　　　　　　◆




　またいつ飛鳥あすかがやってくるとも限らない。

　たぶん狙ねらうとしたら、あたしがステージに上がっている間だ。

　この『入いれ替かえ人形』を持ってステージに上がるわけにもいかない。かといって、控え室に『入替人形』を置いておくのも危険だった。ここは警備がずさんだとお母さんが言っていた。

　あたしの姉だとわかれば、スタッフの人が鍵かぎを貸してしまうこともあるだろう。それはやめてほしいと根回しをするには時間がなかった。実際どうやったかは知らないけれど、飛鳥はあたしの控え室に無断で入り込んでいた。もう鍵を手に入れているのかもしれない。

　お母さんに『入替人形』を預けておくという手も考えたけれど、それができないのはすでに知っている。

　お母さんにとってステージは神しん聖せいな場所だ。たとえこんな小さなコンサートと馬鹿にしていても、それだけは変わらない。

　だからお母さんは余計な荷物を持ってステージに来ることを許さない。あたしだけでなく、出演するわけじゃない自分もだ。だから持っていてもらうこともできない。

　そんなあたしにはもう頼るのが彼しかいなかった。

　彼が現れたのは、この『入いれ替かえ人形』をどうしようかと迷っていたあたしには渡りに船だった。ましてや『アンティーク』を知っているなんて、好都合だ。

『アンティーク』の価値を知っている人とただの道具と思っている人に、預けるのとではわけが違う。

　それに彼の知り合いが飛鳥あすかに一度酷ひどい目に遭あわされたらしい事実も、あたしに味方をしてくれるはず。

　不安がないわけではないけれど、彼を頼る他にない。




　　　　　　　　　◆




　真ま理り亜あから『入替人形』を預かった俺おれは、一度席に戻ることにした。

　だいぶ長い時間咲さきを一人にしてしまった。心配しているかもしれない。事情くらいは説明しておいたほうがいいだろう。

　と、席に戻ろうとした俺の前に、真理亜の母親が現れた。

「あの子はまだ控ひかえ室に？」

「あ、はい。すぐに来ると思います」

「そう」

　出番が近いからだろう。落ち着かない様子で彼女はまた控え室に向かおうとした。

「あの、ちょっと聞いていいですか……」

　せっかくの機会だったので、母親に俺は聞いてみることにする。

「何かしら？」

「飛鳥さんのことでちょっと」

「あなた、飛鳥とも知り合いなの？」

「ええっと、知り合いというほどではないですけど……」

「あの子、最近どうしているの？」

「は？」

　俺は聞きたいことを逆に聞かれ、眉まゆをひそめた。

「興こう信しん所じよの人が友達のところに泊まっていると言っていたけれど、まさか、あなたの家だなんていうんじゃないでしょうね？」

　興信所、という言葉がひどく気になった。娘むすめのことを興信所の人間に調べさせているということか。だが、誤解を解くためにまず否定する。

「いや、違いますよ」

「そう。もし会ったらスキャンダルになるようなことをして、真ま理り亜あに迷めい惑わくを掛けないように言っておいて」

　スキャンダル？　その物言いがさらに引っ掛かった。心配しているのはそれなのか？　娘むすめの身の安全ではないのか？

　確か真理亜も言っていた。最近会っていないと。娘の近況を俺おれに聞いたりしているのもそうだが、自分で調べたり会話したりしていないのだろうか。

「……今日、この会場に来ていますよ。近きん況きようも俺に聞いたりしないで、自分で聞いたらどうですか？」

　本当は例の少年の家に身を寄せているのではないかと思い浮かんだが、それを俺の口から言うのはやめておいた。

「そうなの？　……ああ、そういえば真理亜も言っていたわね。時間があったらそうするわ」

「時間があったら？」

「真理亜の出番が近いのよ。今日この後には仕事の打ち合わせもあるし……。今が真理亜にとっても正しよう念ねん場ばなのよ。ああ、もういつまで待たせるの、あの子は」

　母親は苛いら立だたしげに腕うで時計で時間を確認すると、控え室のほうに駆かけていった。

　少しばかり、飛鳥あすかに同情を覚える。

　喉のどを壊こわして声が出なくなった飛鳥は、母親の興味の対象から外れている様子だった。親でこれなのだから、世間の目はそれに輪を掛けてのものだろう。

　歌を失ったカナリアには、この世界に居場所はないのかしれない。

　もしかしたら飛鳥があの少年と一いつ緒しよに色々な『アンティーク』を集めているのは、失った声を取り戻そうとしたのがきっかけなのかもしれない。

　どうにもできないことを実現させるには、『アンティーク』に頼らざるをえない。

　だとすれば、妹から声を奪うばおうとする気持ちもわからないでもなかった。だからといって、それを見過ごすわけにはいかないが。

　俺が戻ると、咲さきは席を離れてロビーで待っていた。

「悪い。待たせたな」

「今来たところよ」

　咲は待ち合わせのときと同じ台詞せりふを口にしたが、今度は誇ほこらしげには見えなかった。それどころか不ふ機き嫌げんさが見て取れる。かなり待っていたのだろう。

「で、何をしていたの？」

　咲の目が俺の手に移る。そこには真理亜から預かった『入いれ替かえ人形』の入った鞄かばん。明らかに女物だった。

「意気投合してプレゼントまでもらったとでも言う気？」

「言わない言わない」

　若じやつ干かん棘とげのある咲さきの言い方に、俺おれは慌あわてて鞄かばんの中の『入いれ替かえ人形』を見せて、これが『アンティーク』であることとその能力、飛鳥あすかに奪うばい返されないよう真ま理り亜あから預かったことなどを説明してやった。

　と、私物も入っているから鞄は開けないように言われていたことを思い出した。が、すでに手遅れだった。まあ、中には『入替人形』以外に大したものは入っていなかったのでいいだろう。

「これがその？」

「ああ」

　咲は『入替人形』を手にとって、繁しげ々しげと観察する。

「ねぇ、これって……」

　と、咲が何かに気づいたように眉まゆをひそめる。

「どうかしたか？」

「ここを見て」

　咲が指差した部分は人形の喉のどの部分だった。一見、何もおかしい箇所はないと思えたが、注意して見てみれば、その木もく目めが異なっていることに気がつく。

　人形の喉の部分だけが、縦たて横よこの木目が違っていた。

　……この『入替人形』は対ついの人形の体の部位を入れ替えることで能力を交換するという。

「これって……」

「すでに交換されている？」

　真理亜の手から俺の手に渡るまで、他の誰もこの人形に触さわってはいない。

　ではいつの間に『入替人形』の交換がされていたというのか？

　と、ホールにアナウンスが流れる。

　それはカナリアのステージ開始を告げるアナウンスだった。




　　　　　　　　　◆




　何だろう？

　喉に違和感を覚えた。

　最初は単に空気が乾燥しているだけかと思った。

　お母さんも言っていた。乾燥している、と。結局、加湿器も用意してもらえなかった。

　そのせいで喉がいがらっぽいのだと思った。

　声を出せば、すぐにわかる。あるいは咳せき払ばらいの一つでもすれば、すぐにわかる。

　ただ乾燥しているだけなのだ、と。

　けれど、いざ声を出してみようとすると、喉が絞しめ付けられるような感覚が襲おそい、声が出せなかった。

　いや、声が出ないのではない。声を出す勇気が出ないのだ。

　この違和感が何を示しているのか、思い当たる節ふしがあったからだ。

　不安がよぎったのだ。

　その不安が事実なのか、声を出して確かめることができなかったのだ。

　このタイミングで、単なる乾燥で喉のどに違和感を覚えるなんておかしくはないだろうか。

　もしかすると、彼が飛鳥あすかに『入いれ替かえ人形』を奪うばわれてしまったのではないか。

　いや、そもそもあの人を信用してよかったのか。あの人は実は飛鳥の仲間で、もっともらしい話をして、『入替人形』を奪うのが目的だったとは考えられないだろうか。

　今頃、飛鳥と一いつ緒しよにあたしのことを哂わらっているのではないか。

　一度そう思い始めると、嫌いやな予感は雪だるま式に増大していった。

　今、あたしは声を出せる状態なのだろうか。

　こんな気持ちで歌を唄うたえるはずなんてなかった。




　　　　　　　　　◆




　そのとき、俺おれの脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　ステージに立つ一人の少女、真ま理り亜あ。

　独唱を終え、観客から拍手を送られている。

　ステージに出てくる真理亜の母親。

　まるで我がことのように誇ほこらしげな顔。

　そのとき。

　ステージの照明が一いつ斉せいに落ちる。

　それは演出ではない。

　それは停電ではない。

　非常灯とうがまるでスポットライトのようにステージ上を射さしている。

　そのスポットライトの中。

　重量感のある照明器具が落下し、ステージにいた人たちを押し潰つぶした。




　──だがそれは現実ではない。




　俺の持つ『アンティーク』が視みせる未来の映像だった。

　俺の右眼めは義眼だ。本物の眼球の代わりに埋うまっているのは『ヴィジョン』と呼ばれる『アンティーク』だった。

『ヴィジョン』はこれから起こる少し先の未来を俺おれに視みせてくれる。

　未来の全すべてを予期できるわけではない。宝くじの番号やスポーツの勝敗や明日あしたの天気などはわからない。意図した未来を視ることもできない。

　だが唯一つ必ず視せてくれる未来がある。

　それは俺か、あるいは俺に関わる誰かの命が危険にさらされたとき、その死に様ざまを視せてくれるのだ。

　未来が視える瞬しゆん間かんは、まるでテレビにノイズが走るかのように頭にノイズが走り、現実に見ている視界に割り込んで未来の映像が流れる。

　そして俺は『ヴィジョン』の視せるその未来と異なる行動を取って、死という未来を回かい避ひするのだ。

「刻也ときや？」

「今のは……」

「何が視えたの？」

　咲さきが、俺が『ヴィジョン』による未来を視たのだとすぐに気がつき、詳しよう細さいを問うてくる。

「このステージの照明器具が落ちて真ま理り亜あを押し潰つぶす」

　今のは単なる事故なのか、それとももっと別の要素によるものなのか。

　例えば、体育館の天てん井じようのガラスをあの少女が砕くだいたかのように。

　考えている暇ひまはない。

　ステージの照明器具が落ちるのは、真理亜が唄うたい終えて拍手を受けているときだ。

　真理亜の出番が終わる前に、手を打たなければ。

「いつの話？　人はいた？」

「ああ。真理亜の出番が終わってすぐだ」

　俺は会場のドアを開ける。

　アナウンスは流れたが、まだ真理亜はステージに立っていない。

　今ならまだ間に合う。

　大声を上げて伝わるだろうか。いや、それともこのままステージまで行ったほうが早いか。

　だが咲はステージとは逆の方向へと走り出した。

「咲？」

　咲の向かうほうを見て、俺は咲の狙ねらいを理解した。

　咲は非常ベルのボタンを躊ちゆう躇ちよせずに押し込んだ。




　ホール内に非常ベルが響ひびき渡る。

　スタッフにとっては原因不明だろうが、その対応は思いのほか迅じん速そくだった。

　まずロビーにいた人たちから会場の外へと誘導が始まる。もしも商売色が強いイベントであれば、原因がわかるまでは待たい機きということもあるだろうが、市の運営ということもあり、安全性が優先されたようだ。

　ロビーにいた客は困こん惑わくしながらも、外に避ひ難なんをし始める。

　次ついで放送が流れ、ホール内の人の避難も始まる。

　避難前に飛鳥あすかが行動に出るかとも思ったが、真ま理り亜あのいないステージでは、照明が落下するようなことはなかった。

　どうやら先手を打てたようだ。

　大事にならずに──この避難自体もある意味大事だが──済んだようだ。

　俺おれと咲さきもスタッフに誘導され、会場の外に連れ出された。

　会場の外には一時的な人だかりができあがる。中にはこれに乗じてカナリアの歌を聴かずに帰り始めた人たちもいた。

　確かにこの様子ではもう再開はないかもしれない。

　そう考えれば、真理亜には少し悪いことをした気にもなってしまう。

　だが安全が最優先だ。

　それに飛鳥が諦あきらめたとも限らない。

　もしもこの『入いれ替かえ人形』を奪うばい返そうと言うのなら、ここにいては周囲の人を巻き込んでしまう。

　俺は咲を連れ、人だかりから離れた場所まで移動した。

「大事になってしまったわね」

「仕方ないさ。むしろ英断だ」

　非常ベルを押すのは勇気がいることだ。ましてや非常ベルを押す引き金は『ヴィジョン』の未来視しだ。他人に非常ベルを押した理由を問われても、答えることができない。

　躊躇ためらいなく押した咲をむしろ褒ほめてやりたい。

　幸い誰にも見られていなかったようで、スタッフが問い詰めてくるようなこともなかった。

「諦めてくれたかしら？」

「さあな」

　俺は周囲を見回すが、飛鳥の姿はなかった。

　だが彼女がこの『入替人形』を奪い返そうと考えているのなら、このままというわけにはいかないだろう。別の形で所持している俺に攻こう撃げきを仕掛けてくるかもしれない。

　彼女の持つ『アンティーク』の能力はわからないが、体育館のガラスを破は壊かいしたように何か直接攻撃的な能力なのであれば、少なくとも頭上には空しかない外は体育館やホールよりは安全だ。

「彼女たちの狙ねらいは何なのかしら？『アンティーク』を集めて何をしようとしているの？」

「俺おれが聞きたいくらいだよ。ただ今回に限っては、声を取り戻すためみたいだな」

「声を？」

「ああ」

　詳くわしいことまで説明しきれていなかった俺は、改めて状況を説明してやった。

　姉妹デュオとして活かつ躍やくしていた飛鳥あすかと真ま理り亜あ。

　だが飛鳥は喉のどを痛め、唄うたえなくなって引退。真理亜は今も一人歌い続けている。

　声を失った飛鳥はどういう経けい緯いかは知らないが『アンティーク』に出会い、この『入いれ替かえ人形』を手に入れた。

　飛鳥はこの『入替人形』を使って妹の声を奪うばうためこの会場にやってきたのだが、真理亜に見つかり、『入替人形』を奪われてしまった。

　彼女の狙ねらいはこの『入替人形』を奪い返すこと、そして真理亜の声を手に入れることだろう。

「でもすでに人形の喉は交換されていたわ」

「ああ」

　飛鳥から聞き出したという真理亜の説明からすれば、『入替人形』の部位を交換すると能力が交換されるそうだ。

　だが、すでに『入替人形』の喉の部分は入れ替えられていた。

　飛鳥はすでに人形の部位の入れ替えまでは済ませていたということだ。それにも関わらず、能力交換がされていないということは、

「能力の発動条件は人形の部位を交換する以外の何かが必要ってことなんだろうな」

　それが何かまでは、真理亜も聞き出せていないのだろう。

　……そうか。飛鳥がわざわざ会場に来たのはその条件を満たすためか？

　よくよく考えれば、ただ人形の部位を交換するだけで能力が交換できるなら、『入替人形』を所持していた飛鳥がここに来る理由に説明がつかない。あるいは控ひかえ室に落としていったのも、真理亜に持たせる必要があったとか、何か狙いがあるのかもしれない。

　では、その条件とは何なのか？

　そのとき、『ヴィジョン』の視みせた未来──照明器具に押し潰つぶされた真理亜の姿とつながる。

　その条件とは、相手の命を奪うこと──？

「あまり悠ゆう長ちように構えていられないな」

　俺は携帯電話を取り出し、アルバイト先の付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに連れん絡らくを入れた。数回のコール音の後、今日は一人店番の都と和わ子こさんが電話に出る。

「もしもし。俺です」

「おー、刻也ときやか。何だ？　今日は帰らないってか？」

「あほなこと言ってないで話を聞いてください。ちょっとやばいことに巻き込まれてます」

　都和子さんの軽口をいなし、用件を優先する。俺の物言いに何かを感じ取ったのか、都和子さんも続きを促うながした。

　俺おれは以前に話した飛鳥あすかのことと、『入いれ替かえ人形』のことを都と和わ子こさんに話す。

「この『アンティーク』のことを知りませんか？」

「知っている。能力交換の『アンティーク』だ」

「話が早くて助かります。教えてほしいのはその能力の発動条件です。人形の部位を交換しただけじゃダメなんですよね？」

「ああ。それだけじゃ交換する対象が決まらないからな。人形は今手元にあるのか？」

「はい」

「その人形の背中の部分に引き出しがあるだろ？」

　俺がそれを伝えると、咲さきは頷うなずいた。

「その中に、交換する対象者の体の一部を入れるんだ」

「……体の一部？　血とかそういうことですか？」

「それでもいいが、そんな物ぶつ騒そうなものでなくても爪つめとか髪かみの毛でも何でもいい。仕込んだ後に人形の部位を交換すれば、能力交換が完成する」

　つまり、飛鳥が会場に来て真ま理り亜あの控ひかえ室に忍しのび込んでいた理由は、真理亜の体の一部を手に入れるためだったということか。それが家でなくコンサート会場だったというのは家に帰っていないからか。

　では、照明を落下させて真理亜を襲おそう理由は何なのか？

　体の一部だけならそこまでしなくても手に入りそうなものだが、『入替人形』そのものを奪うばわれてしまったため、強行策に出ようとしたということか。

「元に戻すには、引き出しの中のものを取り出すか、人形を元に戻せばいいだけだ」

「わかりました。また後で連絡します」

「気をつけろよ」

　俺は一度電話を切り、飛鳥の狙ねらいについて再度検討しようとする。

　だが、それより前に咲が俺に『入替人形』を見せてきた。

「刻也ときや、これを見て」

　咲が見せてきたのは、都和子さんの言っていた『入替人形』の引き出しだった。

「……どういうことだ？」

　咲が俺に見せた『入替人形』のそれぞれの引き出しの中には、すでに一本ずつ髪の毛が入っていた。

　縦たての木もく目めの人形にはまっすぐの髪の毛。

　横の木目の人形にはまるで目印のような結び目のついた髪の毛。

　これは飛鳥と真理亜のものなのだろうか。

　それとも別人のものが入っているのだろうか。

　もしもこれが飛鳥あすかと真ま理り亜あのものだというのなら、やはりすでに能力交換は完了していることになる。

　だがそれではつじつまが合わない。

　わからない。何がどうなっている？




　　　　　　　　　◆




　ホール内に非常ベルが響ひびき渡った。

「きゃっ！」

　驚きの短い悲鳴があたしの口から漏もれる。

　……声が、出た。

　安堵あんどの息が漏れる。

　よかった。喉のどの違和感は気のせいだったようだ。神経質になりすぎていたのかもしれない。

「何が起きたの？　どういうこと？」

　お母さんがスタッフに詰め寄る。スタッフの人も携帯電話で確認を取っているけれど、詳しよう細さいはわからない様子だった。

　何かの手違いか機械の故こ障しようなのか。それとも本当に何かが起きたのか。

「ロビーの人たちが避ひ難なんしてるって。中止？」

　あたしの前の出演者の人が携帯電話で友達に確認したようだった。

　そして中止という言葉にお母さんが強く反応する。

「あなたはここにいなさい。出番が来たらスタッフの人の指示に従いなさい。あたしは責任者に確認してくるわ」

　お母さんはそう言い残すと、ステージを離れていった。このままイベントを続行するか……いや、次のテレビの仕事がどうなるか確認しにいくのだろう。

　非常ベルの鳴り響く中、娘むすめを置いて。

　けれど、今はその薄はく情じようさがありがたかった。

　今しかない。

　あたしはスタッフの人の制止の声を無視し、ステージの前室を飛び出した。

　声が出たという安堵は、しかしあたしの不安を全すべて取り払はらってはくれなかった。『入いれ替かえ人形』を他人に預けてしまったことへの後悔は何一つ変わっていない。

　別にこんなイベントはどうなってもいい。

　このまま一生唄うたえなくなるくらいなら、こんな一ステージ捨すててもいい。

　早く『入替人形』を取り返さなくては。




　　　　　　　　　◆




　と、ホールのほうから真ま理り亜あが駆かけて来る姿が見えた。

　やはりこの騒さわぎでコンサートは中止になってしまったのか。酷ひどい形ぎよう相そうだった。

「『入いれ替かえ人形』は！」

　俺おれのところに辿たどり着くや、彼女は真っ先にそれを問い詰めてきた。

「『入替人形』なら無事です。ここにありますよ」

「……よかった」

　真理亜はそれを聞くと形相を一変させ、深い安堵あんどの息を漏もらした。

「何かあったんですか？」

　さっきまでの形相は只ただ事ごとではないことが起きたかのようだった。

「いえ、何でもありません。ただ不安になって」

「そうですか。ところで一つ質問があるんです。『入替人形』は人形の体の部位を入れ替えると、能力を交換できるって言ってましたよね？」

「ええ。そう聞いてます」

「まずいことになりました。人形の喉のどはすでに飛鳥あすかに入れ替えられています」

「え？」

「喉の部分の木もく目めが違っていました」

「……中を見たんですか？」

「はい。勝手に見たのはすまないと思っています。けど、そのおかげで、人形の喉の部分が入れ替えられていることに気づけました。何かおかしなことになってはいませんか？」

「そういえばさっき喉の調子が……」

　真理亜が喉を触さわり、咳せき払ばらいをする。

「やっぱり。飛鳥はすでに能力交換ができる状態にしていたってことか。じゃあ、交換が成立するまで時間がかかるのかもしれないな。今のうちに元に戻さないと……」

「あ、でも気のせいだったかもしれません。空気が乾燥していたから」

「いや、それはきっと能力交換がされる予よ兆ちようです。すぐに元に戻しましょう」

「待って！」

　俺おれが『入替人形』の喉の部分をはずそうとすると、真理亜は鋭くそれを制止した。
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「どうしました？　このままだと飛鳥に声を奪うばわれてしまうかもしれない」

「それは……」

「唄うたえなくなってもいいんですか？」

「いいわけないじゃないですか！　ただ、不安で……。本当に人形を交換してもいいんですか？　それがあの子の狙ねらいだったらと思うと……」

「だいじょうぶ。この『アンティーク』の能力はもうわかっています」

「え？」

「この『入いれ替かえ人形』は、人形の背中の引き出しの中に体の一部を入れて、人形の体の部位を交換すると能力交換ができる代しろ物ものです」

「そう、なんですか？」

「縦たての木もく目めの人形には結び目のついた髪かみの毛が、横の木目の人形にはまっすぐな髪の毛が入っていました」

「え？」

「何か？」

「もう一回言ってもらっていいですか？」

「縦の木目の人形には結び目のついた髪の毛が入っていて、横の木目の人形にはまっすぐな髪の毛が入っていたと言ったんです」

「ちょっと見せてください」

「そんなことより早く元に戻さないと」

「いいから見せてください！」

「後で見せます。まずは元に戻しましょう」

「あたしがやりますから、返してください」

「一刻を争うかもしれな……」

「あたしがやるって言っているの！　いいから返して！」

　真ま理り亜あは叩たたきつけるように言って、『入いれ替かえ人形』に手を掛けた俺おれから人形を奪うばおうとした。

　だが俺はそれをかわし、真理亜に『入替人形』を返さなかった。

　たたらを踏んだ真理亜が、俺を睨にらみつける。

「……まあ、大体読めたよ」

　真理亜の態度で全すべてを察した。

　その態度が全てを物語っていた。

　彼女の言葉が噓うそだらけだったということを。

　飛鳥あすかは失った声を取り戻すため、『入替人形』を使って真理亜の声を奪おうとしたが、真理亜は何とか飛鳥を追い返し、彼女が落としていった『入替人形』を手に入れた。

　だがそれは真理亜から聞いただけにすぎない。

　そしてそれを真実とするには大きな矛む盾じゆんがあった。

　すでに『入替人形』には誰かの体の部位が仕込まれ、喉のどの部分が入れ替えられていた。つまり、能力交換はすでに終わっていた。

　それにも関わらず、真理亜は普通に喋しやべっていた。

　能力交換成立に時間が掛かるなんてのは噓だ。誰もそんなことは言っていない。

　それに人形に仕組まれていた髪かみの毛。本当は縦たての木もく目めの人形にはまっすぐな髪の毛が入っていて、横の木目の人形のほうに結び目のついた髪の毛が入っていた。

　……俺は噓をついた。

　中の髪の毛のことを知っている人間ならば、それがおかしいと感じるように。

　中の髪の毛が入れ替わっているということが何を示すか知っている人間なら、その事実に焦あせりを感じるように。

　警備員の人が言っていた。

　真理亜が喉を痛めて休業している間に、ソロとして唄うたっていた飛鳥が喉を壊こわし引退した。入れ替わるように、真理亜が復活してソロデビューをした。

　それが示すことは何か。

　そうだ。声を奪ったのは飛鳥ではない。




「お前が、飛鳥の声を奪ったんだな？」




　キッ、と真理亜が俺を睨みつけた。

　声を奪われると怯おびえていた少女の姿はそこにはなかった。

　その目が物語っていた。

　俺おれの指し摘てきが正しいということを。

「だったら何？　悪いのは飛鳥あすかのほうよ。あの子が、あたしを裏切ったのよ！　あたしが喉のどの調子が悪かったのを皆にばらして、自分だけソロデビューしようとしたのよ！　あたしを唄うたえなくさそうとしたのは飛鳥なのよ！　だからあたしは……」

「事情は知らない。だが『アンティーク』を使って他人の声を奪うばっていい理由にはならない」

「うるさい！　何も知らないくせに！」

　真ま理り亜あが『入いれ替かえ人形』を奪おうと俺に摑つかみかかってくる。

　だが俺はそれをかわし、真理亜に呼びかける。

「お前自身の手で返す気はないんだな？」

「返せ！」

「返すのはお前だ」

　俺は対ついの人形の喉の部位をはずす。

「……やめて」

　元の状態に戻してやるよう、喉の部位を入れ替え──
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　あの日。

　飛鳥がソロデビューの話を持ちかけられ、それを聞いてしまったあの日。

　レコード会社を飛び出し、あたしは一人街をさ迷っていた。

　どこをどう走ったのかもわからない。

　気がつけば、知らない場所にいた。

　と、道を歩く人があたしに気づく。

　あの子、カナリアの子じゃない？　ほら、テレビに出てる。

　え？　どこ？　あ、ほんとだ。でも妹のほうね。あたしはお姉さんのほうが好きなの。

　あたしも。やっぱりお姉さんのほうが……。

　あたしは無ぶ遠えん慮りよに聞こえる会話から逃げるように、路ろ地じ裏うらに飛び込んだ。

　闇やみ雲くもに路地裏を駆かけ抜けたあたしの目の前には小さな、古びたお店。

　あたしはまだ耳に残る会話から逃れるように、店に飛び込んだ。

　店は外観と同じように、中も古びていて狭かった。棚たなに並ぶ西洋人形や懐かい中ちゆう時計、陶とう磁じ器きなどの食器といった様々な雑貨は、ぽつぽつと点在しているだけ。昔はもっと綺麗きれいで華やかだったのだろう。今は寂さびれた内装が現在のあたしを皮肉で包み込む。

「いらっしゃい」

　と、店の奥のカウンターから、一人の女性があたしに声を掛けてきた。

　そこだけがスポットライトを浴びたかのように浮かび上がる。けれど、どこか霞かすみがかったかのような不思議な印象だった。

「何かお探し？」

　あたしは何を探しているのだろう。

　もしもあるというのなら、姉のような歌声が売っていればいいのに。

「それがお望み？」

「……え？」

　口に出してはいないのに、彼女はまるであたしの心の声と会話をするかのように問いかけた。

「それなら、そこの棚たなをご覧なさい」

　店の女性が指差した場所には、木造りの二体の人形があった。

　顔は目鼻口の凹おう凸とつがあるけれど無表情。服も着せられていなく、塗装すらされていない木の地じ肌はだが見えた特徴のないことが特徴の味あじ気けない人形。

　唯一の特徴といえば、組み立て式らしく、あちこちに継つぎ目があることだけだった。

　対ついの人形は大きな違いはないけれど、唯一木もく目めが縦たて横よこ違っていた。

　あたしはそれを手に取ってみる。

　と、少し力を入れただけで、腕うでが取れて床ゆかに落ちてしまった。

「あっ」

「いいのよ。それは体の部位を交換するためにあるものだから」

　彼女はやってきて、取れてしまった腕を拾い上げ、もう一体の人形の腕を同じように取ってしまう。

　そして互いの腕をはめ直すと、まるで最初からそうであるかのようにぴたりとはまってしまった。

　違和感は一つ。木目が違うことだけ。

「何も入れていないから、何も変わらないけれど」

　店の女性が背中を見せる。そこには小さな引き出しがあり、何かが入れられるようになっていた。

「この引き出しに自分と誰かの体の一部を入れて、人形の部位を交換する。すると、その能力を交換できるのよ」

　どきり、とあたしの胸が跳はねた。

　そんなことが本当にできるのかという不信と、同じくらいの期待。

　不信はわかる。そんなことを信じられるわけがない。

　では、あたしは何を期待しているというのか。

「これは『入いれ替かえ人形』という名の『アンティーク』よ」

「『アンティーク』？」

「──と言っても、骨こつ董とう品ひんや美術品のことじゃないわよ。力ある古人や魔術師が作ったと言われる魔術道具や人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指してそう呼ぶの。

　よくあるでしょう？　不幸を呼ぶ石、呪のろいの藁わら人形、死に様ざまが映る三面鏡、とかね？」

　確かに聞いたことくらいはある。

　でもそれは絵え空そら事ごと。本当にあるわけがない。

　けれど、いつしかあたしの手はその人形を持っていた。




　あたしがその『入替人形』を手に入れて、およそ一ヵ月後。

　ソロデビューを果たし、ステージの上に立っていたのは──

　あたし──籠かご島しま真ま理り亜あだった。

　それを天てん罰ばつと呼んでもよいのだろうか。

　姉の飛鳥あすかは喉のどを壊こわし、声を出せなくなって引退。

　喉の調子が悪いことを理由に、母の指示で休養をしていたあたしは復帰後、姉の代わりに単独デビューを果たしたのだった。

　あたしが奪うばったもの。

　それは姉が唄うたうはずだった楽曲。

　それは姉が手にするはずだった地位。

　そして。

　それは姉のものだった至し高こうの歌声──




　──あたしの目の前で、『入替人形』の喉の部分が取り外される。

　彼はあたしの懇こん願がんなど受け入れようとはしなかった。

　その交換が終わった瞬しゆん間かん、あたしは失う。

　声を。

　飛鳥から奪った、至高の歌声を。

　最初はいつか声を返そうと思っていた。

　あたしは飛鳥の声を手に入れ、再び二人で唄うことが目的だった。

　決して飛鳥のように一人だけ脚光を浴びようだなんて思っていなかった。

　元の形に収まれば、飛鳥の声を返していいと思っていたのだ。




　……飛鳥あすかと交換したあたしの声が壊こわれるまでは。




　飛鳥は、声を壊した。

　あたしの声を壊してしまった。

　だから、もう元に戻すことはできなかった。

　あたしは、あたしが悪いことをしたとわかっている。

　でも飛鳥だって悪いのだ。

　あたしの声を壊したのは飛鳥だ。

　ソロになったことが負ふ担たんになったのだ。

　そのソロを選んだのは飛鳥自身だ。

　飛鳥がソロになってあたしの声を壊さなければ、全すべては元どおりだったのだ。

　それなのに。

　あたしだけが悪いという。

　そんなことはない。

　悪いのは、あたしだけじゃない。

　どうしてわかってくれないの？

　やめて。お願いだからやめて。

　あたしから声を奪うばわないで。

　あたしから歌を奪わないで。

　だけど、祈いのりは届かない。

「やめて」

　声に出して懇こん願がんしても、伝わらない。

　そして『入いれ替かえ人形』の喉のどの部分が入れ替えられ、元の正常な状態に戻され──

「やめてぇぇぇぇ─────！」

　──そしてあたしの絶叫が響ひびき渡った。
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「……どういう、ことだ？」

　俺おれは咄嗟とつさに理解することができなかった。

　対象者の体の一部を引き出しの中に入れて体の部位を入れ替えることで、能力を交換する『入替人形』。

　元に戻すことで、その能力は元に戻るはずだった。都と和わ子こさんもそう言っていた。

　だが『入替人形』の能力を使って、姉の声を奪った少女は、絶叫していた。

　声が出なかったわけでもない。

　声が潰つぶれていたわけでもない。

　カナリアと呼ばれていたときと変わらないその美しい声で。

　真ま理り亜あは叫んだのだった。

「…………」

　叫んだ当人も困こん惑わくしている様子だった。

　一度交換した能力は元に戻すことはできないということか？　いや、都と和わ子こさんは引き出しの中身を取り出すか、人形の部位を元に戻せばいいと言っていた。

　ではどういうことなのか？

　なぜ人形の部位を元に戻しても、真理亜は元の声を維持しているのか。

　俺おれにはわからない何かがまだ隠かくされている。

『入いれ替かえ人形』。

　背中の引き出し部分に対象者の体の一部をそれぞれ入れ、取り外し可能な人形の体の部位を交換する。そうすれば互いの能力が入れ替わる。

　真理亜は、飛鳥あすかの髪かみの毛と自分の髪の毛を入れて、喉のどの部分を交換した。

　それにより、真理亜は飛鳥の至し高こうの歌声という能力を手に入れた。

　そして飛鳥は、喉を痛めていた真理亜の代わりに喉を壊こわして声を失った。

　本当であれば、真理亜がそうなるはずだった。

　だが本当にそうなのか──




　警備員の話が再び蘇よみがえる。




「そうだよ。喉を痛めて声が出なくなってしまったそうだ。先に妹さんのほうが喉を痛めてしまって、彼女が休んでいる間も一人で仕事をしていたそうだからね。テレビで見ない日はなかったから相当無理したんだろうね」




　真理亜の話が蘇る。




「悪いのは飛鳥のほうよ。あの子が、あたしを裏切ったのよ！　あたしが喉の調子が悪かったのを皆にばらして、自分だけソロデビューしようとしたのよ！　あたしを唄うたえなくさそうとしたのは飛鳥なのよ！　だからあたしは……」




　違うのではないか？

　俺は真理亜が、飛鳥の声を奪ったのだと思っていた。

　喉のどを痛めていた真ま理り亜あが自分の声と飛鳥あすかの声を交換した。そして喉の状態を悪化させた飛鳥は唄うたうことができなくなった──声を失ったのだと。

　だが、もしも喉の調子が悪くなった真理亜が単に休息で声を取り戻したのだとしたら。

　逆に飛鳥は無理が祟たたり、喉を悪くして声を失ってしまったのだとしたら。

　だが現実に、真理亜は飛鳥と『入いれ替かえ人形』を使った能力交換をしている。

　だとしたら、その行為は何を交換したことになるのか。

　何の能力を──

「……そういうことか」

　俺おれの呟つぶやきを聞きつけ、咲さきが俺に問いかける。

「何かわかったの？」

「咲。髪かみの毛を一本くれ」

　俺は咲に頼み、その髪の毛を一本抜かせてもらった。そして『入替人形』の引き出しの中に仕込む。もう一方の人形には、俺の髪の毛を入れる。

　そして喉の部分を交換した。

　これで、能力交換は完了した。

　そして──

「咲」

　俺は声を発する。

　いつもと変わらない自分の声で。

「？　……どういうこと？」

　咲の口から発せられたのは、やはり咲の声だった。

　真理亜も、その声を聞いて戸と惑まどっている。

　だがこれは『アンティーク』が壊こわれているわけでも、手順を間違えたわけでもない。

　確かに能力交換は済んでいるはずだ。

　おそらく歌でも唄えばはっきりするのかもしれない。

　つまりはそういうことだ。




　声は能力ではない──




　俺は履はき違えていた。

　能力交換の『入替人形』。そして声を失った少女とその居場所を奪った少女。

　その構図から、二人が交換したものが「声」だと思い込んでいた。

　だが違った。

　声は能力ではない。声とは声帯が発するもの。

　能力ではないもの──例えば眼めや腕うでといった体の部位そのもの──を交換することは『入いれ替かえ人形』にはできない。

　つまり『入替人形』で交換したものは声ではない。

　喉のどに位置する能力──歌唱力だったのだ。

「あたしは……飛鳥あすかの声を……奪うばったんじゃなかった……？」

　真ま理り亜あは茫ぼう然ぜん自じ失しつとなって呟つぶやいた。

　誰よりも、彼女自身がその事実を信じ込んでいた。

　それはそうする意思があったからに他ならない。

「刻也ときや。じゃあ、飛鳥という子はその事実を知らないで奪おうとしているの？」

「それを聞くなら相手が違うぞ」

　俺おれは真理亜に詰きつ問もんする。

「もう一度確認するぞ。彼女は何のために来たと言っていたんだ？」

「……奪われたものを取り戻しにきたって」

「取り戻しにきたと言ったんだな？　君が他に彼女から奪ったものは？」

「ないわ。他のものなんてほしくなかった」

　そうであるなら、話は簡単だ。

　何も知らないまま声を取り戻せるのだと信じている彼女には酷こくな話だが、『入替人形』では失った声を取り戻すことなどできないと、飛鳥にわからせることでこの件は全すべて片がつく。

　だが、本当にそうなのか。

　彼女は本当に何も知らずに──『アンティーク』の能力を勘かん違ちがいして動いているのか。

　それにあの『ヴィジョン』の視みせた映像は、何を物語っているのか。

「知らないと思うか？」

「え？」

「飛鳥は、『入替人形』の能力を知らないと思うか？　それとも何か他に彼女が望むものがあるのか？」

「それは……」

　そのとき、さっき俺を事情聴取した警備員がこちらに駆かけてきた。

「ああ、こんなところにいたのか。よかった。まだ中にいるのかと思ったよ」

　どうやら関係者と観客全員が避ひ難なんしたかちゃんと確認しているらしかった。離れたところにいたからまったく気づかなかった。

「あれ？　君のお母さんは？」

　と、警備員が真理亜に尋ねる。

「え？　非常ベルが鳴ったときに責任者に確認しに行くって……」

「おかしいな。外にはいなかったが。もしかしてまだ君を探して中に……？」

　警備員が不ふ吉きつなことを言ってホールを見送った。

「君のお姉さんもお母さんを捜さがしていたんだが……」

「飛鳥あすかが？」

　真ま理り亜あが眉まゆをひそめた。

　俺おれも同じように疑念を持つ。なぜ飛鳥が母親の居場所を気にするのだろうか。今の状況を鑑かんがみて飛鳥が捜さがすとしたら、真理亜のはずだ。母親に何の用があるというのか。単に心配だったということか、真理亜が母親と一いつ緒しよにいると思ったからか……。

「……あった」

　と、真理亜が思い出したかのように、ぽつりと呟つぶやいた。

「あった？　何がだ？」

「あたしが飛鳥から奪うばったものがもう一つあった」

　それは何かと尋ねる前に、真理亜はぽつりと呟いた。

「……お母さん」
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　わかる。あたしにはわかる。

　幼い頃から、あたしたちはそれだけを目標にしてきた。

　あたしたちの望んでいたもの。

　それは芸能人になって人ひと前まえで歌を唄うたうことではない。

　それは誰よりも歌が上手うまく唄えるようになることでもない。

　ただ一つ。

　お母さんに褒ほめられること。

　芸能界でがんばったのも、歌を一生懸けん命めいに勉強したのも、全すべてはそのためだった。

　学校の勉強をがんばっても、夕飯のお手伝いをしてもお母さんは褒めてくれなかった。

　お母さんが褒めてくれるのは、歌を上手く唄い、有名になることだけだった。

　だから、歌がうまく唄えないあたしよりも、飛鳥のほうが大事にされていた。

　だから、歌が唄えなくなった飛鳥よりも、あたしのほうが大事にされた。

　ひどい母親だと思う。

　間違った愛情だと思う。

　でも、それでもあの人があたしたちの母親だった。

　母親に好かれたい。

　それは子供なら誰でも持つ感情。

　あたしにも、そして飛鳥にもある当たり前の感情。

　だからもしも飛鳥あすかの狙ねらいがあたしの声でないとするならば、飛鳥が取り戻そうとしているのはお母さんだ。

　あたししか見なくなったお母さんを取り返したいのだ。

　お母さんがいない。

　飛鳥もいない。

　きっと二人でいるはずだ。

　あたしはそこに行かなければならない。
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　真ま理り亜あが会場に向かって駆かけ出した。

「待て！」

　だが真理亜は俺おれの制止を聞かず会場に戻っていく。

「危険だ！　戻れ！」

　俺の脳のう裏りに『ヴィジョン』の映像が蘇よみがえる。

『ヴィジョン』が視みせたあの惨さん劇げきは真理亜の独唱の終わりのときだったが、彼女が会場に戻ってしまっては同じことが起きてしまう可能性がある。

　このまま真理亜を会場に向かわせるのはまずい。

　俺と咲さきは慌あわてて真理亜の後を追った。

「刻也ときや、お母さんってどういうこと？」

「たぶん母親の愛情が飛鳥から自分だけに向けられたことを言っているんだ」

　俺の中に思い出されるのは、飛鳥のことを話していたときの母親の態度。

　真理亜に見せる行き過ぎな感のある愛情。

　そして飛鳥には向けられない、足りなすぎる愛情。

　だが昔はそんなことはなかったはずだ。昔は──まだ唄うたえた頃の飛鳥だった頃には。

　歌が唄えていた頃の飛鳥は、母親に愛されていた。

　そして声を失ったと同時にそれは失われた。

　母親の愛情も、そして興味すらも。

　だから飛鳥がそれを望んだとしても不思議はない。

『入いれ替かえ人形』を使うことで声を取り戻し、歌を取り戻し、そして母親の愛情を取り戻す。

　この会場に来たのも、声を取り戻し、歌を唄う姿を母親に見せるため。

　では、あの破は壊かい映像は──？

「ちょっと待ってくれないかな？」

「！」

　警備員の制止を振り切り会場に乗り込んだ俺おれと咲さきは、ホールへと向かう通路でまた呼び止められた。

　その声に──いや、その声の主に俺は止められた。勢い余って咲が俺の背中にぶつかって止まる。

　通路に立っていたのは、飛鳥あすかと例の体育館で一いつ緒しよにいた少年だった。そしてその背に隠かくれるように、飛鳥もそこにいた。

「お前……」

「飛鳥から聞いたよ。色々嗅かぎ回っている奴やつがいるってね」

　彼が飛鳥を背にするように、俺も咲を背に守る。

　俺と同じか、少し年下に見えるその少年は一見すれば線の細い弱々しい印象を受ける。だが俺の中の警けい鐘しようが、彼は危険だと伝えていた。

「飛鳥の邪じや魔まをしないでくれないかな？」

「邪魔？　それは『入いれ替かえ人形』での声の交換を言っているのか？　だったら無む駄だだ」

「無駄、とは？」

　俺は視線を飛鳥に向ける。

「聞いてほしいことがある」

　言葉を選ぼうとし、だがそれが無意味なことだと気づき、俺は事実を突きつける。

「『入替人形』では、声を取り戻すことはできない」

　俺の言葉を、飛鳥は何の反応も見せず静かに聞いている。

「あの『入替人形』は能力を交換するものだ。だが声は能力じゃない。真ま理り亜あが君から奪ったのは声じゃない。だから真理亜と声を交換することはできない。君は歌を唄うたえるようにはならない」

　残ざん酷こくな事実を突きつける。

「真理亜に言ったらしいね。奪うばわれたものを取り戻すって。それは声なのか？　それとも母親の愛情か？　それとも両方か？　だけどもしも唄うことで母親の愛情を取り戻そうとしているのなら、それもできない」

『入替人形』を使うことで声を取り戻し、歌を取り戻し、そして母親の愛情を取り戻す。

　だが、それはできない。

『入替人形』で声を取り戻すことはできない。

　二度と唄うことのできない飛鳥は母親の愛情を取り戻すことはできないのだ。

　それでも飛鳥は信じている。

　だからこんな真似まねをしている。

　だが俺はそれを否定しなければならない。

「もう一度言う。『入替人形』では、声を取り戻すことはできない」

　でも、と俺おれは続ける。

「母親の愛情を取り戻すことはできるかもしれない。『入いれ替かえ人形』で声を取り戻せなくても、きっと何か方法はある。だからこんな真似まねはやめる……」

「はっはっはっは」

　俺の説得を遮さえぎったのは、少年の笑い声だった。

「なるほど。そういう考えに行き着いたわけだ」

　少年はひとしきり笑うと、隣となりの飛鳥あすかに向けて肩かたをすくめた。

「時間もないな。飛鳥、行っておいで。この二人がここにいるということは妹さんもホールに向かっているだろうからね」

　飛鳥は静かに頷うなずくと、会場に向かって駆かけ出した。

「おい、待て！」

「君の言葉では彼女を止められないよ。そんな見当違いの言葉ではね」

「何？」

「飛鳥は『入替人形』で声を取り戻せないことを知っている。あれは能力を交換するものであって、それ以外のものは交換できない」

「どうして……」

　それを知っているのか、なんて聞くまでもなかった。

　こいつらは同じ穴の狢むじななのだ。

「じゃあ、どうして『入替人形』を？」

「別に『入替人形』を奪うばうことは目的ではないよ。もちろんもらっていくつもりではあるけれどね」

　目的が『入替人形』じゃない？

　じゃあ、どうして飛鳥の前に現れたのか。

　と、俺の脳のう裏りに『ヴィジョン』の映像が浮かび上がる。

　照明器具の落下。そして下敷きになる真ま理り亜あ。

「真理亜さんに復ふく讐しゆうしようということ？」

『ヴィジョン』の内容を知っている咲さきがその事実を突きつける。

　少年が意味深しんに笑みを浮かべる。

　だが理由は復讐ではない。それは今、彼自身が否定したも同然だ。

「『入替人形』で声を取り戻せないことを知っているのであれば、声を失ったのも『入替人形』のせいじゃない。飛鳥が真理亜に復讐する理由はない」

「それについては違うよ。飛鳥が声を失ったのは真理亜のせいだ」

「？」

「真理亜が『入替人形』を使って歌唱力を奪ったことで、飛鳥は思い通りに唄うたえなくなってしまった。そして無理をさせられて喉のどを壊こわし、声を失った。誰のせいかと言うならば真ま理り亜あのせいで、何のせいかと言うならば間違いなく『アンティーク』のせいだよ」

　そういう、ことか。

　やはり飛鳥あすかは真理亜を恨うらんでいるのか。

「だけど、飛鳥がしようとしていることは復ふく讐しゆうではないよ。飛鳥は真理亜のことなんてもうどうでもいいと思っている。そして声を取り戻せないことだって知っているし、母親の愛情もすでに求めていない」

『入いれ替かえ人形』で声を取り戻せると思って来たわけではない。

　声を、歌を取り戻すことで母親の愛情を取り返せると思って来たわけでもない。

　声を失う原因となった真理亜に対する復讐でもない。

　では飛鳥の目的は何なんだ？

「彼女はもう新たな道を踏み出している」

　真理亜への恨みでないのなら、あの『ヴィジョン』の視みせた映像は、誰を襲おそうためのものだったんだ。

　そして──

「じゃあ、飛鳥は何を取り戻しにきたっていうんだ？」

「飛鳥が奪うばわれ、取り返そうとしたもの、それは……」

　少年が薄うすく笑い、事実を告げた。

「やっと手に入れた新たな自分の道だよ」




　　　　　　　　　◆




　ホールに飛び込むと、ステージの前にお母さんと飛鳥がいた。

　飛鳥の手には携帯電話が握にぎられている。きっと何か会話をしているのだろう。

　お母さんの顔は青ざめていた。

　何を言われたのだろうか。

　何をされたのだろうか。

『アンティーク』のことなんて、知りもしないお母さんに話をしたのだろうか。

　飛鳥が携帯電話をお母さんに向ける。

　お母さんはひっと悲鳴を上げて、携帯電話を振り払はらった。

　弾はじかれた携帯電話がステージまで上がったあたしの足元に転がってくる。

　その液晶に表示された文面が、あたしを引きつらせる。

　あたしは勘かん違ちがいをしていた。

　飛鳥がお母さんの愛情を取り戻したいと思っているだなんて。

　確かに昔の飛鳥あすかならそれがあったかもしれない。

　歌しかなかったあたしたちだった頃ならば。

　でも今は違う。

　飛鳥はもう次の新しい道を見つけている。

　歌を唄うたっていた頃なんて惜おしくもないほどに。

　歌を唄わせていたお母さんなんて興味を失えるほどに。

　そして興こう信しん所じよを使って今の生活を邪じや魔まするお母さんを憎にくめるほどに。

「（邪魔をするならお母さんでも許さない）」

　液晶画面には煌こう々こうと、決別の文字が躍おどっていた。
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　ホールに飛び込んだ俺おれが見たものは──




　ステージに立つ一人の少女、真ま理り亜あ──だが歌は唄えなかった。観客はいない。

　ステージから逃げようとする真理亜の母親──だがその顔は必死の形ぎよう相そうだった。

　間に合えと願いながら、俺はステージへと駆かける。

　刻也ときや、と叫ぶ咲さきの声ははるか後方から聞こえた。

　会場の照明はすでに落ちていた。

　それは演出ではない。

　それは停電ではない。

　非常灯とうがまるでスポットライトのようにステージ上を射さしている。

　そのスポットライトの中。

　俺は駆ける。

　ステージへと体を飛び込ませる。

　真理亜と母親。伸ばした手で二人を突き飛ばそうとし──

　ガンッと音がして、頭部に衝しよう撃げきが走った。

　一いつ瞬しゆん、視界が真まっ赤かに染まった気がした。

　飛鳥がこちらを見ていた。

　邪魔をするなと言いたげに。

　何をされたのかはわからなかったが、音からするに何か重たいものをぶち当てられたようだった。

　脳が揺れた。

　視界が揺れた。

　ぐらりと体が傾かしいだ。

　伸ばした手が、真ま理り亜あと母親のいる場所から離れていく。

　俺おれはそのまま無ぶ様ざまにステージを転がる。

　けれど確かに目の前の映像は見えていた。

　そして俺の視みた『ヴィジョン』の一部だけを切り取ったように。

　重量感のある照明器具がステージへ──真理亜と母親の上へ落下した。
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　腕うでが動かなかった。

　足が動かなかった。

　目も見えなかった。

　だから自分がどこにいるのかもわからなかった。

　おそらく病院なのだろう。独特の清潔感と薬品の臭においみたいなものが鼻についていた。

　声を出して誰かを呼んでみる。

　……よかった。声は出た。声は失わずに済すんだ。

　声が聞こえるということは耳も聞こえた。

　それだけで、あたしは心が平へい穏おんを取り戻していくのを知った。

　こんな不安な状態だというのに。

　あたしはやっぱりあのお母さんの子なんだな、なんて思ってしまう。

「気がついたみたいだね」

　と、聞き慣れない声が耳元でした。それは男の子の声だった。でもあの控ひかえ室に来た彼の声ではなかった。

　もう少し高い、それからどことなく皮肉めいた口調だ。

「僕は飛鳥あすかの友達でね。目が見えない君のために通訳をしてあげるよ」

　気配でわかる。

　そこには彼と、飛鳥の二人だけがいた。

　携帯電話の操作音が聞こえる。飛鳥が彼に何かを伝えているのだろう。

「あなたがあたしの『唄うたう能力』を奪うばったことは少し前から知っていた……僕が教えてあげたんだけどね。ああ、『僕が』からは僕の言葉だよ」

　からかいを含んだ口調で、彼が通訳らしからぬ余計な言葉を付け加える。

　だけどあたしはそれを黙だまって聞き続ける。

「あたしはあなたから唄う能力を奪い返すつもりはない。声をなくしたあたしにとって、もうその力は必要のないものだから」

　と、飛鳥あすかが枕まくら元もとに何かを置いたような音がした。

　おそらくそれはあたしと飛鳥の唄うたう能力を交換した『入いれ替かえ人形』。

「もしもまだ唄い続けるのなら、いくらでもあたしの能力を使っていいわ……以上だよ。よかったね。飛鳥のお許しが出た」

　飛鳥が部屋から出ていこうとしているのか、遠ざかる足音が聞こえた。

　と、去り際に一いつ緒しよにいた男の子がそっと耳打ちした。

「君はツイテいるね。百年に一人の逸いつ材ざいと言われた飛鳥の歌唱力を簡単に手に入れられたんだからね。

　──だから、他のものを代だい償しようとして全すべて失ったのは自じ業ごう自じ得とくだよ」

　彼はそう言い残すと、飛鳥を追って病室から去っていった。

「？」

　彼に何のことかと追及する間はなかった。

　他のものを代償として失った？

　何だろう？　何をあたしは失ってしまったというのだろう。

　怖くなって、唄ってみる。

　声は出た。

　歌も唄えた。

　それならばいいのではないか。

　腕うでが動かなくても。

　足が動かなくても。

　目が見えなくても。

　籠かごの中のカナリアは、ただ歌を唄えればそれでいい。

　ねえ、そうでしょ？　お母さん……。
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　気がついたとき、俺おれは医務室にいた。

　外傷は特になく、頭に巻かれた包ほう帯たいには一いつ滴てきの血すら滲にじんでいなかったが、重度の脳のう震しん盪とうを起こして気を失っていたようだ。

　その怪け我がと引き換えに得たものは──労ねぎらいの言葉だけだった。

　結局、誰も救うことができなかった。

　この事故については翌日の新聞にも大きく掲けい載さいされていた。

　ただの不幸な事故として。

　真実は語られていない。

　あの事故を引き起こした『アンティーク』はもちろん、あの親子の確かく執しつについても、だ。

　知っていたのは、俺おれだ。

　俺は知っていた。

　それなのに、俺にはどうすることもできなかった。

　どうすれば今回の事故を……いや、事件を防ぐことができたのだろうか。

　真ま理り亜あが『入いれ替かえ人形』で飛鳥あすかから唄うたう能力を奪うばわなければこうはならなかったのか。

　母親が声を失った飛鳥に愛情を注げばこうはならなかったのか。

　二人が『アンティーク』に出会わなければこうはならなかったのか。

　考えたところでどうしようもない。

　それはわかっている。

　それでも何もできなかった事実は動かない。

　あの後、関係者が駆かけつけたときには、あの少年も飛鳥の姿もなかったらしい。

　俺が持っていたはずの『入替人形』もなくなっていた。おそらく彼らに持っていかれたのだろう。

　意識を失った俺に付き添っていて、咲さきもどこに行ったのか気づかなかったそうだ。

　だが。

　あの二人とはまたどこかで出会いそうな気がする。

　それも最悪な形で──













　　　第二章　音







　この日常が続いていくとどこかで信じていた。

　今日は何かおもしろいことが起きないか。

　昨日きのうと何か違うことが起きないか。

　明日あしたも同じことの繰り返しなんだろうか。

　ああ、日常って退屈だ。

　……なんて平和なことを言いながら。

　この日常が続いていくとどこかで信じていた。

　信じていたんだ。

　だけど、俺おれたちの日常はとても危ういバランスの元に成り立っていた。

　もしも撤てつ回かいできるなら、俺は何度だって撤回する。

　今日は昨日と同じことが起きてほしい。

　明日も昨日と同じことが起きてほしい。

　ああ、日常って幸せだ。

　昨日は、なんて幸せだったんだ……。
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　幼い頃は歌が好きだった。

　お母さんが昔歌手を目指していたこともあり、あたしと妹は英才教育を受けた。

　子供ながらに多くの人の前で唄うたった。

　拍手をいっぱいもらった。

　それがどれほどすごいことかなんてわからなかったけれど、お母さんが喜んでくれるのが嬉うれしかった。

　唄い終わった後に、頭を撫なでてくれるのが大好きだった。

　テレビや雑誌にも出るようになった。

　いつしかあたしと妹は「カナリア」と呼ばれていた。

　でも実は知っていた。

　あたしのほうが妹よりも歌がうまいことを。

　妹よりもあたしのほうが周りの評価が高いことを。

　そして何より、お母さんがあたしのほうを認めてくれていることを。

　ソロの話があったとき、お母さんはがんばりなさいと言ってくれた。

　だからあたしはソロで唄うたうことにした。

　そして歌を唄う機会が格段に増えた。

　思うように唄えなくなったのはちょうどその頃だった。

　あたしを選んでくれた作曲家の人は、ソロの話をなしにしようと言ってきた。

　お母さんは普段の倍以上の練習をあたしに課した。

　あたしは唄い続けた。

　喉のどが痛むときがあった。

　それでもあたしは唄い続けた。

　声が少しかすれるようになった。

　それでもあたしは唄い続けた。

　高い音が出なくなった。

　それでもあたしは唄い続けた。

　喉の痛みがひどくなった。

　それでもあたしは唄い続けた。

　喉から血を吐はいた。

　それでもあたしは唄い続けた。

　声が出なくなった。

　それでもあたしは唄い続けた。

　声も出ないのに、唄い続けた。

　それはもう歌ではなかった。

　あたしは唄い続けることができなくなった。

　そんなあたしの代わりに妹が唄った。

　あたしと似た声と近い実力を持つ彼女は、あたしのいた場所にすとんと収まった。

　まるであたしなんかいなかったかのように。

　まるであたしなんかいらなかったかのように。

　あたしで失敗したことを教訓に、妹はとても大事に育てられた。

　妹に多くの愛情が向けられる分、あたしに向けられる愛情は残っていなかった。

　声をなくしたあたしの居場所はなくなった。

　歌をなくしたカナリアに居場所はなかった。




　それは妹のコンサートの前日だった。

　あたしの誕生日でもあった。

　車の渋じゆう滞たいで前泊するホテル入りが遅くなったこともあり、お母さんは妹の体調を気にして付きっ切りだった。

　まるであたしの誕生日なんて存在していないかのように。

　忘れられたのか、覚えてすらいなかったのか、おめでとうの一言ももらえないままに、時間は過ぎていった。

　そして夜中の十二時。

　あたしの誕生日が終わったそのとき。あたしはホテルを抜け出した。

　子供心の反抗だったのかもしれない。

　ただ寂しかっただけなのかもしれない。

　見つけてほしかっただけなのかもしれない。

　行き先もないまま、深夜の街を駆かけ抜けた。

　こんな時間にどうしたのと声を掛けてくれる人もいた。

　でもあたしはそれがとても怖くて、ひたすらに逃げた。

　怖くて逃げているのに、あたしはどんどん町の奥に入っていった。

　見つけたのは小ぢんまりとした店だった。

　無我夢中だったから、そこがどんなところかはよく覚えていない。

　でも怖かったあたしは、なぜかそこだけは怖いと思わずに、店の中に飛び込んだ。

　不思議な店だった。

　得体の知れないものが並んでいた。けれどそこは怖くなかった。なぜなら楽器が並んでいたからだ。

　古い絵や高価そうな食器などが並ぶ中、あたしの目を引いたのは楽器だった。バイオリンやフルートなどがあった。

　あたしの目は数々の楽器にひきつけられていた。

「いらっしゃい」

　声を掛けられ、あたしは振り返った。

　その人は怖くなかった。不思議な感じだったけれど、怖くはなかった。顔はよく覚えていないけれど、とても綺麗きれいな人だったような気がする。

「楽器に興味があるの？」

　その綺麗な人は聞いてきたけれど、あたしは答えられなかった。

　なぜならあたしはすでに声を失っていたからだ。

「…………」

　その綺麗な人はあたしの前に目線を合わせるようにしゃがみ込むと、じっとあたしのことを見つめた。

「そう。声が出ないのね」

　どうしてわかったのだろう。

　喋しやべらないからそう思っただけなのだろうか。

　でも違うと思った。

　この人は全すべてわかっているのだと、なぜだかそう思った。

　あたしはポケットから携帯電話を取り出した。喋れないけれど、会話をする方法はある。あたしはコミュニケーションを取るのにいつも携帯電話を使っていた。必要があればそこに文字を打ち出すのだ。

　と、あたしはお母さんからメールが来ていたことに気づいた。

　ついさっきだ。

　あたしはメールを読んだ。

「どこにいるの？　早く戻ってきなさい」

　お母さんはあたしがいないことに気づいたのだ。心配してくれたのだ。誕生日を祝うような文面ではなかったけれど、飛び出してきたときのあの嫌いやな気持ちはなくなっていた。

　あたしは返事をしようとしたけれど、この店は圏外だった。

　と、綺麗きれいな人があたしに待つように言った。しばらくすると、三本のアンテナが立った。不思議な光景だったけれど、あたしは気にせずにお母さんにメールを返信した。

「いまどこにいるかわからないの。迎えに来て」

　しばらくすると、ホテルの名前を警察かタクシーの運転手に伝えて戻ってくるように返事が来た。

　お母さんは迎えには来てくれなかった。

　どうして、と返事をした。

　妹を一人にしておくわけにはいかないと、返事があった。

　予想通りの答えだった。

　どこか知らない場所にいるあたしよりも、ホテルにいる妹のほうを心配しているのだ。

　お母さんは確かにあたしを心配してくれた。

　妹の次に。

　あたしは携帯電話の電源を切った。

　哀かなしくはなかった。

　泣きたくなったわけでもなかった。

　でもその女の人に頭を撫なでられて、涙なみだがこぼれた。

　それは哀しいからではなかった。

　たぶん悔くやしかったのだと思う。

　何に対してなのかはわからない。

　お母さんに対してなのか、妹に対してなのか、それとも自分に対してなのか。

　ただとても悔くやしかった。

　何かを壊こわしたかった。

　自分の壊れてしまった声のように、全すべてを壊してしまいたかった。

「それがあなたの望みなの？」

　その女の人が聞いてきた。

　それ、があたしの心の内で思ったことだとすぐにわかった。

　この人はあたしの気持ちがわかるのだ。

　あたしの望みはまた唄うたえるようになることだった。

　ついさっきまでは。

　ずっと、唄えなくなってしまったあのときからずっとあたしの中にあった望みだった。

　でもそれは今、塗り替えられた。

　たった今、塗り替えられてしまった。

「そう」

　彼女はそう言うと、あたしに楽器を手渡した。

　それは見たことがない楽器だった。何に近いかといえば笛ふえだった。小さなあたしの手でも持てるような大きさで、でもどこかごつごつとしていて綺麗きれいなものではなかった。

　今のあたしにぴったりだと思った。

　そして彼女はこう言った。

「その音があなたの望みを叶かなえてくれるわ」

　確かにこの笛──『音おと霊だま』はあたしの望みを叶えてくれた。

　彼にも出会わせてくれた。

　そして声を失ったあたしに新しい道を示してくれた。

　けれど──

　今になって思う。

　もしもあのとき、お母さんからのメールを見ていなければ。

　あるいはお母さんが迎えに来てくれていたならば。

　あたしの手には別の『アンティーク』があったのだろうか。

　そうすれば。

　お母さんに手をかけることはなかったのだろうか──




「どうやら僕の予想は正しかったようだね？　飛鳥あすかもそう思うだろ？」

　問いかけられて我に返る。

　そこは一人暮らしをしている駿しゆんのマンションの一室。

　パソコンの画面には先日起きた「コンサート会場照明落下事故」の記事。会場の運営に問題がなかったかなど話題となっていた。

「（なに？）」

　あたしは立ち上がっていたパソコンのテキストエディタを駿しゆんに見せる。

「聞いてなかったのかい？」

　駿は軽く肩かたをすくめて、もう一度説明してくれた。

「あの二人組のことだよ」




　三週間前、ここでした会話を思い出す。

　あの高校の体育館から帰った次の日、駿はある二人組のことを気にしていた。手に入れた幸運を呼ぶ『アンティーク』のことよりも。

「これを見てごらん」

　駿はテーブルの上に『フォーチュン』のバングルを二つ置き、それとは別に手首に巻いていたチェーンを解いて、その先せん端たんにある三角錐すいの石をかざした。

『ダウジング』──あるものが近くに存在すると反応を見せる『アンティーク』。あるものとはもちろん『アンティーク』のことだ。

　あたしたちはこの『ダウジング』を使って、ある『アンティーク』を探している。

『ダウジング』は二つのバングルの上でゆらゆらと揺れて円を描く。『ダウジング』が反応をしている証しよう拠こだ。

「（それがどうかしたの？）」

「先週、これを手に入れたときと動きが違うんだ」

　駿はあたしの『音おと霊だま』を指差して、テーブルの上に置くように言った。あたしはそれに従う。すると『ダウジング』はひときわ大きな動きを見せる。
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『ダウジング』は『アンティーク』の数に比例して動きが活発になる、ということは駿からすでに聞いている。

「先週はこれよりも動きが大きかった」

　あの場にはあたしたちが持っている『アンティーク』の他に、『フォーチュン』という『アンティーク』が二つあった。

　けれど、そのときの『ダウジング』はさらに大きな動きを見せていたという。

　つまり──

「（他にも『アンティーク』があったということ？）」

「そういうこと」

　駿は『ダウジング』をしまい、椅い子すから立ち上がる。

「迂う闊かつだったな。そんなに何個も『アンティーク』があるとは思っていなかった」

「（駿はあの二人が『アンティーク』を持っていたと思うわけ？）」

「あのとき体育館のガラスを割っただろう？」

「（ええ）」

「それを完かん璧ぺきに逃れたのは僕たちと、『フォーチュン』を持っていたあの姉妹、そしてあの場に居合わせた二人だけだ。うち二組が『アンティーク』を持っていて無事だった。もう一組が『アンティーク』を持っていたとしても不思議はないだろう？」




　そして、昨日きのう。

　別の目的でコンサート会場を訪れていたあたしたちは、偶ぐう然ぜんその二人組と出くわすことになった。駿しゆんは興味本位か保護者感覚であたしについてきていただけだったけれど、その収穫にほくそえむ。

　だからこそ、

「どうやら僕の予想は正しかったようだね？　飛鳥あすかもそう思うだろ？」

　と言ったのだ。

「体育館でのガラス片の回かい避ひ。それにあのコンサート会場で、照明器具を落とす前に非常ベルを押した行為。あの人たちは『アンティーク』を持っていると考えられないかな？」

　駿は彼らが『アンティーク』の所持者だと予想していた。

「（でもそれならあの場で追及したほうがよかったんじゃないの？）」

　彼らがどこの誰かなんてあたしたちは知らない。

　けれど、駿しゆんはポケットから二枚の紙を出してひらひらとさせた。あたしはそれを受け取り、内容を読む。

　それは例のコンサートの入場時に書くチケット引き換え用紙だった。そこには男女の氏名と住所が記き載さいされている。

　どうやって手に入れてきたのか知らないけれど、抜け目がない。

　それほどまでに駿は彼らに確信を持っているようだ。

「（駿はどんな『アンティーク』を持っていたと思うの？）」

　聞くだけ無意味だったかもしれない。

　駿が興味を示しているのだから、その答えははっきりしている。

　駿はあの二人が自身の望む『アンティーク』を持っていると思っている。

　それを証明するかのように。

　駿が静かに口の端はを吊つり上げ、笑みを形作った。

「未来を予見する『アンティーク』──」




　　　　　　　　　◆




「『アンティーク』を集めている奴やつがその場にいた、か」

　昨日きのうは電話で状況だけを伝えて家に帰り、今日改めて報告をしたわけだが、さすがに都と和わ子こさんも渋しぶい表情をした。

　以前、幸運の『アンティーク』に関わったときに、都和子さんに話をしていた。そのときはそういう人間もいるだろうということで話は終わっていた。

　俺おれもそのときはそれほど注視をしてはいなかった。

　確かに『アンティーク』を知る人間は少ない。それに関わった人間ですら、『アンティーク』というものが何なのかわかっていなかったり、その呼称を知らなかったりすることがざらだ。中には関わったことにすら気づかない人間もいる。

　ただそういう人間ばかりというわけではない。俺たちや都和子さんがいい例だ。

　だから、『アンティーク』というものをきちんと認識しており、それを手に入れようとしている人間がいるというのは珍めずらしいことであっても、ありえない話ではなかった。

　だが、そこへ来て今回の事件である。

　同じ人物による『アンティーク』の事故。

　そしてそこに関わってしまった俺たち。

　注視しないではいられない。

「コンサート会場の照明器具を落下させてしまう『アンティーク』か」

「あと体育館の天てん井じようのガラスも、です」

　体育館の天井のガラスが降り注いだ光景が改めて目に浮かぶ。

　あの無数のガラス片の雨の中、彼らは笑みを浮かべてそれを避さけていた。彼らが何かの『アンティーク』を使ってあれを起こしたと考えても不思議ではない。いや、まず間違いないだろう。

「たまたま……とは楽観すぎるか」

「と、思います」

　だが、彼らの目的は何なのだろう。

　単に『アンティーク』を集めているだけだろうか、それともそれらを使って何かをしようとしているのか。

　もしも『アンティーク』の力に魅みせられ、暴走しているのであれば彼らにとって危険であり、また手に入れた『アンティーク』の力を私利私欲で使っているのであれば他者にとっても危険である。

　これまでも俺おれは数多くの『アンティーク』を、そしてその『アンティーク』に翻ほん弄ろうされてしまった人たちを見てきた。

　ただあの体育館での様さまを見る限り、彼らは『アンティーク』に振り回されているというよりも、その能力を使いこなしているようにも見えた。

「多少は警けい戒かいしたほうがいいかもしれないな。もしかしたらお前の持つ『アンティーク』も狙ねらわれるかもしれない」

「え？」

「お前が向こうに気づいているように、向こうもお前に気づいている可能性はある」

　確かに、否定できない。

　俺と咲さきは体育館から降り注ぐガラス片から逃げ切った。そして昨日きのうのコンサート会場の件もそうだ。この二度を偶ぐう然ぜんや幸運で片付けてくれるとは限らない。

　ましてや俺は『ヴィジョン』でその危機を乗り越えた。偶然や幸運ではなかったのだから、なおさらだ。

　少なくとも俺たちが『アンティーク』について知っていることは知られている。

　彼らが『アンティーク』を集めていると言ったのは俺自身だ。

　これまでは気づかれなかったのかもしれないが、もしも俺が『アンティーク』を所持していると彼らが気づいていたら、どうなっていたのだろうか。

「警戒、か……」

　彼らに俺がどこの誰かがわかるような情報はないはずだ。制服を着ていたわけでもないから、学校を特定されることもない。

　唯一、顔を見られ、会話を交わしていることくらいが心配の種たねだ。

　と、そこではたと気づく。

　なぜ俺おれは彼らに出会うことを恐れているのだろう。

　そう。俺は彼らに会わないでいられたらと考えている。

　これまでは『アンティーク』に身を滅ぼされそうな人を見れば、それを助けようと思っていた。

　それなのに今回は違った。

　それは単に彼らが『アンティーク』に振り回されているのではなく、利用しているように見えたからだろうか。

　それとも『ヴィジョン』で視みせられる未来のように、俺の中で何か不ふ吉きつな未来を無意識のうちに感じているからだろうか。

「それじゃ、行ってきます」

　と、シリアスな会話を展開している俺と都と和わ子こさんの前を、黒のエコバッグを持った咲さきが素通りした。

「おお、いってらっしゃい……って、ちょっと待て！」

　俺が呼び止めると、咲がいつもどおりの無表情で「何？」と振り向いた。

「何じゃないだろ。どこ行くんだ！」

「買い物よ」

「どうして！」

「卵が切れたから」

「そうじゃなくって！」

「牛乳が切れたことを言ってるの？」

「そうじゃない。何でこのタイミングで買い物に行くんだって聞いてるんだ」

「タイムサービスだからよ」

「そんなこと関係ないだろ！」

「タイムサービス以外で買えと言うの？　どこにそんな余よ裕ゆうがあると言うの？」

「だからそういうことじゃない！　危険だって言ってるんだ」

「確かにタイムサービスは主婦たちの戦争よ。危険は百も承知。でもわたしだって、これまで幾多のタイムサービスを潜くぐり抜けてきたわ。みすみす負けたりはしない」

　タイムサービスで主婦たちに混ざって一パック四十九円の卵を手に入れる咲はなかなか想像できないが、そんなことを考えている場合ではない。

「だからそういうことじゃなくて。何度も言うように、昨日きのうの今日で危険かもしれないって言ってるのに、何でわざわざ買い物に出かけるんだって聞いてるんだ」

「だから何度も言うように卵と牛乳が切れてタイムサービスの時間だからよ」

「……もういい」

　咲さきの危機管理能力なんかに期待した俺おれが阿あ呆ほだった。

「ちょっと待ってろ」

　俺は一度奥に引っ込んで、鞄かばんに入れたままだった財布さいふと携帯電話を持ってきた。

「俺も買い物に行くよ」




　……す、凄すさまじい戦いだった。侮あなどりがたし、タイムサービス。

　しかもその中をいつもの無表情で卵を二パックも買った咲は、輪をかけて恐るべし。

　ぎゃーぎゃー騒さわぎながら押し合いへし合い店員の差し出す卵に手を伸ばす主婦の中にあって、無表情かつ無言で手を伸ばす咲には独特のオーラと迫力があり、店員も自ら卵を渡さざるを得なかったのだろう。

「い、いつもこんなことしてるのか？」

「ええ。言ったでしょう。戦争だって」

　タイムサービスの卵と他にももろもろ目的のものを手に入れ、スーパーを後にする咲は心なしか誇ほこらしげだった。

「お前、立派な主婦になるよ」

　珍めずらしく咲が少し驚いたように俺を見る。

「どうかしたか？」

「……別に何でもないわ」

　咲はそう言うと、なぜかレシートを取り出して今さらながらにお釣つりを計算し始めた。

　えー、まさかとは思うが、その過か剰じよう反応はそういうことか？

「……別に深い意味はないぞ」

「深い意味ってなに？」

「いや、だからお前が考えるような意味じゃなくてだな……」

「わたしは何も考えていないわ」

　咲は澄すましてかぶりを振っているが、見ているレシートはお約束どおり逆さまだ。

「…………」

「…………」

　何か微び妙みような空気になり、俺たちはお互い黙だまってしまった。

　会話もないまま路地を歩いていると、カランカランという音がした。缶かんが転がってきたような音だった。

「ん？」

　足元に違和感。気づいたときには視界が空転。

　俺は見事に缶を踏んでしまい、足を滑すべらせてひっくり返っていた。

「痛ぇ……」

　かろうじて手をついたが、それでも腰こしをしたたかに打ち、俺おれは呻うめく。

「だいじょうぶ？」

「卵はな」

　咄嗟とつさに手に持っていたスーパーの袋の中の卵を守ったのは褒ほめてほしい。

「誰だ、くそっ」

　缶かんを捨てた奴やつがいるのかと思って辺りを見回したが、そこには誰もいなかった。

　風でも吹いて転がってきたのだろうか。まったくついてない。

　そういえば、スーパーでもついていなかった。

　ガラッと何かが崩くずれる音がしたかと思ったら、積まれていた缶かん詰づめが崩れてきて頭に当たったり、ガシャンと何かが倒れる音がしたかと思ったら、店内にモップをかけていた人がバケツをひっくり返して靴くつを濡ぬらされたり、ブチッと何かが千ち切ぎれるような音がしたかと思ったら、店内のセール中の垂たれ幕まくが落ちてきたり。

　タイムセールスの卵を買えた代だい償しようなのだろうか。咄嗟に守ったが何とも憎にくらしい卵だ。

「卵の心配なんてしてないわよ」

　咲さきは俺に右手を差し伸べた。

　俺はその右手を、袋を持っていない左手で取って立ち上がる。

　俺が立ち上がるのを見計らって、咲は握にぎっていた手を緩ゆるめた。

　俺の手も同じように緩み、この手はそのまま離れる、はずだった。

「…………」

　けれど、俺はそのまま手を離さなかった。

「？」

　咲が問いかけるように俺を見たのが、横目で感じられた。だが俺はあえて目を合わさず、知らん顔をしてそのまま歩き出した。

　当然の結果として。

　俺たちはまるで手を繫つないでいるかのように並んで歩いた。──ようにも何も、そのままだが。

　いつもならこんなことはしない。

　ではなぜかと言われれば、何となくとしか答えられない。深い意味も思い切りも決意も何もなく、本当に何となくだった。

　ただそれが自然なことのようで。あるいは手を離すことがとても難しいことのようで。

　もしも都と和わ子こさんに見られたら、コンサートホールで頭の打ち所が悪かったのだとでも言っておこう。

　そして咲は文もん句くも言わず、黙だまってついてくる。

　ちらりと横目で盗ぬすみ見る。

　咲は相も変わらぬ無表情。

　ただ。

　いつもよりほんの少しだけ俯うつむき加減で。

　いつもよりほんの少しだけ耳が赤い。

　──と思うのは、俺おれの気のせいだろうか。




　　　　　　　　　◆




　これまで四度、試してみた。

　一度目は缶かん詰づめの山を崩くずしてぶつかるように仕向けた。

　二度目はバケツをひっくり返して、水が掛かるように仕向けた。

　三度目は紐ひもを切って、垂たれ幕まくが落ちるように仕向けた。

　四度目は空あき缶を転がして、踏んで転ぶように仕向けた。

　そのどれもに見事に引っかかった。

　あまりにもあっさりと、何が起こるかなんてまったくわかっていなかったかのように。

　あのとき、体育館から降り注ぐガラス片の雨を二人は逃れた。

　あのとき、ステージの照明器具の落下というあたしたちの計画を知ってか知らずか、事前に非常ベルを押した。

　どちらも考えて避さけることなど不可能なあの状況で逃れたことから、何が起こるかを予知しているというのが駿しゆんの考えだった。

　けれど、今はそうはならなかった。

　あれはただの偶ぐう然ぜんだったのだろうか。

　考えすぎだったのだろうか。

　ただ『アンティーク』を持っていることは確実だ。『ダウジング』は確かに反応している。

　でもあたしたちの求めている『アンティーク』は持っていないのかもしれない。

　未来を予知する『アンティーク』は。

　あと一度試して、こちらの望む結果が得られなかったなら、ひとまず駿の元に帰ろう。彼らの『アンティーク』を奪うばうのは今でなくてもいい。

　二人は少し大きめの通りに出て、並んで歩いている。

　その少し先にあるビルを見上げる。

　その三階建てのビルではちょうど窓ガラスの付け替えをしていた。

　ちょうどいい。先日の再現だ。

　少し怪け我がをしてしまうかもしれないけれど、細かく砕くだけば死ぬことはないだろう。

　あたしは二人から少し離れた位置で『音おと霊だま』を構えた。

　穴を指で押さえ、先せん端たんに口を当て、息を吹き込む。




　──ガシャン。




　窓ガラスが割れる音が響ひびき、砕くだけ散ったガラス片が二人の頭上に降り注いだ。




　　　　　　　　　◆




　そのとき、俺おれの脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　視界の上のほうにきらきらとした光が輝くのを感じた。

　見上げる。

　視界に広がる無数の煌きらめき──ガラス片。

　その中にひときわ大きな三角形をしたガラス片が落ちてきた。

　そのガラス片は刃物の切っ先のように、鋭い先せん端たんを下に向けて、落下してくる。

　その行く手には、何も気づかない咲さきがいた。

　ガラス片はまるで計ったかのように、咲の真っ白な首筋に──




　窓ガラスが割れる音が響き渡った。

「咲！」

『ヴィジョン』の視みせる死の未来の映像から我に返った俺は、頭上を確認するよりも前に咄嗟とつさにつないでいた手を引いた。

　咲は引っぱり込まれるかのように俺の腕うでの中に身を預ける。

　そのまま俺は咲を抱だきかかえるようにして後ろに倒れた。

　カシャーン……。

　甲かん高だかい音と共に大きなガラスは四散し、その後を追うように細かなガラスの欠片かけらが地面を跳はねた。

「だいじょうぶですかー！」

　ビルの上のほうから業者らしき人が慌あわてた声を上げる。

　俺は腕の中にいる咲を見る。

「だいじょうぶか？」

「ええ」

　危なかった。もしも手を繫つないでいなかったら、間に合わなかったかもしれない。

　虫の知らせというやつだろうか。

　何となく手を繫いだ自分を褒ほめてやりたかった。




　　　　　　　　　◆




　確信した。

　彼は未来を予見する『アンティーク』を持っている。

　彼はガラスが砕くだけた瞬しゆん間かん、つまり降り注ぐガラス片が視界に入る前に動いていた。

　いえ、それどころかガラス片なんてまともに見ていなかった。

　視線を上げることなく、咄嗟とつさに身を引いていた。

　もちろん音で気づいたという可能性も残っている。

　けれど、すでに疑わしい人物がそれなりの行動を取ったのだ。

　推定が確信に変わっても問題はない。

　あとは事実を確認するだけだ。

　彼が未来を予見する『アンティーク』を持っているかどうかを。

　ただ少なくとも、全すべての未来を予見するというわけではないらしい。

　危険度に左右されるのか。

　あるいは偶ぐう発はつ的てきなものなのか。

　その辺りも含め、探ってみる必要がある。

　確認する手立てはいくらでも残っている。

　あたしは未来を予見する『アンティーク』が手に入る喜びに震ふるえた。

　……いいえ、それを手に入れた駿しゆんが喜ぶ姿を想像して、喜びに震えた。

　そのためにあたしはいる。

　彼はあたしを必要としてくれた。

　歌を唄うたえなくなったあたしを、ただ一人だけ。

　だからあたしも彼のために生きる。それがあたしの望み。

　妹を捨てて、母を殺して、それでも守ったあたしにとっての新しい居場所。

　ここにしかあたしの居場所はない。

　そう。駿の隣となりにしか。

　待っててね、駿。

　きっと持って帰るから。

　きっとあなたに未来を見せてあげるから。




　　　　　　　　　◆




　一歩間違えば致命傷となり得る窓ガラスの落下。

　俺おれは周囲を見渡した。見知った顔は近くにはない。

　が、偶ぐう然ぜんと片付けるには少々楽観すぎか。

　やはり俺たちは狙ねらわれている。一いつ緒しよに来てよかった。

「刻也ときや？」

「行くぞ」

　俺は咲さきの手を引いて、帰き途とを急ぐ。だがもしもつけられているのなら、このまま付つく喪も堂どうに帰っていいものだろうか。

　あそこを知られたら、俺たちに逃げ場はなくなる。

　あるいはもうそこも突き止められているのだろうか。

　だがもしもあいつらとやり合うにしても、少なくとも咲だけは帰さなくては……。




　そのとき、俺の脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　歩道橋の階段を登る途と中ちゆう、すれ違った通行人にぶつかられた。

　俺は二、三歩よろけて歩道橋の手すりに背中をぶつけた。

　と、手すりにぶつかったはずの俺の体ががくんとバランスを崩くずした。

　ちょうど俺がぶつかって体重を預けていた手すりの一部が、錆さびていたのか、ミシッと音を立てて折れてしまったのだ。

　バランスを崩し、仰のけ反ぞった俺の上半身がそのまま空中に投げ出され──




　歩道橋の階段を登る途中で俺は我に返る。

「刻也？」

　手を繫つないでいたため、立ち止まった俺に引っ張られるように咲が振り返る。

　我に返った俺は咄嗟とつさに辺りを見回すが、すれ違う通行人はいなかった。

　念のために手すりに力を込めて触さわってみるが、別に折れたりはしなかった。別の歩道橋なのだろうか。けれど、付喪堂に帰るのに他の歩道橋を渡ることはない。

『ヴィジョン』が視みえたような気がしたが、気のせいだったのだろうか。

「どうかした？」

「いや、何でもない」

　少し気にはなったが、俺は歩道橋を登りきった。

　歩道橋を通り、向かい側の道へ渡り終える。




　そのとき、俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　咄嗟とつさに頭上を見上げると、大きなコンクリート塊かいが空から降ってきていた。

　横にある四階建てのビルの壁の一部が剝はがれ落ちたのだ。

　俺おれは咄嗟に前に出した足で地面を蹴けり、一歩後ろに下がった。

　だが間に合わない。

　コンクリート塊は俺の頭に──




　我に返った俺は咄嗟に頭上を向く。

　が、頭上には空が見えるだけで落下してくるコンクリート塊なんて見えやしなかった。たった今、『ヴィジョン』で視みえたのは、頭に直ちよく撃げきしたらただではすまなさそうな大きな塊かたまりだったのだが。

　隣となりの四階建てのビルも何事もなくそこに屹きつ立りつしている。壁が剝がれそうな雰ふん囲い気きは特にない。

「どうかした？」

「いや、いい天気だなと思ってね」

「は？」

　今の『ヴィジョン』は何だったのか。

　この状況、そしてタイミングであれば、例の少年か飛鳥あすかの攻こう撃げきと思わないでもない。

　だが歩道橋の手すりやビルの壁が壊こわれたりする未来は実際には起きなかった。

『ヴィジョン』の未来も周囲の状況までは絶対同じというわけではないのか。あるいは似たような場所で、別のタイミングで起きるということか。

「刻也ときや」

　咲さきが俺を呼んだ。道の向こうから自転車が向かってきているのを知らせるためだった。

　俺は思考を中断し、道の端はしに寄ろうとし──

　その自転車を運転しているツインテールの女子高生を、なぜだか凝ぎよう視ししてしまった。

「何を見ているの？」

　近づいてきた女子高生を目で追うように見ている俺に、咲は怪訝けげんな顔をして俺の袖そでを引っ張る。

「え？　いや、どこかで見たような気がしてさ」

　咄嗟に口にした噓うそに、自分で気づかされる。

　どこかで会った？

　自分で口にしておいて何だが、言われてみれば本当にどこかで会ったことがあるような気が……。

　だが俺の思いとは裏うら腹はらにその女子高生は俺に気づくこともなく、素通りしていった。

　気のせい、か。

「刻也の学校の人？」

「いや、そうじゃない……」

「ふーん。随ずい分ぶん、女子中高生に知り合いが多いのね」

　咲さきが引っ張っていた俺おれの袖そでを離し、前に歩き出す。

「ん？」

　意味がわからないが、何やら咲を不ふ機き嫌げんにさせてしまったようだ。はて。何でだろう。

「おい、待てよ」

　俺が咲の後を追おうとした──




　そのとき、俺の脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　トラックが片輪走行をして、こっちに向かってきていた。

　トラックはそのまま派は手でに横転し、横滑すべりしてガードレールにぶつかる。

　その衝しよう撃げきで後ろのコンテナの扉とびらが開いた。

　開いた扉からは得体の知れない赤い物が雪崩なだれのように流れてきて、俺を飲み込んだ。




　パンッと何かが破は裂れつするような音が辺りに響ひびき、我に返る。

　次の瞬しゆん間かん、背後から急ブレーキの音が聞こえた。

　今度は起きた。

　弾はじかれたように音のしたほうを見ると、ワゴン車が片輪走行をして斜めにこっちに向かってきていた。

　だが『ヴィジョン』から我に返ってからの時間が短すぎた。

　俺と咲は逃れることもできず、ワゴン車の暴走に巻き込まれた。




　　　　　　　　　◆




　あたしは次の狙ねらいを定める。

　次は何を起こすべきか。

　また窓ガラスを割るといった形では意味がない。

　すでに一度起こしたことを繰り返しては意味が半減する。

　相手が予想できては意味がない。警けい戒かいされていては意味がない。

　予想する能力を見たいわけではない。予知する能力が見たいのだ。

　何が起きるか想定できていないからこそ、それを判断することができる。

　これまでの状況を鑑かんがみれば、身の危険が大きいほうが予知の能力が働くように見えた。

　もう一度試すならば、やはり危険度の大きいほうがいいかもしれない。

　あたしは周囲を見回す。

　ここは大通りに面した歩道。利用するものは数多くある。

　と、大きなワゴン車が明らかな違反のスピードでこちらに向かってきていた。

　利用するにはちょうどいい。

　あたしは『音おと霊だま』を口にくわえる。

　次の瞬しゆん間かん。

　パンッと弾はじける音がし、ワゴン車のタイヤが破は裂れつした。




　　　　　　　　　◆




　……危なかった。

　ワゴン車が急ハンドルを切ってくれなければ、今頃俺おれと咲さきは二人とも撥はねられていたことだろう。

　ワゴン車はそのまま近くの店に突っ込んでしまったが、運転手や店にいた人たちは無事だろうか。

　──ワゴン車？

　俺はその違和感に気づく。

　俺が視みた『ヴィジョン』の映像で、事故を起こしたのはトラックではなかったか。

　確かに目の前ではトラックとワゴン車の違いはあれど、『ヴィジョン』で視た未来と同じ光景が目の前に展開されていた。

『ヴィジョン』が視えたからこそ、目の前の事故を回かい避ひすることができた。

　だが釈しやく然ぜんとしないものが残る。

　さっきの歩道橋やビルの壁もそうだ。

　確かに『ヴィジョン』の視せる未来が百パーセント起こるとは限らない。

　ただそれは俺がその未来に起きる事象を回避した場合、だ。

　何もしてないのに何も起きなかったり、『ヴィジョン』の映像と似たようなことが起きるというのはどういうことなのだろうか。

　こんなことは今までなかったような気がする。

　この差異は何を表すのか。

　いつもと違う『ヴィジョン』に、俺は戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「平気？」

　咲が駆かけ寄ってきて俺に手を差し出す。だいじょうぶだと返事をして、俺は立ち上がり──




　そのとき、俺の脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　目の前には店に突っ込んだトラック。

　コンテナから飛び出した大量の赤い花が道路に散らばっている。

　そして地面にへたり込んでいる数人の少年少女たち。

　咲さきの手を借り、立ち上がろうとした俺おれ。

　そして──

　コンマ何秒、いや、それにも満たない時間に起きた空気の変質。

　後に続く爆ばく発はつ。

　トラックが引き起こした小爆発によって吹き飛んだトラックの部品らしきものが弾だん丸がんとなって、俺たちを貫いた。




「！」

　目の前にいた咲を押し倒して体の下に隠かくし、叫んだ。

「離れろ！　爆発するぞ！」




　────…………。




　だがワゴン車は爆発することなく、からからとタイヤを空から回りさせる音だけを周囲に響ひびかせていた。

「刻也ときや……」

「あ、ああ。すまん」

　俺は咲の上からどいた。

　爆発する『ヴィジョン』が視みえたが、そうはならなかったようだ。

　確かに爆発なんて起きないに越したことはない。

　だが今回は油断できない。

　爆発の危険はまだ残っている。

　俺は咲を連れて周囲の人と同じように離れようとしたが、一人だけ事故に巻き込まれ、倒れている少女がいた。

　俺は地面に倒れている彼女に向かって歩き出した。

「だいじょう……」

　声を掛ける途と中ちゆうで、俺は言葉を失った。

　その少女に見覚えがあったからだ。彼女のほうも俺に気づき、声には出さずとも驚きの色を顔に浮かべた。

　その少女は、例の『アンティーク』を探している二人組の一人の少女のほうだった。

「飛鳥あすか、だな？」

　俺おれは逃がさないようにその少女の腕うでを摑つかまえた。

「これはお前の仕し業わざか？」

　飛鳥は何も答えようとはしなかった。声が出ないなんて言い訳をさせるつもりはない。

「ちょっと来い」

　事故の影響で今度は野や次じ馬うまが集まりつつあるので、俺は飛鳥を立たせようとした。

　だが彼女は無事なほうの手を口元に持っていった。

　その手には奇き怪かいな形をした笛ふえのようなものがあった。

　飛鳥が笛を吹き鳴らす。

　バチッと電気が弾はじけるような音がし、飛鳥の手を摑んでいた俺の手にも電気が走ったかのような痛みが走った。

　痛みと驚きの反射で、俺の手が飛鳥から離れる。

　飛鳥はその隙すきを見逃さず、その場から逃げ出した。

　後を追おうとしたが、飛鳥は人込みの中に潜もぐり込んでしまい、すぐに姿を見失ってしまった。

　俺は痛みの残る右手を凝ぎよう視しした。

　怪け我がはない。電気が走るような衝しよう撃げきと痛みがあったが、焦こげた痕あともない。少し赤くなっている程度だ。

　だが紛まぎれもなく、あれは彼女の攻こう撃げきだった。

　思い返してみれば、東とう條じようさんの学校の体育館でも彼女は笛を吹いていた。あの笛が『アンティーク』であり、彼女の武器なのだろう。

　今日起きている様々なことは──例えばガラスが割れたことや、トラックのタイヤのパンクもそうなのかもしれない──、あの笛で彼女が起こしたと見るべきか。

　改めて逃がしてしまったことに舌した打うちしつつ元の場所へ戻ると、咲さきが心配そうな顔で俺を見ていた。

　咲を連れて野次馬から離れつつ、俺は事情を説明した。

「咲、いったん店に帰れ」

「え？」

「これまでの出来事はあいつの仕業みたいだ」

「これまで……というと今のも？」

「ああ、他にもな」

　ある程度予測していながら心配をかけまいとごまかしてきたが、ここらが限界だろう。

「憶おく測そくだけど、音の衝撃波か何かによる攻撃が可能な『アンティーク』みたいだ」

　そうであるならば、今日、窓ガラスを壊こわしたことやタイヤをパンクさせたこと、そして俺の手に痛みを走らせたことの説明がつく。

　他にも体育館での天てん井じようガラスの破は壊かい、市民ホールの照明器具の落下も可能だ。

「刻也ときやはどうするの？」

「逃げた方向はわかってる。後を追ってみる」

　噓うそだった。誘おびき出すのが狙ねらいだった。

　向こうの狙いが『アンティーク』である以上、一度逃げたとしてもまた俺おれに狙いを定めてくるだろう。そうであるならば咲さきが俺と一いつ緒しよにいるのは危険だ。

　ましてや付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんなんて、『アンティーク』の保管庫みたいな場所までつけてこられるわけにはいかない。

「危険よ」

　そんな俺の胸中をわかってか、咲が俺を止めようとする。

「このまま野放しにしたらもっと危険だろ？」

「でも……」

「深追いはしない。いいから帰ってろ」

　俺は有う無むを言わせず咲を置いて、飛鳥あすかを追うためにその場を後にした。




　　　　　　　　　◆




　予想外だった。

　まさかタイヤをパンクさせたワゴン車がこっちに向かってくるなんて。

　それに見つけられてしまった。あたしの存在が見つかってしまった以上、相手も警けい戒かいを強めてしまうだろう。

　けれど、ここで諦あきらめるわけにはいかない。

　駿しゆんのためにも、こんなところで終わるわけにはいかない。

　存在を知られてしまった以上、今さら尾び行こうもない。けれど、せめて居場所を突き止めるくらいはできるはずだ。

　見たところ、二人は分かれて行動することにしたらしい。

　離れてしまったことで『ダウジング』の反応距離を超えてしまった。どちらを追うか迷ったけれど、男のほうを追うことにした。

　これまでの行動から、未来を読む『アンティーク』を持っているのは彼のほうであるのは間違いない。

　後はその『アンティーク』を奪うばうだけだ。

　彼のほうもこのまま終わらせる気はないようで、近くのビルの建設途と中ちゆうの現場に来ていた。

　明らかにあたしを誘おびき出そうという意図が見えていた。

　罠わな、とも言える。

　けれど、そうであっても負ける気はしない。

　あたしにはこの『音おと霊だま』がある。

　彼はきっとこの『音霊』の能力をわかっていない。




　　　　　　　　　◆




　飛鳥あすかの逃げたほうに向かい、俺おれは周囲を気にしながらとある場所を目指した。

　そこは建設途中のビルの工事現場だった。

　建設途中であることを証明するように、一階は外壁もない状態であり、二階以上はビルを覆おおうようにまだネットが張られていた。完成すればおそらく八階建てくらいか。外壁はある程度できあがっているので、あと数ヵ月で完成することだろう。

　今日、何もなければ──




　そのとき、俺の脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　頭上から何本もの鉄骨が加速度的に速度を増して落下してくる。

　俺は落ちてきた鉄骨を右によける。鉄骨が地面に突き立つ。

　俺はさらに落ちてきた鉄骨を後ろに飛んでよける。鉄骨が地面に落ち、今度は突き刺ささらずに大きく跳はねて俺のほうへと飛んでくる。

　俺は頭を抱かかえるようにして身を低くしてそれをよける。頭をかすめるように鉄骨が後ろに飛んでいった。

　と、しゃがみこんだ俺の目の前に鉄骨がコンクリートに突き立ち、破片を跳ね上げる。

　その破片が、礫つぶてとなって俺を撃うつ。

　頰ほおを、腕うでを、足を切り裂さかれる。

　俺は勢いに負けて後ろに転がる。

　目の前に『Ｈ』の文字が見えたような気がした。

　それが鉄骨の端はしの部分だと気づいたときには、頭を潰つぶされていた。




「──────！」

　俺は頭上を見上げた。

　だが──

　すでにビルの屋上には剝むき出しの鉄骨なんてものは見えなかった。見上げた視界の中にあるのは、外壁に沿った足場と防護ネットくらいだ。

　今の『ヴィジョン』は何だったのだろうか。

　鉄骨もない場所で、鉄骨に潰つぶされる死の未来なんてありえるのだろうか。

　おかしい。さっきも似たようなことがあった。

　歩道橋の手すりやビル壁が壊こわれた未来は実際には起きなかった。事故車の暴走はトラックという未来視しが実はワゴン車だった。

　どういうことだ？

　まさか……。

『ヴィジョン』の示す未来がずれている──？

　次の瞬しゆん間かん、頭上で何かが崩くずれるような音がした。

　ビルの壁が爆ばく発はつでもあったかのように崩れ、その大量の破片が俺おれに降り注いできていた。

「くっ！」

『ヴィジョン』で予見できなかった未来の事象に、急いで吹き抜けのビルの一階に逃げ込む。数すう瞬しゆん後ご、俺がさっきまで立っていた場所にコンクリ片が落ちて弾はじける音が聞こえた。もしも逃げ遅れていたらアウトだったかもしれない。

　寒さむ気けが走った。

　俺が『アンティーク』を持つ敵てきに対抗できる術すべは、この『ヴィジョン』による未来の死の回かい避ひしかない。

　それに頼れなくなれば、俺の不利は明らかだ。

　どうして未来がずれているのか。

　こんなことは初めてだった。

　それともこれは相手の『アンティーク』の能力か何かだろうか。

　確かに相手は『アンティーク』を複数所持している可能性もある。あの直接攻こう撃げき型の笛ふえ以外にも、何か相手の『アンティーク』の能力を狂わせるものも持っているのかもしれない。

　……落ち着け。

　俺は焦あせる気持ちを抑おさえつける。

『ヴィジョン』で未来が視みえなかったことは問題ではない。初めてでもない。今のは明らかに俺が逃げられるものだったから、あるいは死なない程度のものだったから、『ヴィジョン』が視えなかっただけだ。

　未来がずれていることに関しても、パニックになる必要はない。万が一、『ヴィジョン』がおかしくなっていたとしても、相手の攻撃は笛による直接攻撃だ。ビル壁の外側を破は壊かいすることはできるようだが、貫通するような破壊力まではないようだ。

　飛鳥あすかとの間に遮しや蔽へい物ぶつを挟はさめばしのぐことはできる。

　あとはいかに相手の隙すきを突いて接近し、あの笛ふえを奪うばうかだ。

　遮しや蔽へい物ぶつの少ない一階ロビーは俺おれに不利だ。

　俺は周囲を見渡し非常階段の入り口を探し、遮蔽物の多い二階へと向かい、階段を駆かけ上がった。

「しっかりしてくれよ」

　俺は右眼めに手を当て、『ヴィジョン』に祈いのった。

　心のどこかでまだ頼りにしてしまう俺がいるのも事実だった。

　階段を上がって二階に出ようとし、非常階段のドアを開けようとした。

　が、そのドアは鍵かぎが締まっていた。

　ガチャガチャとノブを回すが、鍵が掛かっていて回り切らない。

　まいった。このケースは想定していなかった。

　と、階下でドアが開かれる音が聞こえた。

「追ってきている……」

　姿はまだ見えないが、飛鳥あすかもこのビルの非常階段に入ってきていた。

　まずい。階段では向こうの攻こう撃げきを避さけ切れない。

　俺は二階を諦あきらめて、三階に向かって階段を駆け上がり、ドアを開こうとした。

　だが同じだった。

　二階と同様に鍵が掛かっているらしく、三階のフロアに出ることも不可能だった。

「くそっ」

　俺は三階も諦め、四階に向かった。

　だがやはり結果は同じだった。

　五階、六階、七階、八階……。上へ上へと駆け上がり、同じ結果を突きつけられる。

　下から足音が響ひびく。

　姿はまだ見えない。

　だが反はん響きようする足音は確かに俺に近づいているような気がした。

　壁を破は壊かいするような衝しよう撃げきが直接向けられたら、どうなるのだろうか。

『ヴィジョン』ではない、ただの想像に寒さむ気けを覚え、それを振り払はらうように俺は階段を駆け上がった。

　残るは屋上のみ。

　残されたもう一階分だけを駆け上がった。

　祈るような気持ちでドアノブに手を掛ける。

　──結果は同じだった。

　ドアには鍵が掛かっていた──が、俺はまだ神や運命とやらに見捨てられてはいなかった。

　壁に鍵の束が引っ掛けられていた。持ち帰り忘れたのか、それともここに置く決まりなのか。

　俺おれは壁から鍵かぎの束を取り、屋上へと続く道を隔へだてるドアの鍵を開けようとした。

　だが合わない。

　鍵は回らず、ドアを開いてはくれなかった。

「これじゃないのか」

　別の鍵を鍵穴に差し込む。だが鍵は開かない。

「次」

　足音が近づいてくる。

　鍵は開かない。

「次」

　足音が早まる。

　鍵は開かない。

「次」

　接近を背中に感じる。

　鍵は開かない。

「次」

　無防備な背中に攻こう撃げきをされたら終わりだ。

　鍵は開かない。

「次」

　実は合う鍵なんてないのか。

　鍵は開かない。

「次」

　これでダメなら諦あきらめて迎え撃うとうか。

　鍵は──

「……開いた」

　カチャリと音を立てて鍵が開く。

　俺はすばやく鍵を引き抜き、重たいドアを押し開き、屋上に出た。

　風が吹き付けてくる。

　圧迫感をも吹き飛ばす開放感。

　俺は屋上に飛び出し、急いでドアを閉め、鍵を掛けた。

　ドンッ！

「──っ！」

　その一いつ瞬しゆん後、ドアが強い衝しよう撃げきに叩たたかれる音が響ひびいた。

　心臓が跳はね上がる。

　言うまでもなく、飛鳥あすかの攻撃によるものだった。

　だが、鉄製のドアを貫通するほどの力はないらしい。

　あと一秒遅かったら俺おれはどうなっていたことか。ひとまず胸を撫なで下ろし、俺は対策を練ることにした。

　落ち着け。

　八階分を駆かけ上がって暴れる心臓にではなく、血が上のぼった頭に命令する。

　ここは屋上。俺に逃げ道はない。相手もここには入ってこられない。だがこのまま攻こう撃げきを加え続けられれば、いつかはドアが破は壊かいされるだろう。

　勝負はそのときだ。

　相手の手段が破壊だけならば、死角に潜ひそんで屋上に出てきたところを狙ねらって笛ふえを奪うばう。

　死角は──ドアの脇わき、あるいは屋上の入り口の上。

　賭かけみたいなものではあるが、それしかない。問題は相手の注意をいかに逸そらすかだ。

　屋上に転がっている工事部品──例えばナットを自分のいる場所と違うほうに投げるとか、それとも服を物陰に隠かくして少しだけ見えるようにするか。

　何でもいい。一いつ瞬しゆんでも注意を逸らせれば……。




　カチャリ。




「──え？」

　鳴るはずのない音がして、締めたはずの鍵かぎが開いた。

　そしてギギギという鉄が擦こすれる音がして、ドアがゆっくりと開かれる。

「どうして、だ？」

　ドアの鍵は確かに締めた。

　飛鳥あすかの攻撃の衝しよう撃げきで開いてしまったのか。

　そんな感じではなかった。

　もっと、簡単に、当たり前のように鍵が開いた。

　では鍵を持っていたということか？

　そんなはずはない。

　もしそうならば、今俺の手の中にある鍵の束は何だというのか。

　では合鍵を持っていたということか？

　それもありえない。

　なぜなら。

　ゆっくりと姿を見せた飛鳥は、鍵なんて持っていなかったからだ。

　つまり飛鳥に鍵を開けられるはずがない。

　だが鍵は開けられた。

　俺おれは思い違いを悟さとった。

　あの笛ふえは音による衝しよう撃げきで攻こう撃げきするような代しろ物ものではなかったのだ。

　では何だというのか。

　あの笛の能力は何だというのか。

　ガラスを砕くだいたり、タイヤを破は裂れつさせたり、ドアをへこませたり。見えない力でそんなことができる能力とは、音による衝撃波ではなくて何なのか。

　そもそも笛という形状に騙だまされ、俺が音による攻撃と思い込んでいるだけなのか。

　他の見えない攻撃なのか。

　いや、関係ない。

　それでは鍵を開けることの説明がつかない。

　焦あせりが募つのる。

　だが時は待ってくれない。

　敵てきも、待ってはくれない。

　飛鳥あすかはあの少年によく似た薄うすい笑みを浮かべて、笛に口をつけた。




　脳のう裏りにこれまでの出来事が蘇よみがえる。

　まるで彼女が起こしただろう様々な事象をなぞるように脳裏をよぎる。




　──ガラスの割れる音がして、天てん井じようから無数のガラス片が降り注いだ。




　──タイヤの破裂する音がして、タイヤの破裂したワゴン車が突っ込んできた。




　──鍵かぎの開く音がして、締めたはずのドアの鍵が開いた。




　そして閃ひらめきが、起こる。

　何だ？　俺は何に引っ掛かった。

　おかしいことはない。

　おかしいことは何もない。

　それなのにどうして違和感を覚えたのか。

　何が違う？　他の事象と何が違う。

　違うこと……そうだ。鍵が開くとき、俺はドアを見ていた。

　他の事象は、ガラスが割れるときも、タイヤが破裂するときも、俺は音がしてからそちらを振り返った。

　それからその事象を確認した。

　だが鍵かぎのときは違う。

　それが、衝しよう撃げきによる攻こう撃げきではないというだけではない。

　俺おれが見ていたということが一番の違いなのだ。

　俺はあの瞬しゆん間かん、ドアを、つまりは鍵を見ていた。

　だから、俺は違和感を覚えることができたのだ。

　だがなぜだ？

　唯一見ていたその事象に、なぜ違和感を覚える？

　それはこの目で見た内容に、何か間違いがあるからだ。

　何だ？　何が間違っている？

　確かに鍵は締まっていた。

　それなのに鍵は開いた。

　鍵が開く音がしてから、鍵が開いた。

　それがどうした？

　それの何がおかしい？

　何に俺は引っ掛かっている？




　飛鳥あすかが笛ふえに息を吹き込むために、空気を吸う。




　落ち着け。

　焦あせるな。

　たとえ残された時間があと一秒であっても、決して焦るな。

　気づけ。

　焦る暇ひまがあったら気づけ。

　思い出せ。

　焦る暇があったら思い出せ。

　思い出すのは、あの鍵が開いた瞬間。

　気づくのは、そこにどんな引っ掛かりを覚えたのか。

　文字通りそれが鍵だ。

　衝撃ではなく、鍵が開いた。

　カチャリと当たり前のような音を立て、鍵は開いた。

「？」

　まただ。また引っ掛かった。

　なぜ引っ掛かる。

　鍵が開くことがどうしてここまで引っ掛かるのか。

　鍵かぎが開くことがどうしておかしいと思うのか。




　──鍵の開く音がして、締めたはずのドアの鍵が開いた。




　何がおかしい？




　──鍵の開く音がして、締めたはずのドアの鍵が開いた。




　何もおかしいことはない。




　──鍵の開く音がして、締めたはずのドアの鍵が開いた。




　いや、おかしい。




　──鍵の開く音がして、締めたはずのドアの鍵が開いた。




　それがおかしい。

　視覚情報と音声情報。

　人はどちらを先に認識するのか。

　そんなことはどうでもいい。

　そんな難しいことではない。

　違和感、というのは短すぎる刹せつ那なの間。

　だがそうだ。

　そういうことだ。

　これまで十年以上生きてきて、無意識に、そして当たり前に叩たたき込まれてきた感覚。

　その感覚が違和感を訴えた。

　事象が起きるときに、付ふ随ずいして起きる音。




　その音が、早かったのだ──




　音は後だ。

　音は事象の後でなくてはおかしいのだ。

　鍵が開いたからこそ、鍵が開いた音がするのだ。

　だが鍵が開いた音がしてから、鍵は開いた。

　他もきっとそうだ。

　もし俺おれが見ていたならばきっと順序が逆転していた。

　ガラスは割れる音がしてから、割れた。

　タイヤは破は裂れつする音がしてから、破裂した。

　全すべて音がしてから、事象が起きた。

　つまり──




「奏かなでた音によって、その事象を引き起こす『アンティーク』」




　肯こう定ていするかのように。

　あるいは今さら気づいたのかというように。

　飛鳥あすかは笑顔のまま、笛ふえに息を吹き込んだ。




　　　　　　　　　◆




　勘かん違ちがいしていたのはわかっていた。

　だからここに追い詰めたのだ。

　この『音おと霊だま』は奏でた音によって、その事象を引き起こす『アンティーク』。

　音をうまく操れば、直接的な攻こう撃げきも可能ではあるけれど、それだけの代しろ物ものじゃない。もっとずっと色々なことができる。

　音が関わることである限り、『音霊』にできないことはない。

　彼の顔が引きつる。

　恐怖、に彩いろどられる。

　安心して。殺したりはしないから。

　ちょっと気を失ってもらって、その間に『アンティーク』をもらうだけ。

『ダウジング』があれば、あなたがどこに『アンティーク』を持っているかもわかるはず。

　でも、歯向かうようなら殺しても構わない。

　どうせ証しよう拠こなんて残らないから。

　もしもそうなってしまったらごめんなさい。

　でも見逃すことはできないのよ。

　全ては駿しゆんのため。

　後こう悔かいするなら、あなたがその『アンティーク』を手にしてしまったことを後悔してね。

　さあ、どんな音を表現しよう。

　フェンスが倒れる音？　それでは気を失わせるのは無理ね。

　足場が崩くずれる音？　こんな高いところから落ちたら死んでしまうわね。

　雷かみなりに打たれる音？『アンティーク』が壊こわれてしまったら大変ね。

　困ったわ。ちょうどいいものがない。

　本当は嫌いやだけれど、仕方がない。

　ここは屋上であまり物がないから、あなたに直接叩たたき込むしかない。

　頭が割れる音？　やっぱり殺してしまうわね。

　骨が折れる音？　これなら気を失ってくれるかしら。

　体が破は裂れつする音？　やっぱり殺してしまうわね。

　いいわ。頭を殴おう打だする音にしよう。軽い脳のう震しん盪とうを起こす程度のもの。この前も同じことをしたから、たぶんうまくいくはず。

　今回は加減するわ。

　この前は咄嗟とつさに吹いてしまったから加減ができなかった。

　最悪のことも想定したけれど、生きていたあなただもの。

　きっと今回も大事には至らないはず。

　もしも障しよう害がいが残るような形になってしまったらごめんなさい。

　運が悪かったと思って諦あきらめてね。

　あたしは彼の頭に狙ねらいを定めて、『音おと霊だま』を吹いた。

　ああ、そうだ。

　あたしが持っている『幸運』のペンダント、貸してあげればよかったかも。




　　　　　　　　　◆




　笛ふえに息が吹き込まれ、奏かなでた音による事象が起きる。

　──はずだった。

　だが体を硬直させた俺おれの身には何も変化は起きなかった。

　彼女の目は明らかに俺の頭を見ていた。

　触ふれてみる。だが頭はなくなっているわけでも、血を噴ふいているわけでも、割れているわけでもなかった。

　ただ先ほどと同じようにそこにあった。

　慌あわてて周囲を見る。

　フェンスが倒れたわけでも、足場が崩れたわけでもなかった。

　だが彼女は何かをしたはずだ。

　笛を吹いた以上、何かをしたのだ。

　それは俺の予想も及ばないことなのか。

「　　　　　　　　」

　おい、何をした！　と俺おれは叫んだつもりだった。

　だが声が出なかった。

　よほど怯おびえているのか、喉のどが引きつってしまったようだ。

　俺は腹に力をいれ、もう一度叫ぶ。

「　　　　　　　　」

　だがやはり声は出なかった。

　もしや俺が気づいていないだけで、俺はすでに死んでしまったのか。

『ヴィジョン』も視みえなかったというのに、俺は死んでしまったのか。

　やはり『ヴィジョン』がおかしかったということか。

　だが視界が暗くら闇やみに閉ざされていくわけでもなく、体から力が抜けていくわけでもなく、俺はそこに立っていた。

　幽ゆう霊れいになっていない証しよう拠こに、足もある。

　わからない。どういうことだ？

　俺がもう一度問いかけようとしたとき、彼女自身も驚いた様子で笛ふえを見ていた。

　その目が俺を射抜く。

　まるで何をした？　と逆に問いかけるように。

　彼女はもう一度笛を構えると、俺に狙ねらいを定め、息を吹き込んだ。

　だが音はしなかった。

　そういえばさっきも音はしなかった。

　音に付随する事象が起きる『アンティーク』が音を奏かなでないとはどういうことだ？

　壊こわれたのか？

　いや、おかしい。そうじゃない。

　俺はやっとおかしさに気づいた。

　笛の音だけではない。

　俺の声だけではない。

　今、この場には風の音も、地上を走っているだろう車の通る音も、何の音も聞こえなくなっていた。

　どういうことだ。

　これはまるで──

　いや、それしか考えられない。

　俺は視界をずらした。

　飛鳥あすかの向こう、屋上のドアのすぐ傍そばに、咲さきが立っていた。

　そしてその手には──




　──鏡があった。




　映した世界に完全なる静せい寂じやくを生み出す『明めい鏡きよう』。

　以前、ある作曲家が手に入れることを切望し、そして大切な人を失った『明鏡』。

　その『明鏡』は彼の手から、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに戻されていた。

　そして今、咲さきの手によって、俺おれの窮きゆう地ちを救ってくれた。

　飛鳥あすかはまだ状況が理解できず、何度も笛ふえを吹いていた。

　だが音は鳴らなかった。

　俺は一いつ心しん不ふ乱らんに、周囲も見ずに笛を吹き続ける彼女に歩み寄り、その手から笛を奪うばった。

　はっと顔を上げる彼女の顔に怯おびえが広がった。

　彼女は笛がなければ、ただの弱々しい少女だった。

　それを確認した咲が『明鏡』に布を掛ける。

　瞬しゆん間かん。

　世界に音が戻った。




「どういうつもりだ？」

　彼女は怯えたような表情で俺を見上げる。

　だが、そんな顔をしたところで無む駄だだ。こっちは殺されかけたのだ。簡単に許すつもりはない。

「『アンティーク』が目的なんだな？」

　俺がさらに強い口調で問う。が、やはり彼女は何も答えなかった。何か言いかけたように口を開くが、すぐに閉じてしまった。

　彼女は右手でポケットを探ろうとした。

　だが俺はその手を摑つかみ、持ち上げる。

「何をしようとした？」

　この期ごに及んで新しい『アンティーク』でも使おうとしたのか。

「何をしようとした！」

　俺が怒ど鳴なると、飛鳥は身を竦すくめて下を向いた。

　知らず、手に力が籠こもる。

　彼女は痛そうに顔を歪ゆがめる。

　俺は彼女のポケットを探った。

　出てきたのは『幸運』のペンダント。そして携帯電話。

「助けでも求めようとしたのか？」

　彼女はかぶりを振って俺おれを見る。

　違うと訴えかける。必死に訴えかけてくる。

　まるで助けを求めるかのように見上げるその目が、気に入らなかった。

　笑みすら浮かべて俺を殺そうとした彼女が、俺に問い詰められたくらいで怯おびえ、口をつぐむ。被害者のような顔をする。

　ささくれ立っていた感情に、それが触ふれた。

「何とか言えよ！」

　俺が彼女の腕うでをねじり上げようとしたとき──

「その辺りでやめてあげてくれないか。彼女は口が利けないんだ。頭に血が上って忘れているのかもしれないけれど、君も知っているだろう？」

　ドアのほうから何者かの声がした。

　立っていたのは、飛鳥あすかの仲間である例の少年だった。













　　　第三章　未来







　運命を変えられるのなら変えたい。

　誰もが一度はそう思ったことがあるはずだ。

　けれど、何も変えられず、皆、必死になって運命の中を生きている。

　そいつもきっとそうだったに違いない。

　ある力を手に入れてしまうまでは。

　だが、そいつは出会ってしまった。

　運命を変えることのできる『アンティーク』というものに。

　だからそいつは変えてしまった。

　運命という絶対的なものを、変えてしまった。

　でも、誰が責められるだろう。

　運命を変えてしまえるのなら。

　ましてやその運命が受け入れることのできないものだったのなら。

　誰だって、運命を変えてしまうだろう。

　ただ、運命はそいつを──そいつらを許しはしない。

　決して、許しはしないのだ。




　　　　　　　　　◆




　世界は不平等だ。

　何も選ぶことができず世界に産まれ落ちる僕たち。

　世界に産み落とされたその瞬しゆん間かんから、僕たちには不平等が与えられる。

　世界に生まれてきた幸福は、最初からその量に差が存在する。

　人種の差、身分の差、貧富の差、男女の差、能力の差。そして幸福の差。

　世界に当たり前に存在する差──不平等。

　例えば生まれてくる親。

　例えば母の胎たい内ないで育はぐくまれた身体からだ。

　例えば初めて足を下ろす社会。

　例えば与えられた能力。

　例えば舞い降りる幸運。

　それらは誰も自身で選べない。

　生まれたときから決められている差だ。

　そして死ぬまで決められている差だ。

　それを変えようとしたこともあった。

　正しく生きることで変えられると信じていた。

　いつか世界が僕を救ってくれると信じていた。

　でもどうにもできないことが起きた。

　たった一つの命を救うこと。ただ、それだけのこと。

　けれど、僕はただそれだけのことができなかった。

　誰もが、それだけのことができなかった。

　祈いのっても、願っても、罵ののしっても、何も変わらなかった。変えることができなかった。

　まるで最初からそう決められていたとでも言うように。

　それが運命と呼ばれるものだった。

　運命という言葉を知って、僕は絶望した。

　運命という言葉を知って、僕は諦あきらめた。

　運命という言葉を知って、僕は見限った。

　このまま神とか呼ばれるものに決められたとおりに、僕は不平等の世界を生きて、そして死ぬのだ。

　この世界にたった一人取り残されてしまった瞬しゆん間かん、僕は全すべてを放ほう棄きした。

　だから何もしなくていい。

　何もしなくても世界は勝手に回り、僕は勝手に生きていく。

　何をしたところで、何もしなかったところで、起きることは変わらない。

　決められたとおりの不平等の中、僕ら人間は生きていくしかないのだ。

　そんなとき、僕は『アンティーク』と出会った。

　ある人が手にしていた『アンティーク』は本来ありえないことを起こした。

　それは運命を変えたように思えた。いや、確かに変えた。

　それは世界にある不平等を変える、さらなる不平等だった。

　与えられた運命に沿って生き、そして死んでしまった人がいたのに。

　そんな人たちがこの世界には大勢いたのに。

　誰もがそうだから、僕は諦あきらめることができたのに。

　誰もがどうにもできない運命という不平等を抱かかえて生きている中で、それを自分に都合よく捻ねじ曲げる『アンティーク』など、許せるものではなかった。

　僕はその『アンティーク』を奪うばい、壊こわした。

　けれど、『アンティーク』と呼ばれるものが、世界に蔓まん延えんしていることを知った。

　そのたった一つを壊しただけでは、世界を変えられなかった。

　世界を正しい形には戻せなかった。

　世界を変えたかった。

　この僕の手で変えたいと思った。

　でもそれにはある『アンティーク』が必要だ。

　その『アンティーク』と僕の持つ『アンティーク』があれば、僕は世界を正しく変えることができる。

　だから僕は『アンティーク』を探し求める。

　この不平等が定められた世界を変えてしまう、さらなる不平等の源を消去するために。

　定められた不平等を抱える、誰にとっても平等な世界へと変えるために。




　　　　　　　　　◆




「に、逃げろ、咲さき！」

　飛鳥あすかに追い込まれていた俺おれを助けに入った咲。『明めい鏡きよう』という咲の機転で、俺は窮きゆう地ちを脱した。

　だが、頭に血が上りすぎていた俺は、意識を飛鳥に向けすぎていた。

　いつの間にか例の少年が咲の背後に立っていた。

　気づくのが遅れた。それでも俺おれは咄嗟とつさに叫んだ。

　だが咲さきは動かなかった。

　明らかに咲はそいつの存在に気づいていた。すぐ背後に立っているのだ。気づかないはずはない。だが咲は逃げようとしなかった。

　いや、違う。逃げようとしないのではない。逃げられないのだ。

　咲に何かをされたということは、人ひと質じちに取られたと同じことだった。

「そういえば自己紹しよう介かいがまだだったかな？　僕のことは駿しゆんと呼んでくれていいよ」

　駿と名乗った少年は、余よ裕ゆうの態度で軽く手を上げた。

「飛鳥あすか、おいで」

　その言葉に従い、飛鳥はすぐに彼の元へと走っていった。

　俺は咄嗟にそれを防ごうとするが、ガッと何かにぶつかって動きを止められる。手を前に突き出すと、何もないはずなのに、その手が何かに触ふれる。まるで見えない壁がそこにあるかのようだった。

「？」

「君はこの出口には辿たどり着けないよ」

　俺は弾はじかれたように、駿を見る。

　その口元に薄うすい笑みが浮かぶ。

　その手の中には手の平に収まる程度の大きさの、幾き何か学がく的てきな模も様ようが描かれている小さな黒い箱があった。

「『ラビリンス』」

　彼が口にしたのは、俺の行く手を阻はばむ『アンティーク』の名だった。
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『ラビリンス』──迷めい宮きゆうということか。

「飛鳥。随ずい分ぶんと手間取っていたみたいだね？　心配で来てしまったよ」

　駿は子供に言い聞かせるかのような優しい口調で飛鳥に声を掛ける。

　飛鳥は携帯電話を見せる。文字での会話なので、その内容はわからない。俺は見えない壁に阻まれて咲の元に行けない。

「違うよ。飛鳥」

　駿は飛鳥の言葉を否定した。何を否定したのだろうか？

　飛鳥は懐ふところから三角錐すいのペンダントを取り出した。鎖くさりの先を持って吊つるされたそのペンダントは、何かに反応するように円を描き出す。

「確かに『ダウジング』は反応するけどね」

　駿は飛鳥から咲に視線を移す。

「これから君を連れて場所を移動する。できれば素直についてきてもらいたいな。手荒な真似まねはしたくないし、無理に言うことを聞かせる方法もそれはそれであるから」

「待て！」

　不ふ吉きつな言葉を聞き、俺おれは見えない壁を叩たたいて叫ぶ。

　咲さきをどこかに連れて行こうとする駿しゆんたちを止めようとしたのだ。だがその言葉に何の効果もないことは俺が一番わかっていた。

「さあ、行こうか」

　歩き出そうとした駿に、飛鳥あすかがまた携帯電話を見せる。

「ああ、そうか。しまったな。『ラビリンス』で行く手をふさいでしまったからね……。君さ、もしよかったら『音おと霊だま』を返してくれないかな？」

　と、駿は俺に対して悪びれた様子もなく声を掛けてくる。

　俺は飛鳥から奪った『音霊』という名の笛ふえを見やった。だがどうやって渡せというのか。俺と駿の間は見えない壁で阻はばまれている。だがうまく取引材料にできるかもしれない。

「返してほしかったら、今すぐこの『ラビリンス』とかいうやつの壁をどかせ」

「じゃあ、仕方ないな。返してくれなくていいよ」

　交こう渉しようはあっさり決けつ裂れつした。

　駿は『音霊』と呼んだ笛の『アンティーク』を諦あきらめて、その場から去ろうとする。

「おい！」

「立場をわきまえたほうがいいね」

　駿しゆんは、咲さきをエスコートでもするように屋内への扉とびらのほうへ誘いざなう。咲は逆らってはならないと思ったのか、それに素直に従う。

　だが一度だけ俺おれを振り返る。

　その目には怯おびえと救いを求める懇こん願がんがあった。

「咲！」

　無意味とわかっていても、叫ばずにはいられなかった。

　無む駄だとわかっていても、壁を叩たたかずにはいられなかった。

　だが結果は変わらない。

　駿たちが待つことも、壁が取り払はらわれることもなかった。

「もしも追ってくるなら『音おと霊だま』を持ってくるのがせめてもの交換条件だ。忘れたらだめだよ。ちゃんと持っておいで」

　無情にも扉を閉める音が、屋上に響ひびき渡った。

「くそ！」

　俺は見えない壁に手をつき、ずるずると膝ひざをつく。

　何もできなかった。

　こんなにも簡単に咲を奪うばわれてしまった。

「！」

　ガツッと見えない壁に頭を叩きつける。

　頭突きで壁を壊こわそうというのではない。無意味な思考を壊すためだ。

　反省も、無力感に打ちひしがれることも、今すべきことではない。

「落ち着け」

　駿たちの狙ねらいは『アンティーク』だ。

　問題は現時点で向こうがどれほどの情報を持っているかということだ。

　東とう條じようさんの体育館、真ま理り亜あのいたコンサート会場、そして今日の尾び行こう。そこからどれだけの情報を摑つかんだのだろうか。

　駿たちが咲を連れ去ったことから、考えられることはいくつかある。

　咲の持っていた『明めい鏡きよう』を奪うばうだけなら、咲を連れ去る必要はなかった。咲を人ひと質じちにして俺の持つ『ヴィジョン』を奪おうとしているか、あるいは咲から『アンティーク』の情報を聞き出そうとしているか、だ。

　最悪、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんの情報まで摑まれている場合、場所なども調べられる恐れがある。

　咲のことだから俺の『ヴィジョン』や付喪堂のことを問いただされて素直に答えるとは思えない。

　咲が黙もく秘ひを貫いたり下手へたな噓うそをついたりした場合、駿たちも強行手段に出るかもしれない。

　時間はあまりない。

　やるべきことは変わらないが、思考することで冷静さを取り戻せた。

　まずはどうやってこの見えない壁を突破し、駿しゆんたちに追いつくかだ。




　　　　　　　　　◆




　僕は彼女を連れて非常階段を下った。

　逃げ出す様子があるようなら何かしないといけない、と思ったけれど今のところその気はなさそうだった。

　非常階段を下りて一階まで辿たどり着いた僕は、

「で、舞まい野のさん、だったね？　これは何ていう『アンティーク』なのかな？」

　さっき彼女から奪うばった鏡の『アンティーク』を持ち上げた。

「見るに、音を遮しや断だんする『アンティーク』のようだけど」

「……『明めい鏡きよう』よ」

　彼女は言葉を選ぶように、ゆっくりと間を取り静かに答えた。

「それを聞いてどうするの？　そんなに『アンティーク』がほしいの？　もしも興味本位で『アンティーク』を収集しているなら、やめたほうがいいわ。『アンティーク』は持ち主を不幸にするわ」

「悪いけれど、今そういうことを君と問答をする気はないよ。もしも時間稼かせぎなら、あまり意味がないと思うけれど」

　彼が『ラビリンス』を突破できるとは思えないし、万が一何らかの方法で突破したとしても、それなりに時間がかかるだろうから焦あせる必要もない。

「そうかしら？」

　飛鳥あすかもあまり表情を出さない子だけれど、彼女もなかなかのものだった。

「信じてるんだ？　まあ、いいけどね。じゃあ、彼に敬意を表して早速本題に入ろうか」

　無む駄だ話ばなしをする気はもちろんない。

「君に協力を仰あおぎたい」

「？」

「君はさっき僕たちが興味本位で『アンティーク』を収集していると言ったけれど、それは違う。僕たちはある目的のために行動している。そのためには君が必要なんだ。正確に言えば、君の持つ『アンティーク』が、ね」

「この『明鏡』を何に使おうと言うの？」

「違うよ。僕たちが必要なのはその『アンティーク』じゃない」

　僕は彼女を見み据すえ、言った。

「君の持つもう一つの『アンティーク』のことだよ」

　一いつ瞬しゆんの空白。

「……わたしは『アンティーク』を持っていないわ」

　その後、彼女は顔色一つ変えずにそう言ってのけた。

　もしも心を読む『アンティーク』があったとしても、本当だと聞こえてしまうくらいに顔色一つ変わらなかった。

「彼も含めてだけど、君とは二度会っているね。誰かさんだったかの学校とコンサート会場。ああ、今回を入れると三回目か」

「どうでもいいわ」

「本当だね。さて、その二回の遭そう遇ぐうで僕にはとても気になることがあったんだ。一回目の高校の体育館では、天てん井じようから落下するガラス片を見事にかわしきってみせた。『幸運』の『アンティーク』を持っていないにも関わらず」

「あなたたちも怪け我が一つしなかったわ」

「それはそうさ。あれは僕たちが起こしたことなんだから。今さら確認は無意味じゃない？　まあ、いいけど。で、あのときは少し離れた場所にいたから、少しだけ他の人たちより早く気づいてうまく避さけたんだと思っていた」

「そのとおりよ」

「そして次のコンサート会場でのこと。君は何も起きていないホールの非常ベルを押したね。実を言うとね、あのとき僕たちはコンサート会場の照明器具を落下させ、真ま理り亜あの母親を殺そうと思っていた。まさかその前に非常ベルが鳴らされるとは思わなかった。結果的に人払ばらいができたからよかったのだけれど」

「よかったわね」

「それでちょっと調べさせてもらったよ」

　僕はそう言って、ポケットからペンダントを取り出した。

「これは『アンティーク』に反応する『ダウジング』という『アンティーク』なんだ」

「…………」

　彼女は細く静かに息を吐はく。だけど言葉は発しない。

「もう一度言う。君の持つ『アンティーク』が必要だ。そして僕たちは──」

　静かにその目的を告げた。

「──世界を変えるのさ」
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「何があった？　咲さきちゃんが『明めい鏡きよう』を持って出ていったまま帰ってこない」

　俺おれは真っ先に都と和わ子こさんに電話を掛けた。

　いつものからかい口調はなく、すでに俺おれたちの帰宅が遅いことや咲さきが『明めい鏡きよう』を持ち出したことで、ある程度の事情は把は握あくしておいてくれた。

　話が早くて助かる。

「例の奴やつらに襲おそわれました。咲も人ひと質じちに取られました」

　時間もないため、俺は簡潔に現状を伝えて、電話を切った。

　話の最中に、都と和わ子こさんから『ラビリンス』の特徴も聞くことができたのは僥ぎよう倖こうだった。

『ラビリンス』とは、対象者が特定の場所、つまりゴールへと辿たどり着けなくする『アンティーク』。例えば俺が屋上の出口に辿り着けないような迷めい宮きゆうを創つくり出す。応用として咲の自由を奪うばったような迷宮を創り出すことも可能なようだ。

　だが迷宮は迷宮だ。ゴールに辿り着けない迷宮は存在しない。つまり、ゴールまでのルートを見つければいい。

　やるべきことは単純だが、簡単ではない。

　見えない壁に触ふれている手を横にずらす。だが壁はそこにあった。俺は立ち上がり、右側に移動する。壁はそのまま続き、フェンスまで辿り着いた。フェンス側に手を伸ばすが、同じように見えない壁があった。

　目の前と右側は壁で覆おおわれている。

　俺は走って左側に移動する。

　と、触れていた手が突如空くうを切った。

「ここにスペースがある」

　俺は空を切った場所を手て探さぐりで確かめる。人が通れるくらいのスペースがある。

　俺はそのスペースに体を入れ込み、前に進む。

　屋内へのドアへと三歩近づいたところで、また壁に阻はばまれた。

　右手側はやはり見えない壁がある。だが左側には壁がなかった。

　もしも見えていたら、左への曲がり角のある廊ろう下かといったところか。

　俺はそのまま左側に進む。と、また壁にぶつかる。今度は右と左に壁がない。Ｔ字路なのか。

　右へ行けば扉とびらへと近づく。左へと行けば扉から離れる。

　……迷宮というほどの名であれば、素直に扉に辿り着けるとは思えない。

　俺は左側へと道を選び、一度扉から離れた。

「っ」

　だが、しばらく進むとそちらは行き止まりだった。

　俺の予想は裏切られた。向こうの手の内ということか。

「くそっ」

　俺は見えない壁を蹴けり、回れ右をして扉のほうへと向かう。

　突き当たりには見えない壁があり、また左右に道がある。今度はどちらに行くべきか。

『ラビリンス』──見えない迷めい宮きゆう。確かに壁の見えない巨大迷めい路ろだ。

　俺おれは左の道を選せん択たくして進む。また突き当たりがあり、今度は左にしか道がない。扉とびらからどんどん離れていく。

　戻るか。それともこのまま進むか。

　俺はそのまま進むことを選択し──気づけば元の場所に戻っていた。

「くそっ！」

　苛いら立だちが罵ば声せいになって吐はき出される。

　むかつくほどに、時間稼かせぎにはもってこいの『アンティーク』だ。

　今、こうしている間にも咲さきがどんな目に遭あわされているかわからない。それなのに俺はこんなところで迷路と格闘している有様だ。

　どうする？　いや、悩んでいる暇ひまはない。

　この迷宮を早く突破しなくては──
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「世界を……変える……？」

　僕たちの目的を知った彼女は、わずかばかりの戸と惑まどいを示した。

「そうだよ。僕たちはこの世界を変えるために動いている」

「そんなこと……」

「できる」

　僕は断言をする。

「僕の持つ『アンティーク』とそして君の持つ『アンティーク』があれば」

「…………」

「君が協力をしてくれるというのなら、危害を加えないと約束する。ただ協力を拒むというのなら奪うばうことになる」

　そのときは少々手荒な真似まねをすることになるだろう。

「だからできることなら……」

「その『アンティーク』は過去を変えられる？」

　僕の言葉を待たずに、彼女は彼女の望みを伝えてきた。

　それは過去を変えること──

　僕は一度、飛鳥あすかを見た。

　なぜならその望みは、飛鳥も持っていた望み。

　だけど、その望みは叶かなえられない。

　僕の持つ『アンティーク』であっても、過去に起きてしまったことだけは変えられない。

「残念だけれど、それは無理だ」

　僕はそれを素直に伝えた。

　その事実を隠かくし、彼女を仲間に取り込むことは簡単だ。だけど、それは卑ひ怯きような手口だ。たとえ、彼女の『アンティーク』を奪うばうことになっても、望みを裏切ることはできない。

　真実を話さず、偽いつわりで固めて彼女を懐かい柔じゆうすることは僕の矜きよう持じが許さなかった。

　それは真実を話さず、『アンティーク』で自分の近しい世界を自分に都合よく変えている人間と変わりない行為だからだ。

「過去に起きたことは変えられない」

　彼女の顔に明らかな落らく胆たんの色が見える。

「けれど、世界を変えることができれば、君の望みも叶かなえられるんじゃないかな？　よかったら話してくれないか？　君の望みを」

「…………」

　彼女は答えない。

　簡単に明かせるような望みではない、ということか。

「君の望みは、彼の持つ『アンティーク』に関係あるのかい？」

「！」

　彼女はその無表情を壊こわし、大きな驚きを示した。

「僕が気づいていないとでも？」

「…………」

「気づいているよ。だから僕たちは最善の手を使うことを選んだ。彼にも、君にも危害を加えない方法をね」

「世界を変えたいあなたたちが、刻也ときやの『アンティーク』を知っているというのなら……」

　そのとき彼女の瞳ひとみに、強い怒りが浮かび上がった。

「刻也をどうしようというの？」

　僕はそれに応じる。

「もしも必要であるのなら……」




　　　　　　　　　◆




「くそっ！」

　俺おれは見えない壁に拳こぶしを叩たたきつけた。

　また、スタート地点に戻ってしまった。

　扉とびらまではたったの数メートル。

　だが遠い。

　そこまでに辿たどり着くことがどうしてもできない。

　この迷めい宮きゆうに出口は本当にあるのか。

　出口があるように見せて、実は出口などないのではないか。

　そんな疑念すら浮かんでくる。

　ダメだ。それを考えてしまえば心が折れる。諦あきらめるわけにはいかない。咲さきが待っているのだ。

　俺おれは携帯電話を見る。

　忘れてしまわないように自分のルートを打ち込んだのだ。

　俯ふ瞰かんしてドアを北とし、東西南北そして歩数の文字が躍おどっている。紙とペンがあれば、もう少しわかりやすい地図を書けるのだが。

　ルートを確認する。

　スタート地点からの入り口は四箇所。それ以上はない。そこからのルートは無数と思えるほどのものがある。もう何十通りになるのか、ルートが打ち込まれていた。すでに全すべてのルートを通ったのではないかと思えるほどだ。

　だが扉とびらに辿り着けないということは、これ以上のルートがあるのだ。見えないがゆえに、見落としがあるのだ。

「どこだ。見落としているのはどこだ」

　そのとき、ぶわっとビル風が巻き起こった。

　舞い込んできた木の葉が見えない壁を通り過ぎていく。

　迷宮が防ぐ対象にはなっていない木の葉は、俺を嘲あざ笑わらうかのように出口まで容易に辿り着く。

「…………」

　俺と出口を阻はばむ、ただそれだけの迷宮。

　舞い込んだ木の葉すら防ぐことのできない欠けつ陥かん迷宮。

　そうだ。迷宮は完かん璧ぺきではない。付け入る隙すきは必ずある。

　再び風が吹く。

　俺は風に向かって振り返る。

　周囲より高いビルの屋上から見渡せるのははるか奥の建物と、何もない空だけだった。

　そのとき、俺の脳のう裏りにノイズではない、閃ひらめきが巻き起こった。




　　　　　　　　　◆




「……本当に？」

　彼女が消え入りそうな声で問い返した。

「本当にそんなことができるの？」

　それはすがるような声音だった。

「ああ、噓うそは言わないよ」

　もう一度言う。

　真実を話さず、偽いつわりで固めて彼女を懐かい柔じゆうすることは僕の矜きよう持じが許さない。

　だから僕は真実を伝える。

「僕はこの世界を変える。君が僕たちに協力をしてくれるなら、この世界を変えられる。たとえ過去を変えることができなくても、きっと君が望む世界に辿たどり着ける」

　彼女の望みを正確に聞いたわけではない。

　けれど、もしも彼女の望みに『アンティーク』が関わっているというのなら、僕はその望みを叶かなえることができるだろう。

　彼女の心が揺れ動いているのがわかる。

　彼女を踏みとどまらせているものは何か。

　それは望みを叶えられるという確証か。それとも……。

「確証がほしいというのなら、まず君の望みを教えてほしい」

「わたしの望みは……」

「僕には君の望みを叶えることができるはずだ」

「わたしの、望みは、……」

　そのとき、外からカンカンカンと金属を叩たたくような音が聞こえてきた。その音は明らかにこちらに近づいてきていた。

　僕は飛鳥あすかを見る。

　飛鳥は一度目を閉じ、その近づいてくる音に耳を傾ける。

「（誰かが来る）」

　飛鳥が携帯電話で僕に事実を伝えると同時、吹き抜けの一階に影が降りてきた。

　現れたのは、肩かたで息をする来くる栖す刻とき也やだった。




　　　　　　　　　◆




　必死の思いで辿り着いたそこには、探していた姿があった。

　駿しゆん、飛鳥、そして咲さきの姿。

「咲！」

「……刻也」

　俺おれが叫ぶと、咲はわずかな逡しゆん巡じゆんの後、俺に向かって駆かけ出そうとした。

　だが駿たちの打つ手は早かった。

　駿が手の中の『ラビリンス』を指で撫なでると、咲が壁にぶつかったようにその動きを止めた。その行く手を阻はばむように見えない壁が立ちはだかったようだ。

　咲さきが何かを叫ぼうとしたが声にはならなかった。飛鳥あすかが咲から奪うばった『明めい鏡きよう』の鏡きよう面めんを咲に向けたのだ。

　そして咲は俺おれへ辿たどり着く道と声を奪われた。

「思ったよりも早い到着だ。よくあの『ラビリンス』の迷めい宮きゆうをこの短時間で抜けられたね。でも解げせないな。階段から来たんじゃなさそうだ」

「そのとおりだよ」

「ということは……驚いたな。そんなことをしたのかい？」

「ああ。驚いてくれなきゃ割に合わねぇよ。あんな怖い思いは生まれて初めてだ」

　神風が吹いた、とはあのことだった。

　風が吹き、木の葉が舞い込んできて『ラビリンス』の見えない壁を通り抜けた。

　その木の葉が迷宮の抜け道を示してくれた。

　それは出口となる扉とびらまでの行き方、ではない。木の葉が俺の背後から舞い込んできたという事実だった。

　それが、俺の背後にも道があるということを気づかせてくれた。

　だから俺は、ビルの屋上から外側に飛び出した。

　もちろん、飛び降りたわけではない。工事中のビルには窓ガラスや外装が傷つかないように、また工事中の足場が飛ばないように防護ネットが張られていた。

　俺は防護ネットと工事中の足場を使って、下まで駆かけ下りたのだ。

　いくら『ヴィジョン』で死の未来が視みえなかったとしても、ネットを摑つかむという心もとない命綱づなを頼りに、八階建てのビルの外側を駆け下りる。その恐怖たるやなかった。ネットを摑んだ手も、一階まで駆け下りてきた足も、緊きん張ちようと全力でぱんぱんだった。

　それでも何とか地上まで辿り着き、

「追いついたぞ」

　間に合ったとは言えないかもしれない。

　だが、追いつくことはできた。

「迷めい路ろを外から回るのはルール違反だって覚えておくといいよ」

「人を連れ去ったり、他人の『アンティーク』を奪ったりするのは法律違反だ。覚えとけ」

「そうだね。まあ、『アンティーク』を使っている時点で僕たちは世界の理ことわりの違反者だ。今さらこの程度の違反は可愛かわいいものか」

「同類扱いするな」

　駿しゆんは肩かたをすくめてみせた。その仕し草ぐさと余よ裕ゆうが癇かんに障さわる。

「さて、対たい峙じすることになるとは思ってなかったな。どうしようかね？　ところで『音おと霊だま』は持ってきてくれたかな？」

「取引材料なんだろ？」

　俺おれは見せつけるように『音おと霊だま』を持ち上げた。

「上出来だね、と言いたいところだけど、できれば邪じや魔まをしないでもらいたいな」

「なに企んでいるか知らないが、邪魔するに決まってるだろ」

「そうだね。本当にもう少し待っていてほしかったよ。そうすれば……いや、何でもない。それで、どうするんだい？」

「とりあえずお前らを捕つかまえてから考える」

　俺は有う無むを言わさず、駿しゆんに摑つかみかかった。

「まあ、そんな展開になるとは思っていたよ」

　駿は余よ裕ゆうの態度で、俺の突進を待っていた。

　俺の摑みかかった手が駿に届く──

「──え？」

　だが、確実に捕まえたと思った俺の手は、空むなしく空くうを切った。

　バランスを崩くずした俺はそのまま床ゆかを転がる。

「惜おしかったね」

　見れば、ポケットに手を突っ込んだままの体勢で、駿は笑って立っていた。

　絶対に捕まえられたと思ったのに、紙かみ一ひと重えでかわされてしまった。まるで武術の達人に見切りを見せられたかのようだった。

「くっ」

　俺はすぐさま起き上がり、再び駿に摑みかかる。

　今度は目を離さず最後まで駿の姿を見み据すえ、手を伸ばす。

「？」

　だが今度もぎりぎりのタイミングで、俺の手は空から振ぶりしてしまった。

「こういう肉弾戦みたいなのは得意じゃないんだけどね」

　駿は嫌いや味みなほどに余裕をたたえていた。

「少しくらい『アンティーク』に関わって修しゆ羅ら場ばを経験したからって、何でもできるなんて思っているんじゃないだろうね？」

　駿の薄うすい笑みがわずかに色を濃くした。

「君はここに辿たどり着いたことで潜くぐり抜けたつもりでいるかもしれないけれど、新たな迷めい宮きゆうにはまっているのさ。僕というゴールに辿り着くための迷宮にね。まさか『ラビリンス』が単に迷めい路ろを作り出すだけのものだと思っていたんじゃないだろうね？」

『ラビリンス』は俺を屋上から出さないためだけのものではなかった。

　本来、迷宮とは宝へ辿り着けなくさせるためのもの。

　俺はすでに次の迷宮にはまりこんでいる。

　俺が駿に辿り着くまでの道を阻はばむ迷宮に。

　……どうする？

　あいつに辿たどり着くためには、あいつから『ラビリンス』を奪うばわなければならない。

　だがあいつから『ラビリンス』を奪うためには、あいつに辿り着かなくてはならない。

　この二に律りつ背はい反はんをどうにかしなければ、俺おれはあいつに勝てないのだ。

「さあ、この矛む盾じゆんをどう打ち破る？」

　甘あまく考えていた。屋上の迷めい宮きゆうを抜ければ何とかなるかもしれないだなんて。

　こいつの持っていた余よ裕ゆうの理由が垣かい間ま見みえた。

　目の前の少年は一見すれば俺より年下でか弱そうな少年だった。だがあれだけの『アンティーク』を所持しているのだ。俺なんかが経験もしたことがないような修しゆ羅ら場ばをくぐってきているのかもしれない。

　俺も『アンティーク』に関わり、暴走した同級生や犯罪者との遭そう遇ぐうを果たした。だがこいつはもっと異質な存在だった。

　所持する『アンティーク』に振り回されているのではなく、使いこなしている。

　得体の知れない者への恐怖が足元から脳天まで突き抜ける。

　だが咲さきを救うまでは、折れるわけにはいかない。

　俺が屋上から抜け出せたように、きっと抜け道はあるはずだ。




　　　　　　　　　◆




　何か探るような目つきで僕を見ていた彼は、すぐに次の行動に移る。

　まず彼は先ほどと同じように、飛び掛かって僕を捕ほ獲かくしようとする。

　もちろんそんなものが僕に通じるわけはなく、彼は僕を捕とらえることはできなかった。

　だがさっきと違うのは勢い余って転んだりしなかったことだ。

　つまり彼は捕つかまえられないことを予想して、その行動を取ったということだ。

　次に彼は殴なぐりかかってきた。

　その拳こぶしも当然空くうを切る。

　次に彼は蹴けりかかってきた。

　その蹴り足も当然空を切る。

　何となく彼の狙ねらいがわかってきた。

　何が僕に通じて、何が僕に通じないのかを試しているのだ。

　これから彼はいくつもの方法で僕に対する有効な攻こう撃げきを試してくるだろう。

　さすがに『アンティーク』に関わってきただけのことはある。

『アンティーク』が決して万能ではないことをわかっている。

　……少々面めん倒どうなことになってきた。

　あと少し、彼の到着が遅れていれば全すべてがうまく収まっていたというのに。




　　　　　　　　　◆




　摑つかみかかっても、殴なぐりかかっても、蹴けりかかっても全てかわされてしまった。

　あいつの言うとおり、俺おれから駿しゆんへ辿たどり着く「道」は完全に阻はばまれているようだ。

　今までのやり取りから、『ラビリンス』の能力を直接的な攻こう撃げきで看かん破ぱすることはできないと考えたほうがいいだろう。

　つまりは俺ではない何かでなければならない。

　今の『ラビリンス』の能力が俺に向けられているのなら、咲さきは解放されたということか。

　確かに今の咲は動きを封じられてはいないようだ。だが咲に何かをさせて、危険な目に遭あわせるつもりはない。

　俺はポケットに手を入れて、中のものを確認する。

　それは『音おと霊だま』。

　正直、軽い気持ちで使うには危険な『アンティーク』だが、今はそんなことを言っている場合じゃない。何より、軽い気持ちなどでは決してない。

　これならば、駿に届くかもしれない──

　俺は取り出した『音霊』を口にくわえ、息を吹き込んだ。

　だが、『音霊』からはヒューという気の抜けた音しか漏もれず、飛鳥あすかがしていたような攻撃的な事象を引き起こすことはできなかった。

　何度か息を吹き込むが、結果は同じだった。

「『音霊』を使いこなすのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは無理だよ。僕にだってできないんだ」

　こうなることを予想していたかのように、駿は余よ裕ゆうの態度を崩くずさなかった。

　この『音霊』は、笛ふえを吹けば思いどおりの音を出し、思いどおりの事象を起こせるような代しろ物ものではなかった。事象に見合う音を出す技術が必要だった。

　当てがはずれてしまった。

　摑みかかってもかわされる。殴りかかっても、蹴りかかっても、だ。そして頼みの『アンティーク』も使えない。残された手は何だ？　そんなものもうほとんど残っていない。

「……くそっ！」

　俺は手にしていた『音霊』を駿たちに投げつけた。

「おっと」

　駿は驚いたように、それを慌あわててかわす。

「まさか『アンティーク』を投げつけるだなんて、予想もしていなかったよ」

　少しは慌あわてさせることができたようだ。まあ、多少の気が晴れただけで、何の役にも立たないが。

「でもその暴ぼう挙きよは命取りじゃないか？」

「使えないもんに用はねぇよ」

　俺おれは吐はき捨て、もう一度駿しゆんに向かって突進した。

　当然のごとく、俺の突進は駿にかわされる。

　だがそんなものはもうこちらも予想の範はん疇ちゆうだ。

　俺はそこで反転せず、そのまま走り抜ける。

　その先にいるのは飛鳥あすかだった。

　飛鳥は手に持っていた『音おと霊だま』を持ち上げた。

　さっき俺が投げつけた『音霊』を拾ひろっていたのだ。

　みすみす敵てきに武器を与えるかのような愚ぐ考こうを俺は悔くやんだ──わけではなかった。

　それはすでに見抜いていた。こちらも承知の上だ。それを了りよう解かいして俺は彼女に向かっていったのだ。

　俺と飛鳥の距離は近い。

　天てん井じようを崩くずしたりすれば巻き込まれかねない位置関係。

「飛鳥」

　駿が注意を促うながすように彼女を呼ぶ。

　飛鳥は了解しているというように首しゆ肯こうし、『音霊』を口にくわえて息を吹き込んだ。

　──何が来る？

『音霊』の吐き出した音は「ボンッ」という小さな爆ばく発はつ音おん。それはまるで圧縮された空気が打ち出されたかのような音だった。

　そうだ。この位置関係ならば天井を壊こわしたり、周囲のものを壊したりする間接的な迎げい撃げきは不可能だ。

　直接的な──直線的な攻こう撃げきが来る。

　それを見越していた俺は、瞬しゆん時じに横に飛んだ。

　飛鳥と俺のいた場所を結ぶ線。その延長上には駿がいる。

『音霊』を投げつけたのは苛いら立だち紛まぎれの暴挙ではない。殴なぐる蹴けるなどの攻撃が通じない今、試すべきは『アンティーク』による攻撃だ。『音霊』を俺が使いこなせないのなら、使える奴やつに使わせればいい。

『音霊』を飛鳥に拾わせたのも、それを使って攻撃させたのも、俺の狙ねらいどおりだった。

　ここから先は賭かけだ。

　俺は転がりながら、駿のほうを見やる。

　その駿は──冷ややかな笑みを浮かべていた。

「残念だけど」

　駿しゆんはそう前置きし、俺おれの作戦を見抜いていたかのように言い放った。

「『音おと霊だま』の奏かなでる音が引き起こす攻こう撃げきは僕を傷つけることはできない」

　音が産み出した「爆風」による攻撃が駿を襲おそう──はずだったが、駿は涼しい顔でそこに立っていた。

　爆風に巻き込まれ、床ゆかに転がっていた資材が吹き飛び壁を叩たたく。

　確かに爆風は起こった。

　だが、駿の周りだけはまるで無風の状態だった。

　今度の爆風に対して、駿はよけてはいない。

　よけてもいないのに、彼に攻撃は通じなかった。

　これも『ラビリンス』の能力だっていうのか？

「惜おしかったね。狙ねらいはよかったよ。でも言ったよね？　暴挙だって」

　この賭かけは、俺の負けだった。

　俺は賭けに負け、武器を相手にみすみす手渡してしまっただけだった。

『音霊』をくわえた飛鳥あすかが、俺を静かに見み据すえた。




　　　　　　　　　◆




　できるかどうかはさておき、『音霊』の能力を使った攻撃を仕掛けてくるのは予想して、手は打っておいた。

　けれど、まさか『音霊』を投げつけて攻撃してくるなんて思わなかった。

　仮に当たっていても大した影響はないし、彼の攻撃である以上、『ラビリンス』で防げていた。

　問題はそこじゃない。

『アンティーク』の価値を知る人間があんな真似まねをするなんて思わなかった、ということだ。

　やはり予想をするには限界がある。

　人は予想通りには動かない。

　でももうだいじょうぶだ。

　後は『音霊』で押し切るだけだ。

　それでこの戦いは終わる。

　そうすれば、僕たちの願いが叶かなう。




　　　　　　　　　◆




「それじゃ少し大人おとなしくしてもらおうかな」

　まだ工事中の一階は遮しや蔽へい物ぶつが少ない。それがわかっていてさっきは上に逃げたのだが、今はそういうわけにはいかない。

　咲さきを置いて逃げるなんて選せん択たく肢しはありえない。

　と、隙すきを見て、『ラビリンス』の拘こう束そくがなくなっていた咲が動こうとした。

　だが一いつ瞬しゆん早く駿しゆんの手が『ラビリンス』を撫なで、その動きを封じた。

「大人しくしているのは君もだよ。彼の元には行かせない」

「そうだ。大人しくしてろ。すぐに助けてやるから」

　俺おれは咲に笑いかける。そんな余よ裕ゆうありはしないのに。

「やってごらんよ」

　駿の言葉を合図に、飛鳥あすかは『音おと霊だま』を口にくわえる。

　俺は近くにあった柱の陰に身を隠かくす。

　わずかに遅れて、先ほどと同じような爆ばく発はつ音が鳴り響ひびき、その音に見合う爆発が巻き起こった。

　柱を直ちよく撃げきした爆発の振動を、背中越しに感じる。

　殺す気か、と震ふるえた背中に冷や汗あせが流れる。

　と、頭上でバキッと何かが折れる音がした。

　見上げるより前に体が反応し、前に転がる。

　数秒遅れで、さっきまで俺が立っていた場所に折れた鉄材が降り注いだ。

　ガランガランと音を立て、鉄の棒ぼうが床ゆかを叩たたいて転がる。

　工事現場は、見渡すだけでも立てかけられた木材、組まれた鉄骨、天てん井じようのコンクリ塊かいと飛鳥の武器になりそうなものが揃そろっている。

　パンッと音を立て、頭上のライトが破は裂れつするように爆はぜた。

　細かなガラス片を避さけるように、俺はさらに横に飛んで転がる。

　柱の陰から出てしまった俺は、飛鳥の前に飛び出す格好となる。

　おかげで咲の顔が見える。

『明めい鏡きよう』が立てかけられ、その鏡きよう面めんが咲に向けられている。『ラビリンス』の見えない壁が咲の行く手を阻はばんでいる。

　それでも咲は、見えない壁を叩き、届かない声を発していた。

　安心しろ。『音霊』の奏かなでる音が引き起こす攻撃は俺を傷つけることはできない。

　……なんて駿の真似まねをして、余裕をかますこともできず、顔は正直にひきつっていく。

　飛鳥あすかはしっかりと狙ねらいを定めて、『音おと霊だま』に息を吹き込んだ。

　ゴウッという爆風音が響ひびき、転がっていた鉄の棒ぼうがまるで槍やりの投とう擲てきのごとき勢いで俺おれに向かってくる。

　俺は思わず手で顔を守る。

　六本の鉄の棒のうち、四本はあらぬ方向に飛んでいき、一本が俺のわき腹を殴おう打だした。その痛みに悲鳴を発するよりも早く、残りの一本が俺の頭に命中した。

　どろりとしたものが頭から流れ出て、額ひたいを濡ぬらしたのがわかる。

　もしも鉄の棒の先せん端たんが尖とがっていたら、今頃串くし刺ざしにされていただろう。

　だがまだだいじょうぶだ。

『ヴィジョン』は視みえていない。

　まだ死ぬほどの危機には直面していない。

　俺は血に濡れた頭を袖そでで拭ぬぐい、飛鳥の次の攻こう撃げきに対応する。

　眼前に迫っていたのは、さっき駿しゆんを襲おそったような爆ばく発はつだった。

　頭部へのダメージで、音を聞き漏もらした。

　それは致ち命めい的てきだった。

　爆発の衝しよう撃げき波はをまともにくらい、俺は地面を転がった。

　全身がばらばらになりそうな痛みに、意識が一いつ瞬しゆん飛んでしまう。

　壁に立てかけられた木材に打ちつけた頭の痛みが、かろうじて意識をつなぎとめてくれる。

　昨日きのうといい、今日といい、随ずい分ぶんと頭に衝撃を食らわされる。これ以上馬鹿になったらどうしてくれるんだ。

　と、一瞬、咲さきの姿が見えた。

　咲はかぶりを振っていた。見間違いでなければ、いつもの無表情な顔ではなくて泣きそうな顔で。

　痛かった。頭よりも別の場所が軋きしむように痛かった。

　そんな顔をするなよ。いつもの無表情でも構わないから。

　……ああ、させてるのは俺か。

　どうすればいい。どうすれば咲を泣かせずにすむ。咲にあんな顔をさせずにすむ？

　簡単だ。こいつらに勝てばいい。

　こいつらに勝って、咲を助け出せばそれでいい。

　……が、ちょいと今回は重労働だった。

　打つ手が浮かばない。

『ヴィジョン』が視えないから、まだ死なない。……と信じられるほどには、楽観的にはなれなかった。

　もう、いつ『ヴィジョン』による死の未来が視えてもおかしくはない。

　そのときにそれを避さけるだけの力が残っているか、自信がない。

　弱気になるなと、自分を奮ふるい立たせる。

　誰のためでもない。咲さきのためにも……。

　と、ぶちりと何かが千ち切ぎれる音がした。

　倒れている俺の顔に落ちてきたのは、立てかけた木材をまとめていたワイヤーだった。

　このまま木材の下敷きになどされたらたまらない。

　俺おれは飛び起き、すぐさまそこから飛びのく。

「！」

　立てかけられた木材置き場から飛び出すと、木材に押し潰つぶされた俺の姿を確認しようとしにきたのか、すぐ近くに飛鳥あすかの姿があった。

　この距離なら……。

　俺は自分を奮い立たせ、飛鳥の『音おと霊だま』を奪うばおうと飛び掛かる。

　ガッ！

　その瞬しゆん間かん、目の前に火花が散った。

　何が起きたのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　激しく何かにぶつかった衝しよう撃げきで俺は後ろにひっくり返り、地面を転がる。

　転がりながら理解する。

　……『ラビリンス』の見えない壁か。

　逆に誘さそいに乗ってしまった自分を悔くやんでいる余よ裕ゆうなどなかった。

　半身だけ起こした俺を目掛け、

「噓うそだろ」

　エンジン音を響ひびかせて、エンジンの掛かっていないフォークリフトが向かってきていた。

　そんな音まで出せるのか、なんて間の抜けたことを考えながら、俺はフォークリフトの突進を待っていた。

　体が動かず、頭だけが無意味に動く。

　こんなとき頭は効率的には動いてくれない。ただ無む駄だな思いの垂たれ流し状態だ。

　──ダメか。

　ただそれだけを考えた瞬間、頭上に組まれていた鉄骨が偶ぐう然ぜん俺の前に落ちてきて、盾たてのようにフォークリフトの突進を止めてくれた。

　……どうやら俺にもまだツキは残っているようだ。

「遅くなったな」

　背後から頼もしい声が聞こえてきた。

　狙ねらったかのようなタイミングで現れたことはこの際幸運な偶然だってことにしておこう。

　そこに立っていたのは都と和わ子こさんだった。




　　　　　　　　　◆




　飛鳥あすかの弱さ、と言ったら酷こくだろうか。

　飛鳥の『音おと霊だま』は本当なら直接的に攻こう撃げきをすることもできる。

　皮ひ膚ふが裂さける音、骨の折れる音、血管が切れる音。

　人が怪け我がをするときの音は無数に用意されている。

　でも飛鳥はそれが苦手だった。

『音霊』という『アンティーク』を使うということは同じでも、その方法による差が彼女の中には存在する。

　もしも他に方法がないのなら、または咄嗟とつさの場合なら──あるいはあえて僕がそれを望むなら、彼女はその手を汚よごしてくれるだろう。

　だけど、できるならば僕はそれを強要したくはない。

　飛鳥がわざわざ苦しむことはしたくはない。

　……これは僕の弱さだろうか。

　けれど、時間の問題だろう。

　きっと間もなく、決着はつく。

　こんなふうに彼を傷つけた僕たちを、彼女は許して協力してくれるだろうか。

　いや、それは考えないほうがいいだろう。

　もう袂たもとは分かったも同然だ。

　僕は僕の望みを果たすため、心を鬼おににするだけだ。

　飛鳥は『音霊』でエンジン音を奏かなでた。

　芸術とすら呼べるような彼女の技術に、近くのフォークリフトが応こたえる。

　動き出したフォークリフトはさほどのスピードが出ていない。だが前に載のせた鉄板の重みを考えれば十分だろう。

　脳のう震しん盪とうか全身打だ撲ぼくで行動不能になってくれれば、後は話が早い。

　僕たちは目的を達し、ここから去ればいい。

　フォークリフトは、まっすぐに彼に突っ込み──

「何？」

　降り注いだ鉄材に、その動きを止められた。

　諦あきらめすら浮かんでいた満まん身しん創そう痍いの彼の顔に笑みが戻る。

「このタイミングで来てくれるなんてね」

　その先には一人の女性が立っていた。




　　　　　　　　　◆




「随ずい分ぶん苦戦してるじゃないか」

「どうってことないですよ」

　都と和わ子こさんの憎にくまれ口が、俺おれに火をつける。わざとやっているとわかっていても、いや、だからこそ見み栄えを張らずにはいられない。

「それで、頼んだものは持ってきてくれましたか？」

　実はさっき電話で都和子さんに『アンティーク』を持ってきてくれるように頼んでいた。それがあれば打開策が見つかるかもしれない。

「頼んだものは……」

　俺が頼んだ『アンティーク』とは──『心しん声せい』だった。

　それがあればあいつらの心の声を聞くことができる。あいつらの狙ねらいも、所持する『アンティーク』も、その能力の全すべてを知ることができる。

「持ってこられなかった」

　都和子さんの言葉に頭が真っ白になった。

「どうして！」

　我に返っても、叫ぶのがやっとだった。

　やっと見えたと思った光こう明みようがあっけなく消えていく。

「探したんだが見つからなかった。置いてあったところになかったんだ。お前、勝手に前に持ち出したりしたんじゃないのか？」

「うっ。それは……」

「まったく。だからあそこには入るなと普段から言ってあるんだ」

　自じ業ごう自じ得とくとはいえ、この展開はひどすぎる。

「代わりと言っちゃなんだが、他のを持ってきた。それで何とかするさ」

「代わり？」

「説明する時間が惜おしい。先に状況を教えろ」

「そうですね。まあ、まさに最悪ってやつじゃないですか」

　俺は咲さきが囚とらわれていることや、飛鳥あすかの持つ『音おと霊だま』による攻こう撃げきを受けて絶体絶命なこと、『ラビリンス』の能力で攻撃が通じないことを説明した。

「お仲間の登場ですか？」

　都和子さんの乱入にも駿しゆんは余よ裕ゆうの笑みを崩くずさず、懐ふところから『アンティーク』を取り出した。それはさっき見た『ダウジング』とかいうやつだった。都和子さんが『アンティーク』を持っているか調べようとしているらしい。

「持ってるぞ。あたしは『アンティーク』を」

　都と和わ子こさんが隠かくしもせずにその事実をばらす。

「都和子さ……」

　だが、駿しゆんは『ダウジング』を揺らし続ける。

「教えてやったんだ。わざわざ調べなくてもいいだろう？」

「敵てきの言葉を素直に信じるとでも？」

「信じない？　違うだろ？　他に調べたいことがあるんだろう？『ダウジング』は近くにある『アンティーク』に反応する──だけじゃなく、その名を示す動きをする。知りたいのはさしずめあたしの持つ『アンティーク』の名前ってとこか」

　駿がぴくっと反応する。

「刻也ときや。向こうさんは『アンティーク』の名前を知らないと都合が悪いらしいぞ」

　都和子さんのいつもの不ふ敵てきで余よ裕ゆうの笑みを浮かべたままの指し摘てきは、駿から余裕の笑みを奪うばった。

「あなたは相当危険な人のようですね」

「『アンティーク』で悪さする奴やつにはそうかもな」

　さて、と一息つき、都和子さんは言い放った。

「うちの大事な従業員を返してもらおうか」
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　　　　　　　　　◆




　この『ダウジング』の能力は『アンティーク』の存在に反応し動きを見せる。

　そしてその動きは『アンティーク』の名称を描き出す。

　だがこの『ダウジング』は全すべての『アンティーク』に言えるように万ばん能のうではない。

　探たん索さく領域には限界があるし、距離が離れていてはその動きが不正確になる。時間が掛かるのも難点の一つだ。

　また鎖くさりから下げたペンダントの動きで判断するため、風などの外部の力にも弱い。反応を見たいだけなら構わないが、名を知りたい場合は扱いが難しい。

　屋上で『ダウジング』を使わなかった理由もそれだ。

　ビル風に煽あおられては正確な動きは期待できない。

　だがなぜ彼女がそれを知っている。

　詳くわしい。詳しすぎる。

　あの人は何者だ？　物を見ただけで『アンティーク』の名前と能力を言い当てるなんて。

　そういう『アンティーク』を所持しているということか。

　それともそれほどまでに『アンティーク』に深く関わっているということか。

　どちらにせよ、このままではまずい。

　先手を取らなければ、状況は不利になる一方だ。




　　　　　　　　　◆




「刻也ときや。『ラビリンス』と『音おと霊だま』、どっちが厄やつ介かいだ？」

　その問いに黙もつ考こうし、俺おれは『ラビリンス』と答える。

　確かに『音霊』の攻こう撃げきは厄介なことこの上ない。

　だがどちらかと問われれば、『ラビリンス』のほうだ。こちらの攻撃が無効化されている以上、あれを何とかしなければ勝ち目がない。

「わかった。あたしが『ラビリンス』を何とかする。お前は『音霊』のほうを何とかしろ」

「そんなこと……」

　できるんですか、とは最後まで問わなかった。

　この人がやると言ったらやるのだと信じることができた。

　都と和わ子こさんの登場で、向こうは動揺している。

　だが言うほどこちらに打つ手があるわけではない。

　都和子さんもその辺りがわかっているからこそ、様子見なんてせずに強引であっても奇き襲しゆうを仕掛けるのだろう。伸のるか反そるか、伸るならここしかない。

「行きます」

　俺おれは都と和わ子こさんの言葉を信じ、飛鳥あすかに向かって駆かける。

　駿しゆんが我に返り、『ラビリンス』に手を掛けたのが見える。

　だが都和子さんは『ラビリンス』を何とかすると言った。

　飛鳥が『音おと霊だま』をくわえたのが見える。

　それならば、これをどうにかするのは俺の役目だ。

　飛鳥の運動神経、判断力は高くない。迷わせれば、勝機はある。

　さっきの一連の攻防で駿と飛鳥の距離は離れていた。

　俺は駆けながら、飛鳥と俺の対角線上に駿が来るように調整する。さっきのことが頭によぎったか、飛鳥がわずかに攻こう撃げきを躊躇ためらう。

　その間にも俺と飛鳥の間合いは詰まる。

　それを見た駿が『ラビリンス』の表面を撫なで、俺を妨ぼう害がいしようとした。

　だがその前に都和子さんが行動に出た。

「……………………」

　背後からの声は聞き取れなかったが、都和子さんが何かを呟つぶやいたのがわかった。

　鈴が鳴るような心地よい音がかすかに背後から聞こえた。

　それが合図となり──

「！」

　駿の持っていた『ラビリンス』が彼の手から零こぼれ落ちて床ゆかを跳はねた。

　偶ぐう然ぜんにしてはできすぎている。

　つまりこれが都和子さんの持ってきた『アンティーク』の能力だった。今、俺の進む道を阻はばむ壁は存在しない。

「刻也ときや！」

　都和子さんの声が背中から後押しする。

　飛鳥は駿が『ラビリンス』を落としたことに驚き、反応が遅れた。我に返って『音霊』を吹くが、慌あわてて奏かなでたその音は虫も殺せないような不発の爆ばく発はつ音おんだった。

「飛鳥！」

　駿が叫ぶ。

　飛鳥は慌てて『音霊』をくわえ直そうとする。

　だが俺のほうが早い。奪うばえる。

　俺は伸ばした手で、『音霊』を奪おうとし──

　ボンッという音が響ひびき、俺はその衝しよう撃げきに吹き飛ばされた。




　──何が起きた？




　完全に間に合うと思っていた。

　飛鳥あすかが音を奏かなでるより先に、『音おと霊だま』を奪うばえると。

　だが俺おれの手が『音霊』に届くより早く、爆ばく発はつ音おんが響ひびき、俺は無ぶ様ざまに吹っ飛ばされていた。

「刻也ときや！」

　都和子さんの声で我に返った俺は、飛鳥が俺に正対して、『音霊』をくわえているのに気づいた。

　反はん撃げきするには飛鳥との距離がありすぎた。よけるには体勢が悪すぎた。

　間に合わない……。




　刻也──！




　声が聞こえたような気がした。

　気がつけば、俺は捕らえられている咲さきのすぐ傍そばに来ていた。

　その咲が声にならない声で叫んでいるのが見えた。

　見えない壁を叩たたき、届かない声を発し、俺を呼んでいた。

　その声が、俺を救う術すべを指し示していることに、気づけた。

　俺が今この場所にいるのなら──

　俺は咄嗟とつさに足元にあった一枚の鏡かがみ──『明めい鏡きよう』を手にした。

　起き死し回かい生せい。そして間かん一いつ髪ぱつ。

　俺は『明鏡』の鏡きよう面めんを飛鳥に向けて、完全なる静せい寂じやくを創つくり出した──




「『明鏡』の静寂は『音霊』の奏でる音を遮さえぎることができない」




　俺の背後から、そんな言葉が聞こえた。

『明鏡』の鏡面を向けられている飛鳥は、構わず『音霊』をくわえると、俺目掛けて爆発の音を奏でた。

　そう、音が聞こえたのだ。

　どうして……？

　信じられないものを見た俺の体は、硬直したかのように動いてはくれなかった。

　その俺の前に影が躍おどり出た。

　その影が大きな衝しよう撃げきで吹き飛び、俺の脇わきをすり抜けていった。

　それが何だったのかなんて、考える間もなかった。

　真っ白になってしまった頭でもそれはわかった。

「都と和わ子こさん！」

　俺おれは床ゆかに転がったままの都和子さんに駆かけ寄る。まるで本当の爆ばく弾だんに吹き飛ばされたかのように、いつものシャツとスーツがずたずたになっていた。そして都和子さん自身も──

「都和子さん！」

「…………」

「しっかり！　しっかりしてください！」

「……情けない声を出すな」

　都和子さんが苦しげに、けれどいつもの不ふ敵てきな笑みを浮かべて、俺に耳打ちする。

「あたしの合図で咲さきちゃんを助け出せ」

「でも、都和子さんが……」

　決して無事ではないのは一目でわかる。

「らしくないあたしのがんばりを無む駄だにするなよ」

　見れば、都和子さんの手にはいつの間にか『ラビリンス』が握にぎられていた。

　彼女は守ったのだ。自分の言葉を守ったのだ。

　俺なんかと違って。

「すいません。俺が取り損そこなったばっかりに」

　間に合うはずだった。

　俺は飛鳥あすかが音を奏かなでる前に、『音おと霊だま』を奪うばえるはずだった。

　タイミングが間に合っていたのなら、それでも奪えなかった理由はただ一つ、取り損なってしまったに他ならない。

　俺はこの場において、もっともやってはならないヘマをやらかしたのだ。

「ばーか。しっかりしろ。あの状況で取り損なうわけがないだろうが」

「でも……」

「他にも持ってるってことだろ？　何かある。お前がいいようにやられている理由がな。それに気づかなきゃ勝ちはない。だから気づけ」

　気づけ。

　それは無茶な命令だった。

　けれど、応こたえないわけにはいかない。

『ラビリンス』、『音霊』、『ダウジング』。それ以外にもあいつらは『アンティーク』を持っている。

　奥の手となるもう一つの『アンティーク』を。

　これまでの状況からわかっていることを引っ張り出す。

　俺は駿しゆんを捕つかまえようとしても捕まえることができなかった。

　俺おれは駿しゆんを殴なぐろうとしても殴ることができなかった。

　俺は駿を蹴けろうとしても蹴ることができなかった。

　これは『ラビリンス』による防ぼう御ぎよだと考えてもいい。

　だが今のはまったく別物だ。『明めい鏡きよう』が通じなかったのはまったくの別物だ。

　ビルの屋上で咲さきの持つ『明鏡』は確かに飛鳥あすかの『音おと霊だま』の音を遮しや断だんしていた。

　それなのに今はそれが通じなかった。

　蘇よみがえる。

「『明鏡』の静せい寂じやくは『音霊』の奏かなでる音を遮さえぎることができない」

　あれは駿の声だった。

　蘇る。

「『音霊』の奏でる音が引き起こす攻こう撃げきは僕を傷つけることはできない」

　あれもそうだ。

　駿が予言したように、事実がそうなってしまった。

　確かにこれまでも駿が予言したとおりに事が進んだ。

　……そうなのか？　あいつは口にしたことを現実に起こすことができるとでも言うのか？

　いや、落ち着け。そんなはずはない。

　そんなことができるのであれば──全すべてが思いどおりになるのであれば、こんな争いは起きていない。

　蘇る。

　俺が飛鳥の『音霊』を奪うばえなかったときのこと。

　あれは俺が奪い損そこなったのではない。

　確かに飛鳥は間に合っていなかった。飛鳥は『音霊』を吹いてはいなかった。

　それなのに、音が奏でられた。

　何か別の力によって。

　蘇る。

「刻也ときや。向こうさんは『アンティーク』の名前を知らないと都合が悪いらしいぞ」

　これは都和子さんの言葉だ。

『アンティーク』の名前を知らないと都合が悪い。なぜ『アンティーク』の名を知る必要があるのか。

　それが駿たちにとって重要なことだからだ。

　つながる。

　駿の持つもう一つの『アンティーク』の能力。

　今持ちうる材料の中で出た答えはただひとつ。

　駿は名を知る『アンティーク』の能力を操ることができるのだ──

「刻也ときや、いいか？」

「はい」

　次の行動は決まった。

「この『アンティーク』の能力を発動させる魔法の言葉を教えてやる」

　都と和わ子こさんは弱々しい声で俺おれに魔法の言葉を耳打ちし、持ってきた『アンティーク』を握にぎらせる。

　それはとても小さな球体の『アンティーク』。重みすら感じないはずのそれが、今はとても重く感じられる。

「ただし能力の特性上、何度も使えない。おそらくあと一回が限界かもしれない。ここぞというとき以外使うなよ」

「はい」

　都和子さんは俺を突き飛ばした。

　それが合図だった。

　都和子さんの指が『ラビリンス』の表面を撫なでた。……その手が力を失ったように床ゆかに落ちたのが見えた。

　見えたとしても、俺は走り出すのを止やめなかった。

　都和子さんに背を向けて振り向く。

　俺は駿しゆんに襲おそい掛かった。

　飛鳥あすかが咄嗟とつさに『音おと霊だま』を口にくわえようとし──そして気づく。

『ラビリンス』の見えない壁はその行く手を阻はばんでいた。

　飛鳥の『音霊』を持つ手が、笛ふえを奏かなでるべき口へと辿たどり着くことを。

「『ラビリンス』は飛鳥の行動を防げない」

　駿の言葉が、飛鳥に再び力を与える。

　出し惜おしみはなしだ。

　飛鳥が『音霊』で破は壊かいの音を奏でるより早く。

　俺は都和子さんから受け取った『アンティーク』を手にする。

「残念。もうその『アンティーク』の名は調べ終えたよ」

　駿は『ダウジング』を手に、ほくそ笑む。

　名を知る『アンティーク』であればその能力を操ることができる。

　だが遅い。俺は構わず、都和子さんから教えられた魔法の言葉を唱えた。

　瞬しゆん間かん。

　崩ほう壊かいしたビルの天てん井じようのコンクリート塊かいが駿と飛鳥の頭上に降り注ぐ。

『音霊』のときのような直接攻こう撃げきではなく間接的な攻撃なら、能力を操ったところで、もう誰にも止めることはできない。




「──は僕と飛鳥あすかには降りかからない」




　だが駿しゆんは構わずに宣言した。

　この『アンティーク』の能力を操る言葉を。

　蘇よみがえる。

　それは体育館。東とう條じようさんの学校でのことだ。

『音おと霊だま』が割った体育館の天てん井じようから降りかかるガラス片に対して、彼らはどうしていた？

　あの学校の生徒はガラス片に切り裂さかれ大怪け我がを負った。

　東條姉妹は所持していた『幸運』のバングルによって運良く免まぬがれた。

　俺おれは『ヴィジョン』の視みせた未来で事象を先読みし、咲さきを抱かかえてかわすことができた。

　では駿と飛鳥は？

　……彼らはガラス片をよけていなかった。余よ裕ゆうの笑みを浮かべそこに立っていただけだった。

　まるでガラス片をよける必要がないかのように。

　正しくは。

『音おと霊だま』の能力で割ったガラス片をよける必要がないかのように。

　さっきもそうだ。

　駿が『音霊』を操って音を奏かなでたのではない。その前の、飛鳥の奏でた不発の爆ばく発はつ音おんを本物の爆発にしてみせたのだ。

　つまり、駿の持つ『アンティーク』は『アンティーク』の能力を操るものじゃない。




　──『アンティーク』の能力が起こす事象そのものを捻ねじ曲げることができるのだ。




　それは体育館での出来事を焼き直しするかのように。

　天井から崩ほう落らくしたコンクリ塊かいは、一歩も動かずそこに立つ駿と飛鳥を避けて地面を叩たたいた。

　浅かった。俺の読みは足らなかった。

　また、俺は読み間違えたのだ。

　駿の口元に、薄い笑みが戻る。

「飛鳥！」

『ラビリンス』の壁から逃れた飛鳥が、『音霊』をくわえ、俺に狙ねらいを定める。

　咲の姿が見える。

　せめて、お前だけでも逃げてくれ。

　だが、俺の願いは届かなかった。

　咲の馬鹿は、そのまま逃げればいいものを、囲いを取り払はらわれたのを好機と見て、自分に背を向けた飛鳥あすかの『音おと霊だま』を奪うばいにかかった。

　その拍ひよう子しに、俺おれに向けていた照準がずれた。

　飛鳥がまた俺に狙ねらいを定めるまで時間ができる。

　駿しゆんを何とかできないのなら、飛鳥のほうを何とかする。

　それならばまだ間に合うかもしれない。

　間に合う──そう思っていた。

　飛鳥が俺を攻こう撃げきするよりも、俺が飛鳥へと辿たどり着き『音霊』を奪うほうが今度こそ早いと。

　だが俺は勘かん違ちがいをしていた。

　それは間に合うとは言わない。

　俺が間に合わなければならなかったのは、駿を攻撃することでも飛鳥から『音霊』を奪うことでもなく、咲さきを救うことだった。そんな大事なことも俺は忘れていた。

『音霊』を奪おうとした咲に、飛鳥は照準を合わせる必要はなかった。

　そんなことをするまでもなく、咲は飛鳥の目の前にいたのだから。

　まるで都と和わ子こさんのときと同じように、咲は『音霊』の攻撃によって吹き飛ばされた。

　……俺は確かに、飛鳥が俺を攻撃するよりも早く辿り着いた。

『音霊』の攻撃によって傷ついた咲の元に──

　そして。

　とどめとばかりに飛鳥が俺と咲に向けて、『音霊』をくわえる。

　俺にできたのは咲の上に覆おおいかぶさることだけだった。




　　　　　　　　　◆




　こんなつもりではなかった。

　こんなふうに誰かを傷つけるつもりはなかった。

　飛鳥に傷つけさせるつもりも。

　それだけ僕たちは追い込まれていたということであり、余よ裕ゆうを失っていたということだ。

　自じ業ごう自じ得とく、と言っては厳しいかもしれないが、これは彼らが招いたことでもあった。

　僕たちは目的をすでに果たした。

　多少強引ではあったけれど、仕方がない。

　だが、来くる栖す刻とき也やが間に合わず、僕たちがここから逃げおおせていたのなら、ここまでの惨さん事じにはならなかっただろう。

　これも『アンティーク』を知る者同士には避さけられない運命だったということか。

　だったら僕はその運命を変える。

　そのために僕はここにいるのだ。

　……なんて、慰なぐさめを言ったところで僕の気は晴れない。




　　　　　　　　　◆




　どのくらい意識を失っていたのだろう？

　気がついたとき、目に入ったのは去ろうとする駿しゆんと飛鳥あすかの背中だった。

　二人が素通りするすぐ脇わきに都と和わ子こさんが倒れているのが見えた。

　おかしい。咲さきがいない。

　咲はどうしたのだろう。

　咲は？

　そうしている間にも、駿と飛鳥は歩いていってしまう。

　だが別にどうでもよかった。

　あいつらのことなどもうどうでもいい。

　咲は？　咲はどうした？

　……ああ、いた。

　すぐ近くにいるじゃないか。

　すぐ近くで……倒れているじゃないか。

　俺おれは這はうようにして咲の元に行く。

　顔が逆側を向いている。

　背中を俺に向けている。

　そうしている間にも、駿と飛鳥はビルから出ていこうとしていた。

　別にいい。

　負けだってことでいい。

『アンティーク』を奪うばわれたって構わない。

　咲が無事なら、それで……。

「……咲？」

　俺は力なく横になっている咲を転がすように俺のほうに向けた。

　その体は力なく反そり返り、全体重を俺に預けていた。

「……咲。……咲？　おい、しっかりしろよ。おい！」

　俺は咲を揺さぶった。

　だが反応はなかった。

　と、はらりと咲の顔を覆おおっていた綺麗きれいな銀ぎん髪ぱつが流れ落ちた。

「────！」

　そのとき、俺は理性の焼き切れる音が聞こえた。
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「あああああああああああああああああ！」




　俺おれは野や獣じゆうのような咆ほう哮こうを上げた。

　駿しゆんと飛鳥あすかが驚いたように振り返る。

　俺はビルを出ようとしている二人に襲おそい掛かった。

　捕とらえられないことはこれまでのことでわかっていた。けれど、それを考える理性は残っていなかった。

　立ち向かい、捕らえられず、無ぶ様ざまに転ぶ。すぐに起き上がり、また向かっていく。

　床ゆかに頭を打ち付けても、壁にぶつかっても、立てかけられた資材に激突しても。

　その繰り返し。

　闘牛士を相手にする闘牛のように、俺は駿に襲い掛かった。

　届かなかろうが、意味がなかろうが、無様だろうが、俺はそれを続けた。

　体力が尽き、すぐに起き上がることができなくなっても、それは続いた。

「そろそろ理性が戻った頃かな？」

　それを見計らっていたかのように、駿が口を開く。

　だが──

「……戻るかよ」

　あんな真似まねをされて、誰が理性的になどなれるものか。

「何であんな真似をした？」

　俺おれは立ち上がる時間を稼かせぐために、問いかけた。

「何であんな真似をした！」

「目的のためだよ」

「目的、だと？……」

「そろそろ僕の持つ『アンティーク』の能力には気づいているんじゃないか？」

「名を知る『アンティーク』の能力が引き起こす事象を捻ねじ曲げる」

「さすがだ。正解だよ。それが僕の持つ『アンティーク』の能力だ」

「それでなぜ──」

「でもそれだけでは僕たちの目的は果たせない」

　駿しゆんは続けた。

「この世界は不平等だと思わないかい？」

「青いこと言ってんじゃねぇ。世界は不平等なもんだ」

「そう。世界は誰にでも平等に不平等だ。それがあるべき姿なんだ。でもその不平等を自分に都合よく捻じ曲げることができるものがある」

「それは……」

「そう。『アンティーク』だ」

　駿は初めて熱をもって語る。

「以前の『幸運』の『アンティーク』の件なら君も知っているだろう？　誰にでも平等に与えられた不平等で不均一の幸運と不運。それを自分に都合よく幸運だけを起こそうとしていた。あれだけじゃない。全すべての『アンティーク』が自分にのみ都合のよい事象を導く。僕はね、それが許せないんだ」

「だから？」

「だから、僕は捻じ曲げ直すんだ。『アンティーク』によって捻じ曲げられた世界を、元のあるべき姿に捻じ曲げ直す。それが『アンティーク』を知った僕に与えられた使命なんだ」

「同じだな」

「？」

「他の奴やつらと同じだ」

　俺はせせら笑う。

「他の『アンティーク』に踊おどらされている奴らと同じだって言ったんだよ。お前が今馬鹿にした、自分の幸運のことだけしか考えてなかったあの子と大差ない。使命だなんて青いこと言ってる分、よりタチが悪い」

「聞き捨てならないね。彼女たちとはまったく違う」

「どこが違う？　こんな真似まねをして自分にとって都合のいい『アンティーク』を手に入れるだけのお前らが……」

「目的のためだと言っただろう？　足らないんだ。世界を変えるためには、僕の持つ『アンティーク』だけでは足らない。『アンティーク』の起こす事象は捻ねじ曲げきれない。起きたそのときに事象を捻じ曲げることができても、起きる前に捻じ曲げることはできない。だから……」

「だから……？」

「僕には必要なんだ」

　それは、もっとも聞きたくなかった言葉──




　　　　　　　　　◆




『アンティーク』の引き起こす事象を捻じ曲げる『アンティーク』──『魔ま道どう書しよ』。

　それは一冊の本の形をした『アンティーク』。

　そこに書き記した言葉は呪じゆ文もんとなり、それを唱となえたときに魔法は発現する。

　どんな『アンティーク』の能力が引き起こした事象をも捻じ曲げることができる。

　制限は事前に書き記していない事象は、唱えても発現させられないこと。

　私利私欲で『アンティーク』を使っている者を『ダウジング』で突き止め、その『アンティーク』が引き起こす所持者に都合のよい事象を正しい方向へ捻じ曲げる。あわよくばその『アンティーク』を奪うばうか破は壊かいする。

　それが僕の使命だった。

　だが事前に書き記すという制約は、僕の目的を大いに阻はばんだ。

『アンティーク』によって起こりうる事象を、そしてそれを捻じ曲げるべき結果を事前に全すべて書き記しておかなければならない。

　事前に書き記すということは、起こりえるべき事象を予想しなくてはならない。

　けれど、人にそんなことは不可能だ。

　僕は未来を予知できるわけではない。

　だから遭そう遇ぐうしたときに予想したことを書き記す。少しでも多くのことを書き記す。何が起きてもいいように。

　けれど、人は僕の予想を上回る。予想を覆くつがえす行動を取る。

　そのはずれた予想のせいで、何度苦く汁じゆうを舐なめただろう。どれだけ取りこぼしてきただろう。

　救えるはずの人を、命を、幸せを。

　人々を救える力を持ちながら、何度も失敗した。

『アンティーク』の能力を捻ねじ曲げる能力を持ちながら、何もできなかった。

　この無力感に、どれほど苛さいなまれてきたか。

　だから僕は求めた。

　僕の目的を果たすために必要なもう一つの『アンティーク』を。

　だから──

「僕には必要なんだ」

　この世界のあるべき姿──誰にとっても平等に不平等な世界へと変えるために。

「未来を予見する『アンティーク』が──」




　　　　　　　　　◆




　こいつはもう一人の俺おれなのかもしれない。

『アンティーク』を持ち、その能力は誰かを救える可能性を秘めたもので、けれど救えなかった人たちが大勢いて、それでも少しでも救うことができたならと思って、また救えなくて。

　その繰り返し。

　知ってしまったから。

　力を持ってしまったから。

　だから諦あきらめきれない。

　もしも最初から知らなければ、あるいは何もできなければ、諦めることができたかもしれないのに。

　けれど、それを聞いても許すことはできない。

　こいつは咲さきを傷つけた。

　咲を──咲の顔を見たとき、俺の理性は焼き切れた。

　なぜならば。




　咲の眼めには、瞳ひとみがなかった──




　空くう洞どうの眼がん窩かが伝える事実が重くのしかかる。

　それは残ざん酷こくで、無情な事実。

　咲が俺のために犠ぎ牲せいになったという事実。

　それがもっとも許せない。

　駿しゆんたちの狙ねらいは『アンティーク』だった。

　奴やつらの持つ『ダウジング』は、『アンティーク』の所持の有無とその名前しかわからない。

　だから能力を知るために、俺たちを尾び行こうしていた。もしかすると、体育館やコンサートホールでのことで怪しみ、当たりをつけていたのかもしれない。

　そして気づいたのだろう。

　俺おれが所持する『アンティーク』──『ヴィジョン』が、未来を予見するものなのだと。

　だがあいつらには一つの誤算があった。

　それは俺と咲さきが常に一いつ緒しよにいるところしか見ていなかったこと。

　だからあいつらは勘かん違ちがいをした。

　未来を予見する『アンティーク』の所持者が俺ではなく、咲なのだと。

　そしてあいつらは、咲から眼めを奪うばった。

　許せない。許すわけにはいかない。

　たとえ何があっても俺はあいつらを許すことはできない。

　許しはしない。

「目的は果たせた。そろそろ行かせてもらうよ」

「このまま行けると思っているのか？」

「君に止められるのかい？　君が頼りにしているあの女の人が持ってきた『アンティーク』は、もう僕のものだよ」

「……お前は俺から『アンティーク』を奪っていい気になっているみたいだがな。もう仕込みは終わっている。お前が持っていても同じだ」

　俺には都と和わ子こさんから教えてもらった魔法の言葉がある。

「へぇ。だけど、僕はもうこの『アンティーク』の名を知っている。仮に事前に何をしていたとしても、この『アンティーク』を奪い返せたとしても、その事象を捻ねじ曲げることができる。さっき証明してみせただろう？」

「今度のはお前の『アンティーク』でも止められない。試してみるか？」

「それはこちらの台詞せりふだよ」

「……本当に試してみるか？」

「しつこいね。やってみればいい」

「そうだな」

　俺は都和子さんに教えられた魔法の言葉を唱となえる。




「偶ぐう然ぜん、倒とう壊かいした資材がお前に倒れかかる──」




　俺の言葉に呼応したかのように、立てかけられていた資材が揺れ、駿しゆんに向かって倒れ始めた。

　資材は三メートルはある大きく、重い鉄骨。

　下敷きになればただではすまない。

　だが駿はその場から一歩も動かずに静かにそこに立っている。

　避さける意思はない。

　そうする必要がないからだ。

　事象を捻ねじ曲げればすむからだ。

　東とう條じようさんの学校の体育館で、降りかかる無数のガラス片の中、微動だにせず立っていたときのように。

　駿しゆんは静かに言葉を紡つむぐ。

　奴やつの持つ『アンティーク』に記しただろう言葉を。

　先ほどの攻こう撃げきを防いだのと同じ言葉を。

　都と和わ子こさんから託たくされた魔法の言葉を捻じ曲げる、呪のろいの言葉を。




「『ペンデュラム』の起こす偶ぐう然ぜんは僕には降りかからない──」




　それで起きるべき事象は捻じ曲げられる。

　傾いた鉄材は、まるであの体育館での無数のガラス片のように、駿を避けて床ゆかを叩たたく──はずだった。

　だが、傾いた資材は駿のいる軌き道どうから逸それることなく、倒れてくる。

　ゆっくりと勢いを増して、まっすぐに、ただまっすぐに物理法則にしたがって、それ以外の力に捻じ曲げられることなく、倒れてくる。

　その先には駿がいる。

　倒れる鉄材は、駿をよけない。

　駿は、倒れてくる鉄材をよけない。

　──時々自分が嫌いやになる。

　咲さきがあんな目に遭あい、理性が焼き切れても、どこかであいつを倒す方法を計算している自分がいた。

　漫画のヒーローみたいに理性を失って強くなれるなら、きっとそうしていただろう。

　でも俺にはできない。そんな力はない。

　だから策を弄ろうする。

　小こ細ざい工くを駆く使しする。

　噓うそをつく。

　鉄材がこのタイミングで倒れるように暴れる策を。

　起きうるべき必然を、偶然と見せかけるような小細工を。

　鉄材が倒れる寸前に、偶然を装う「魔法の言葉」という噓を。

　都和子さんが俺に託した『アンティーク』は意図的に偶然を引き起こすもの。

　だがこれは『アンティーク』の起こした偶然ではない。

　偶ぐう然ぜんに見せかけた、俺おれの引き起こした必然。

　だから駿しゆんの持つ『アンティーク』では、その呪のろいの言葉では、事象を捻ねじ曲げることは──できない。




「────！」




　駿を避さけて倒れるはずの鉄材。

　それはゆっくりと、だが確かに駿の真上に軌き道どうを保ち、倒とう壊かいした。




　　　　　　　　　◆




　目を覚ました僕の前に、来くる栖す刻とき也やと都と和わ子こという名らしき女性が立っていた。

　彼女の手には黒革かわの銀糸の刺し繡しゆうが施されている本が一冊さつ。それが僕の『アンティーク』──『魔ま道どう書しよ』だった。

　意識を失っている間に、全すべて奪うばわれてしまったようだ。

「運が良かったな」

　来栖刻也が僕を見下ろしてそう言った。

　鉄材に囲まれた僕の周囲。彼が顎あごで示す僕のすぐ隣となりには、飛鳥あすかがいた。

　その腕うでから見えたのはバングル──他者に幸せを分け与えてその代だい償しようとして新たな幸運を導くもの。

　飛鳥は危険を顧かえりみず僕の命を救い、その代償として幸運を得て、自らの命も守ったということか。もしも彼女が僕を助けてくれなければ、僕は鉄材の下敷きになって死んでいたのかもしれない。

「なるほどな」

　と、都和子という女性が『魔道書』のページを繰る。

「お前の推察どおりのことが書かれているよ」

「そうですか」

　来栖刻也は『魔道書』の特性を摑つかみ、あんなブラフを仕掛けたのか。

　完全にしてやられたというわけだ。

「それで僕をどうするんですか？」

　パタンと『魔道書』を閉じて、彼女が僕を見下ろす。

「君は『アンティーク』を集めているそうだね」

「……ええ」

「わたしも『アンティーク』を集めている」

「僕をその辺のコレクターと一いつ緒しよにするな……」

「この世界から『アンティーク』がなくなるといいと思いながら、ね」

「…………」

　隣となりにいる来くる栖す刻とき也やも驚いたような顔をした。

「『アンティーク』は人を不幸にする。わたしは『アンティーク』なんてこの世界からなくなったほうがいいと思っている」

「それについては同感ですね」

「奪うばってまで、とは思っていないけれどね。できれば皆が自分から手放してほしいと思っている」

「甘あまい人ですね」

「ああ。日和見ひよりみ主義なんだ」

「それでは僕と同じとは言わない」

「けれど、その中には君も含まれているんだ。『アンティーク』は人を不幸にすると言っただろう？　だからこそ君は『アンティーク』を持つべきじゃない」

「……なるほど。少し考えが違いますね。僕はね、『アンティーク』は人を不幸にすると思っていますが、それは他者を不幸にするという考えです。所持者の不幸なんて知ったことじゃない」

「自分が不幸になってもいいと？」

「私利私欲のために『アンティーク』を使い、振り回されて不幸になる奴やつらと一緒にしないでください。僕は目的のために『アンティーク』を使っているだけです。それに、もしも仮に僕が不幸になったとしても、それでこの世界を正しく導くことができれば……、『アンティーク』によって不幸になる人たちを救えるのなら僕は本ほん望もうだ」

「その目的とやらは、刻也から聞いたよ」

　彼女とは話をする価値があった。だからこそ心配になった。僕の目的は、正しく伝わっているだろうか。

「運命は定められている。この世界は誰にも平等に、不平等な運命が定められている。それを自分に都合よく捻ねじ曲げるのが『アンティーク』だ。僕はそれを元の形に正すんだ」

「わたしも君と似たような考えを持っている。だからこそ言っている」

「だからこそ？」

「運命は定められている。そこに干かん渉しようできるのが『アンティーク』だ」

「そのとおりです」

「けれど、運命は元に戻ろうとする力を持っている。それは不幸を呼び込む。だから『アンティーク』は人を不幸にする。君が目的のために動けば、君には不幸しか訪れない」

「あなたは僕に近い考えを持っている。なのに、どうして僕を否定するんですか？　矛む盾じゆんしている」

　この人は僕と近い考えを持っている。いや、同じ考えと言ってもいい。

『アンティーク』は人を不幸にするもので、この世界からなくなったほうがいいものだ。だからこそ僕はその目的のために動いているのに、彼女はそれを良しとしない。

　たとえ僕に不幸が訪れることになろうとも、それは本ほん望もうなのに。

　彼女は僕を心配しているのだろうか。

　そんなものは不要なのに……




「君が一つだけわかっていないことがあるからだよ」




　だが、彼女の口にした言葉は違った。

「何ですか？　何がわかっていないと？」

「君は『アンティーク』によって不幸になる人々を救うと言った」

「そうです」

「でも君が『魔ま道どう書しよ』を使って起こした行動で、不幸になる人もまた生まれる。君はそれをわかっていない。わかってもそれを背負えない」

「…………」

「君が幸運の『アンティーク』の恩恵を受けていた少女を正したために、大勢の高校生が傷ついた。君が『入いれ替かえ人形』を用いていた少女を正したために、その母親が命を落とした。君が大勢の人を救おうとしたことで、刻也ときやと咲さきちゃんが傷ついた。……君は目を背そむけている。自己の正当性に隠かくれて、見たくないことから目を背けている。だからわたしは君の行動を支持できない。もしも『アンティーク』の不平等を正したいのなら、『アンティーク』を使わないで成すべきだ。それがどれほど困難な道であっても。そうでなければ君の言葉は、誰も動かせない」

　……彼女の言葉は正論だった。

　だけど、だからこそ僕には響ひびかない。そんな正論は『アンティーク』を私利私欲のために使っている奴やつらの思う壺つぼなんだ。

「だからあなたの考えは甘あまいと言うんだ」

　残念だ。飛鳥あすかのような賛同者ではなく、僕と同じ考えを持つ人が他にもいたと思ったのに。

「……一つ賭かけをしよう」

　彼女はそう言った。

「『ラビリンス』を置いていく。君がそれを手放すことができれば、迷めい宮きゆうから出ることができる」

「それに何の意味が？」

「すぐに意味はわかる」

　彼女はそう言って、来くる栖す刻とき也やを連れてその場を去っていった。

　僕たちの持っていた『魔ま道どう書しよ』も『音おと霊だま』も『ダウジング』も『フォーチュン』も持っていかれてしまった。彼女たちの持っていた『アンティーク』は言わずもがなだ。

　目の前にあるのは僕の『ラビリンス』だけだ。

　確かに今の僕は動けない。

『ラビリンス』を持つ僕は、『魔道書』に記され、彼女が唱となえた呪のろいの言葉に束そく縛ばくされている。

　けれど、捨すててしまえばそれで終わりだ。

　まったく『魔道書』まで使って何がやりたいのやら。

　僕の追つい撃げきを阻はばむための時間稼かせぎといったところか。

　だけど、こんなもの時間稼ぎにもなりはしない。

　僕は『ラビリンス』を捨てようとし──なぜか手が止まった。

　これを手放した瞬しゆん間かん、僕は『アンティーク』を一つも所持していないこととなる。

　妙みような感覚だった。

　それは全身が痺しびれるような妙な感覚。




　トンッ。




　肩かたを叩たたかれ、僕はビクッと振り返る。

　いつの間にか目を覚ましていた飛鳥あすかが肩を叩いただけだったことに気づき、僕は深い息を吐はく。

　どうしたの、と言いたげに飛鳥が顔を覗のぞきこんでくる。

　何でもないと首を振り、僕は状況を説明する。

「（追いかけるの？）」

　無事だった携帯電話で飛鳥が問いかけてくる。

　もちろんだと僕は頷うなずく。

『アンティーク』を取り返さなくては僕は戦えない。




「もしも『アンティーク』の不平等を正したいのなら、『アンティーク』を使わないで成すべきだ。それがどれほど困難な道であっても。そうでなければ君の言葉は、誰も動かせない」




　彼女のそれは綺き麗れい事ごとだ。

　彼女の言うような甘あまい考えを僕は持てない。

　戦うためには武器が必要なのだ。

　だから僕は『魔道書』を取り返しにいく。

　彼女の残した唯一の『アンティーク』を捨てて──

「…………」

　だけど、僕の手はその考えとは裏うら腹はらに小さな黒い箱を捨てなかった。まるで呪のろいのように『ラビリンス』は僕の手に張り付いている。

「（どうしたの？）」

　動かない僕を、飛鳥あすかが不思議そうに見ている。

『ラビリンス』を捨すて、『アンティーク』を取り返さなければならない。そうしなければ僕は戦えない。

　だけど、『ラビリンス』を捨てて、『アンティーク』を何一つ持たない状態になることを、僕は拒否している。

　……僕は『アンティーク』を手放すことを恐れている。

　これまで手に入れることはあっても、手放すことはなかった。

『アンティーク』を知ってから、『アンティーク』を持たないときなどなかった。

　僕は自分が『アンティーク』に依い存そんしていることに気づかされる。

『アンティーク』を手放さなければ僕はここから動けない。

『アンティーク』を手放すことを僕は恐れて捨てられない。

　この二に律りつ背はい反はんの矛む盾じゆんの中、僕はこの迷めい宮きゆうを抜け出すことができない。




　　　　　　　　　◆




「もしも『アンティーク』の不平等を正したいのなら、『アンティーク』を使わないで成すべきだ。それがどれほど困難な道であっても。そうでなければ君の言葉は、誰も動かせない」

　都と和わ子こさんの言葉が蘇よみがえる。

　それを甘あまい考えだとあいつは一いつ蹴しゆうした。

　だが、それが自分の弱さだと、あいつは気づくことができるだろうか。

　気づかなければあいつは一歩も動くことはできない。

　気づくことができれば新しい一歩を踏み出すことができる。

　そのとき、あいつは改めて『アンティーク』を求めるのだろうか。

「随ずい分ぶんと難題を吹っかけましたね」

　俺おれが言うと、都和子さんは苦い笑みを浮かべた。

「あたしが言えた義理じゃないけれどな」

　それは自じ嘲ちようだった。

「でも、間違ったことは言っていないと思いますよ」

『アンティーク』の恩恵に与あずかる人間が、他者に『アンティーク』を捨てろと言ってもきっと届かないだろう。

　都と和わ子こさんが浮かべた自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みは、まるで鏡かがみを見ているかのようだった。

『アンティーク』は人を不幸するという都和子さんの考えを理解する俺おれも、『アンティーク』を所持しているし、それを手放すことができていない。

　これまで他者に言葉が届かず、歯がゆい思いをしたこともある。

　その原因を、突きつけられたような気がする。

　彼のような大望を持つわけではないが、近いことをしたこともある俺としては耳が痛い。

　もしかしたら、都和子さんは俺を見ても、そう思っていたのだろうか。

　それとも俺には信頼を寄せてくれているのだろうか。

　少し怖くて聞くことができない。

　それに。

「一つ聞いてもいいですか？」

　俺にはそんなことより聞かなければならないことがある──




　──駿しゆんを倒したすぐ後のことだ。

　俺は眼めを失った咲さきに駆かけ寄り、抱だき上げた。

　腕うでの中でぐったりと力なく仰のけ反ぞる咲を見て、その重みを感じて、俺の中に生まれた恐怖が実感を持つ。膨ふくれ上がる。

　咲の顔を直視することすらできない。

　早く！　早く！　病院へ！　救急車を！

　携帯電話で救急車を呼びつけ、少しでも早くと咲を外に運ぼうとする。

　鉄材を乗り越えようとして、駿の体が隙すき間まから見えた。

　その瞬しゆん間かんまでは、駿の生死などすでに頭になかった。どうでもよかったとすら言ってもいい。

　だが咲の危機をその腕で感じた今、改めて殺意が芽生えた。意識のない駿を蹴けり殺してやろうとすら思えた。

　今度こそ、理性が焼き切れてしまった。

「刻也ときや！」

　その俺の腕を引きとめたのは、意識を取り戻した都和子さんだった。

　飛鳥あすかの攻こう撃げきで傷ついてはいたが、立って歩くことはできるようだった。

　だがその無事に安堵あんどする余よ裕ゆうもないほどに、俺は殺気立っていた。

「やめておけ」

「けど、こいつは咲を！」

「咲ちゃんならだいじょうぶだ」

「どこを見ればそんなことが言えるんですか！」

「だいじょうぶだ」

「咲さきは眼めを……」

「だからだいじょうぶなんだ！」

　都と和わ子こさんが声を荒げて俺おれを黙だまらせる。

　それは決意を持った声だった。

「……咲ちゃんの眼もお前と同じ義眼なんだ」




「……あれはどういう意味だったんですか？」

　あの言葉がなければ、俺は今こんなふうに冷静ではいられなかったかもしれない。

　咲は飛鳥あすかの攻こう撃げきを受けたものの、意識を失っているだけで大きな外傷はない、という都和子さんの判断だった。

「咲の眼が義眼なのはわかりました」

　だけど、どうしても気になる言葉がある。

「俺と同じっていうのは……」

　駿しゆんたちは未来を予見する『アンティーク』を求めていた。

　その駿たちは俺の『ヴィジョン』を手に入れようとして、誤って咲の眼を奪うばったのだと思っていた。

　だが、違うのか。

　駿たちが追っていたのは、本当に咲だったのか。

　そうであるならば、咲は未来を予見することができたということか。

　そうであるならば、咲の義眼は……。

「聞きたいことがあるなら、本人に聞きな」

　都和子さんは言葉を濁にごす。

　それは拒絶とも取れる言葉だった。

　ちょうど救急車のサイレンの音が聞こえてくる。

　俺はそれ以上何も聞けずに、口をつぐむ。

　それで、この話は終わりだった。

　そう。

　終わりにすれば、よかった。

　終わりになれば、よかったのだ……。













　　　第四章　過去







　人間は忘れることのできる生き物だ。

　だから記き憶おくは薄れていく。

　たとえそれが大事なことであっても。

　たとえそれが印象的なことであっても。

　たとえそれが忘れてはいけないことであったとしても。

　いつか人は忘れてしまう。

　だけど、人は記憶を補正する。

　意識的に、あるいは無意識的に。

　だから、過去の記憶というやつは。

　他の記憶と交じり合い、思い込みに上書きされて、少しずつ塗り変わっていく。

　例えば、初めて出会った日のことが二人の中でずれてしまうのはそのためだ。

　だってそうだろう？

　二人の出会いは一度しかないのだから。

　その事実が変わってしまうことなんてない。

　だからもしも二人の出会いの記憶がずれていたら。

　それは単なる思い違い。

　些細ささいな記憶違いに過ぎないのだ。




　　　　　　　　　◆




　わたしの世界は光り輝いていた。

　ありふれた日常も、幼いわたしには光り輝いて見えていた。

　毎日お母さんに起こされる朝の目覚め。

　学校に行ってする友達との他愛たわいないお喋しやべり。

　授業で教わる新しい知識。

　家族で囲む夕食の団だん欒らん。

　休日にお父さんとお母さんと出掛けるお買い物。

　時々出掛ける、知らない土地への家族旅行。

　見るもの、聞くもの、感じるもの、その全すべてが光り輝いて見えていた。

　その頃は、笑顔だって自然に浮かべていたと思う。

　そう。わたしの世界は確かに光り輝いていた。




　その日も世界は光り輝いていた。

　きらきらとまるで星が降ってきたかのように光り輝いていた。

　もちろん錯さつ覚かくだった。

　降ってきたのは星ではなかった。

　だってそれは星が降るはずのない昼間だったから。

　星ではないその光は、わたしの両の目に注がれ──

　わたしはその日、光を失った。

　そして。

　わたしは義眼を手に入れることとなる。

　その義眼はとてもよくわたしに馴な染じみ、まるで本物の目のようによく見えた。

　本物の目以上に、よく見えた。

　光を失ったわたしが、光を再び手に入れるその代だい償しようとして見えるようになったもの。

　それは──




　──未来。




　　　　　　　　　◆




　穏おだやかな時間だった。

　つい数時間前の争いなど、まるでなかったかのように静かに時が流れている。

　だが、その争いの爪つめ痕あとは確かに残っている。

　咲さきが運び込まれた病院の一室。

　その白いベッドの中で、咲は静かに眠ねむりについている。

　一通りの検査を終え、俺おれは医師の結果報告を待っていた。数日の入院はあるものとして、都と和わ子こさんは付つく喪も堂どうに一度戻り、着替えなどを取りに帰っているところだ。

　同室の患かん者じやもなく、話し相手もない。時折、開けた窓から流れ込んでくる風がカーテンを揺らして衣きぬ擦ずれの音を立てる。

　その音だけが『明めい鏡きよう』の作り出した静せい寂じやくの空間でないことを証明している。

　そんな穏やかな静寂。

　咲はあちこちにすり傷の類たぐいがあるが、呼吸は穏やかで、表情も落ち着いている。

　その表情は穏やかではあるが、無表情そのものだった。

　最近の咲さきは少しずつ感情が表情に出るようになっていて、俺おれもそれが少しだけならわかるようになってきた。

　ただ、今の咲の寝顔は会って間もない頃のようだった。

　まだ咲と出会ってそれほどの時間は過ぎていない。

　それでも過ぎ去った時間の長さを実感する。

　咲との出会いは、とても印象的で忘れることのできないものだ。

　咲との出会いが、俺と都と和わ子こさんを巡めぐり合わせ、そして『アンティーク』と引き合わせた。

　咲との出会いが、全すべての始まりだった。
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　夢を見ていた。

　夢を夢と認識できるほどに意識は覚かく醒せいしていて、けれど体は動かない。

　あれからどうなったのだろう。

　刻也ときやは無事だろうか。

　わたしはどうなってしまったのだろうか。

　誰かが傍そばにいるのを感じる。

　刻也、だろうか。

　それとも駿しゆん、と呼ばれていた彼だろうか。

　刻也であってほしいと思い、確かめる声はまだ出ない。

　仮に傍にいるのが、刻也でなかったとしても、無事でいてくれればそれでいい。

　夢の狭間はざまで現実への想いが通り過ぎていく。

　それを捕つかまえられるほどには、まだわたしは覚醒していなかった。

　だからすぐに夢に吞のみ込まれた。

　夢は嫌きらいだった。

　夢に紛まぎれて見えるものが嫌いだった。

　でもその夢は、懐なつかしい夢だった。

　なぜ今さらになってこんな夢を見るのだろうか。

　見るには辛つらく、だけど大切な、わたしには一生忘れることのできない思い出をなぞる夢。

　それは刻也と出会ったときのこと。

　刻也と出会ってもう長い時間が過ぎた。

　過ぎ去った時間の長さを痛感する。

　けれど、決して色褪あせない大切な思い出。

　刻也との出会いは、とても印象的で忘れることのできないものだ。

　刻也ときやとの出会いが、わたしと都と和わ子こさんを巡めぐり合わせ、そして付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんと引き合わせた。

　刻也との出会いが、全すべての始まりだった。
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　俺おれはその日も放課後のアルバイトに精を出していた。

　まだ付喪堂で働く前の話。

　そのときは派は遣けん会社のアルバイト要員に登録をしていて、要よう請せいがあれば何でもやっていた。スーパーの特売の店員、イベントの列整理、ビル掃そう除じや駐ちゆう車しや場じようの警備員。

　その日のバイトはティッシュ配りだった。

　ティッシュ配りは時給ではなく、ノルマ制だ。ダンボールいっぱいのティッシュを配り終えればそれでおしまい。バイトのチーフを含めた数人で通りに散らばって、ノルマをさっさと終わらせてしまおうと、俺はせっせとティッシュ配りに励はげんでいた。

　ただのチラシと違ってティッシュや試供品は通行人も手に取ってくれる。

　順調にノルマ分を配っていき、ティッシュは最後の一つとなった。

　そのとき一度途と絶だえた人通りの中、向こうから歩いてくる少女がいた。

　その子に受け取ってもらえれば、ノルマは完了。

　少女は俺を避さけるような真似まねはせず、まっすぐにこっちに向かってくる。

　これは受け取ってもらえそうだ。

　俺は目の前にやってきた少女の前にティッシュを差し出した。

　が、少女はティッシュには見向きもせず、それどころか配っていた俺のこともまったく眼中にないかのように、ティッシュを受け取る手も持ち上げずに素通りしようとした。

　それだけならまだいい。

　他の人に配ればいいだけのことだからだ。

　だが、俺もこれでノルマが終わりだと思って欲が出た。

　だから手を引くのが遅れた。

　少女はまっすぐに速度も緩ゆるめず、俺を素通りしようとした。

　だから。

　俺のティッシュを持つ手は、そのまま少女にぶつかった。

　不ふ可か抗こう力りよくだった。

　すいません、と謝ってすぐに手を引いてどこかに行けばよかった。

　けれど、運の悪いことに俺の手の高さは少女の胸の位置。

　だから、まあ、何というか、俺の手は、彼女の胸の位置に触ふれてしまったというわけだ。

　少女は初めて俺に気づいたかのように、すっと俺を一いち瞥べつした。
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　その目の冷ややかさに、俺おれはすいませんの一言すら飲み込んでしまった。

　まだ怒ってくれたほうが良かった。

　だが彼女は無表情に俺を見るだけだった。

　生まれてこの方、こんな冷たい目を見たことがなかった。

　文字どおり俺はその氷の視線に射い抜ぬかれて凍こおり付いてしまった。

　凍り付いてしまったがゆえに、俺の手はそのまま彼女の胸の位置に留まり続け、どんどん言い訳のしようもない状態に陥おちいってしまった。

　わかっているが、やはり動けない。

　彼女はしばらく俺と自分の胸に触ふれる俺の手を交互に見た後、ゆっくりと口を開いた。
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「あなたの知り合いに殺人犯はいない？」

　聞き方がまずかったかもしれない。

　順を追って説明すべきだったと思ったときには、すでに手遅れだった。

　わたしとしても、この出会いは予想外で冷静さを失っていたのかもしれない。

　わたしは表情が顔に出ないので誤解をされてしまうけれど、こう見えてちゃんと感情は持ち合わせているのだ。

「胸触さわったくらいで犯罪者の仲間扱いかい！」

　彼はわたしの言葉をやはり誤解して受け取って、そんなことを大声で言った。

　その大声に通行人たちがこちらを見る。

　確かに往おう来らいで犯罪者なんて単語が出てきたら、振り返ってしまうだろう。

　と、運の悪いことに近くに警察官の姿があった。怪け訝げんな顔をしてこちらに歩いてくる。

　いけないわ。

　警察官に色々と聞かれては、面めん倒どうなことになりかねない。

「こっち」

　わたしはわたしの胸に触ふれている彼の手を取って、その場から離れた。




　わたしたちは彼の勧めもあってファーストフード店に入ることにした。

　わたしとしては警察官から離れられればそれでよかったのだけれど、彼はお詫わびをしたいとのことだった。

　何のお詫びかはわからなかったけれど、別に問題はなかったのでそれに従うことにした。

　彼は自分の分とわたしの分のハンバーガーのセットを買ってくれて、わたしたちは向かい合わせでテーブルにつく。

　朝から何も食べていなかったわたしはお腹なかが空すいていたし、話したいこともあったのでちょうどよかった。

　彼は携帯電話を取り出し、アルバイト先にノルマの終わりと急ぎの用ができて直接家に帰る旨むねを伝えていた。

　わたしはそれを静かに待つ。

　時々、彼が横目でわたしを見るけど、すぐに目を逸そらす。

　どうかしたのだろうか。

「さて」

　電話を掛け終え、彼は一つ咳せき払ばらいをして居い住ずまいを正す。

「えー、まあ、何と言うか、さっきのは決してわざとではなく、不ふ可か抗こう力りよくというか、事故みたいなものだ」

「ええ」

「ただ、だから俺おれは悪くないと言いたいわけじゃない。悪いことは悪いと思って反省している」

「ええ」

「だから、ここは晩飯を奢おごるってことで水に流してもらえないか。ああ、こんなことでって思うかもしれないが、これが俺にできる限界っていうかだな……」

「ええ」

「なにぶん、俺おれは貧乏で……って、いいのか？」

「ええ」

　それ以前に、彼が何をそんなに謝っているのか見当もつかなかった。

「……もしかして怒ってるわけじゃないのか？」

「誰が怒っているというの？」

「君が」

「なぜ？」

「見た感じそうかなと」

「どのへんを見て？」

「表情というかオーラというか」

「あなた、オーラなんて見えるのね？」

「いや、見えないけどなんとなく……というか、じゃあ、何でそんな冷ややかな目で俺を見てるんだ？」

「わたしは普通にしているだけだけど」

「…………」

「…………」

「……もしかして、特に怒ってなかった？」

「何に？」

「何だよ。いきなり殺人犯呼ばわりされるわ、ものすごい冷たい目で見られるわで、どんだけ怒ってんのかと思ってたら……」

　彼は椅い子すに大きく仰のけ反ぞり、額ひたいに手を当てた。

「あなたはもしかしてわたしの胸に触さわって、三十四秒間ずっと触り続けていたことを気にしていたの？」

「気にしてんじゃねーか」

「別にそういうわけじゃないわ。ただ数えていただけよ」

「そうですか」

　安心したのか、彼は気の抜けたような息をついて、ハンバーガーをほおばり始めた。彼が手で勧めてくれたので、わたしはポテトのほうを一本いただく。

　彼はハンバーガーを、わたしはポテトを半分食べるまで会話はなかった。

　わたしは気にも留めなかったけれど、彼のほうは沈ちん黙もくに耐えられなかったようだ。

「俺、来くる栖す刻とき也や。君は？」

「舞まい野の咲さき」

　舞野さんね、と彼は口の中で反はん芻すうする。

「くるくるん」

「は？」

「…………」

　口に物が入っている状態だから「来栖くるすくん」と言おうとして変な発音になってしまった。

　わたしは口の中の物を飲み下くだして、改めて彼に尋ねる。

「刻也ときやくん」

「あ、言い直した」

「一つ聞いてもいいかしら？」

「ごまかした」

「一つ聞いてもいいかしら？」

「何なりと」

　わたしはここに来た目的を口にする。

「あなたの知り合いに殺人犯はいない？」

「またその話をぶり返すのかよ。からかったからって怒るなって」

「そうじゃないの。純粋に聞いているだけよ」

「あのな」

　彼は大きく嘆たん息そくして、たしなめるように言う。

「一いつ介かいの高校生の俺に、そんな知り合いがいるわけないだろう」

「近いうちに殺人犯に会う予定は？」

「あるか！」

　彼は大声を上げて、怒ど鳴なりつけた。

「そう。まあ、そうよね。きっと偶ぐう然ぜん出会うというわけね」

「何が？」

「近いうちに……おそらく今日、あなたは殺人犯に襲おそわれるわ」

「はぁ？」

「驚くのも無理ないわ。でも安心して」

　わたしは驚く彼をなだめるようにして教えてあげる。

「殺されるのはわたしだから」
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　耳を疑った。

　この子は何を言っているのだろうと頭を疑いたくなった。

　これが巷ちまたで噂うわさされる電波系とかいうやつなのだろうか。だとしたら、えらく面めん倒どうくさいのに捕つかまってしまったものだ。

「えー、ちょっと聞き直させてくれよ」

「ええ」

「俺おれは今日殺人犯に襲おそわれると、そう言ったか？」

「ええ」

　彼女は臆おく面めんもなく言ってのけた。

「えー、まあ、一応念のため聞くけど、どうしてそんなことがわかるんだ？」

「そういう運命だからよ」

「運命？」

「……詳くわしいことは言えないけれど、そうなの」

「はあ」

　間違いなく電波系だ。いや、よく見たら全身真っ黒の服だし、電波系というか黒魔術系？　今にもタロットカードを出されて運命を占うらなわれそうだ。それだけならまだしも変なグッズとかを売りつけられたどうしようか。念のため周囲を見回すが、仲間とかはいなさそうだった。とはいえ、のんびりしているのも危険だ。うん。関わるのはよそう。

「じゃ、そういうことで」

　俺は残りのハンバーガーとポテトを口に押し込み、席を立つ。

　それを見た彼女も、急いで残りのポテトを口に入れ、二口分くらい残ったハンバーガーをそのままにして立ち上がろうとする。

「ああ、いいよ。俺は帰るけど、君は残って最後まで食べていきな」

「あなたが行くならわたしも行くわ」

　やばい。つきまとわれそうだ。うーん。困った。餌え付づけしてしまったようだ。うまいことさよならする方法はないものか。変に逆らったりしたら何か変な呪のろいでも掛けられそうだしな。

　怖い。こりゃ穏おん便びんにお別れしなくては。よし。彼女に話を合わせてあげよう。

「何を言ってるんだ。君は」

「え？」

「君の言うとおり、俺はこれから殺人犯に出会ってしまうわけだ」

「信じてくれるの？」

「もちろんさ。こんなことを冗じよう談だんで言うとは思えない。それでだ。それが本当なら、君は俺といちゃいけない。だってそうだろう？　俺といたら君は俺に巻き込まれてしまう。だから、君とはここでお別れだ。いいね？」

　我ながら何と芝しば居いじみた台詞せりふだろう。でもこのまま貫き通そう。

「じゃあ」

　俺は手を挙げ、颯さつ爽そうとその場を後にしようとし──

　服の裾すそを摑つかまれた。

　頼む。お願い。放して。見逃して。

「いいのよ。その心配は無用だわ」

「何ででしょ？」

　俺おれの口裏合わせに何か不都合はあっただろうか。いや、ない。完かん璧ぺきな理論だったはずだ。彼女の言葉を信じつつ、彼女の身を案じる俺。

　何一つ間違っていない。

　それなのに、なぜ彼女は俺を引き止めるのだろうか。

　解答が見つからない俺に、彼女はまるで模も範はん解答のようによどみなく答えてくれた。
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「だってわたしはその人に殺されたいのだから」

　信じてくれるとは思わなかった。

　気味悪がられるだけかと思っていたのに。

「……今、何て言った？」

　彼は帰りかけた足を止め、席まで戻ってくる。

「何が？」

「殺されたいって、そう言ったか？」

「ええ。それが何か？」

「それが何か、だと？　まさか何かの儀ぎ式しきとか言うんじゃないだろうな？」

「儀式？　何のこと？」

「いや、こっちの話だ。で、殺されたいってどういうことだ？」

「誰かに殺されることを望んでいるということよ」

「そういう意味で聞いてるんじゃない」

「じゃあ、どういう意味？」

「何で殺されたいんだって聞いてるんだよ？」

「死にたいからよ」

「死にたいだと？　自殺志願者か？」

「人に殺されるから自殺じゃないわ。あえて言うなら、他殺志願者かしら？」

「そんなこと言ってるんじゃない」

　彼は嘆たん息そくして戻ってくると、席に座りなおした。

「一応聞いてやるけど、どうして死にたいだなんて思うんだ？　何かあったのか？」

「何もないわ」

「はぁ？　……まあ、俺おれには話せないこともあるんだろうけどさ」

「そういうわけではなく、そのままの意味よ。わたしには生きていても何もないのだから」

「生きていても何もない？　何もないってことはないだろ？　生きてりゃいいことの一つだってあるはずだ」

「いいことって何？」

「何って俺に聞かれても……何か楽しいことはないのか？」

「ないわ」

　即答したわたしに彼は一いつ瞬しゆん怯ひるんだけれど、すぐに言い返してくる。

「何かやりたいこととかはないのか？」

「ないわ」

「何か将来の夢とかそういうのはないのか？」

「ないわ」

「……だとしても、哀かなしむ人くらいいるだろう？」

「いないわ」

　彼は少し苛いら立だたしげに頭をかくと、

「……何か頭きた」

　彼は言葉どおり怒っていた。普通の人の反応はこういうものなのだろうか。余計なことを言ってしまったかもしれない。

「それうまいか？」

「え？」

「俺が奢おごったハンバーガーはうまいかって聞いてるんだ」

　いきなり何を聞くか意味がわからなかった。

　でもご馳ち走そうをしてもらった以上、感想は言うべきかもしれない。

「……ええ、普通だったわ」

「うまいかって聞いたんだ」

「普通だけど」

「また食べたいって思わなかったか？」

「別に」

　残念だけれど、美味おいしいとか美味しくないとか、味覚に対する感情はすでになくなってしまった。

　それが何であれ、食事は食事だ。

　きっと毎日同じものが出ても、わたしは何も感じず、単に食事だと思って、目の前にあるものを口に収めるのだろう。

「……くっ。じゃあ、お前何か好きなものはないのか？　食べ物じゃなくても、音楽とか芸能人とか、何でもいい」

「ないわ」

「何かあるだろ？　何でもいいから」

「……そう、ね。強いて言えば紅茶かしら」

　勢いに押されてわたしは答える。

　別に好きだったわけではなく、窓から見える向かいの建物の看かん板ばんに紅茶の店が見えたからだった。

「紅茶……って、別にここにあるようなのじゃないよな。ん？　ちょうどあそこにあるな」

　彼はぼそぼそと何かを呟つぶやくと、財さい布ふの中身を確認する。

「よし。行くぞ」

　彼はわたしを連れてファーストフード店を後にした。
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　俺おれはファーストフード店を飛び出し、彼女を連れて向かいの紅茶の店に向かった。

　こうなったら彼女を満足させて、円満にお別れするほかない。

　食事といえば、ファーストフードか牛ぎゆう丼どん屋かラーメン屋。ちょっと羽は振ぶりのいいときはファミリーレストラン。そのくらいしか行ったことのない俺は、生まれてこの方かた紅茶専門店なんてお洒落しやれな店に入ったことはなかった。

「いらっしゃいませ」

　と、執しつ事じのような格好をした店員に迎えられる。

　店内には落ち着いた音楽が流れ、店の外の喧けん騒そうとは一線を画したその雰ふん囲い気きにちょっとばかり圧倒される。

　店員に案内された俺と彼女は、向かい合って席につく。

　そのテーブルも椅い子すも年代を感じる木のそれで、ファーストフード店の安い椅子とは大違いだ。

　店員が優ゆう雅がな仕し草ぐさでメニューを開いて渡してくれる。

　……わからん。

　メニューは何ページにもわたって様々な文字が躍おどっているが、何がなにやらさっぱりだった。

　棚たなには膨ぼう大だいな数の紅茶葉が詰まった瓶びんがあるが、あれが全すべて別々の紅茶ってことなのか？　紅茶は紅茶じゃないのか？　種類といえばストレートかレモンティーかミルクティー、ちょっと変化球でアップルティーとかそんなんじゃないのか。ダージリンやらアッサムやらアールグレイとは何のことだ？

　メニュー越しにちらりと目の前の少女の顔を見る。

　彼女は顔色一つ変えず、メニューをめくっている。

　さすがに好きだというだけあって動じていない。

　とりあえずお勧めあたりを適当に頼もうか……そう思い直し、改めてメニューを見てみる。

　高っ！

　落ち着いてメニューを見直した俺おれは、値段を見る余よ裕ゆうを覚え、また余裕を失う。

　紅茶ってこんな高いのか？　三百円くらいじゃないのか。

　先ほど確認した財さい布ふの中身を頭の中で思い浮かべる。確かに払はらえるくらいの額がくは持っているが、きっと今日のバイト代は塵ちりとなって消えていくだろう。

　ええい、もういい！　こうなったら金のことは考えまい。

「注文決まったか？　何ならケーキとかも頼んでいいぞ。出血大サービスだ」

　俺が言うと彼女は静かにメニューを閉じて言った。




　　　　　　　　　◆




「何が何だかわからないわ」

　メニューは何ページにもわたって様々な文字が躍おどっていたけれど、何がなにやらさっぱりだった。

　棚たなには膨ぼう大だいな数の紅茶葉が詰まった瓶びんがあるけれど、あれが全すべて別々の紅茶ということなのかしら？　紅茶は紅茶じゃないの？　種類といえばストレートかレモンティーかミルクティー、ちょっと変化球でアップルティーとかそんなものではないのかしら？　ダージリンとかアッサムとかアールグレイとは何のこと？

　わたしは素直に降こう参さんをした。

　すると、

「あっはっはっは」

　彼は大声を上げて笑い出した。

「何よ」

　さすがにむっとして、聞き返す。

「いや、顔色一つ変えないでメニューを見てるから、全部わかってるのかと思った」

「…………」

　紅茶が好きというのは思い付きだったのだから仕方がない。それにこういうお店は初めてだし。

「いいや。じゃあ、任せよう」

　彼は店員の男性に紅茶に詳くわしくない旨むねを伝え、お勧めで飲みやすいものを頼んでくれた。

　しばらくして運ばれてきた紅茶は、カップとは別にポットに入ってきた。彼の前には角砂糖が、私の前には蜂はち蜜みつが入った小さな容器。二人の間にミルクが置かれた。ミルクが温あたためられているなんてちょっとした驚きだった。

　店員の人が細こまかい説明をしてくれて、一杯目を注いでくれた。

　刻也ときや君は紅茶にミルクと砂糖を入れてミルクティーにした。

　わたしもそうしようかと思ったけれど、鼻び孔こうをくすぐる紅茶の香りに惹ひかれ、そのまま飲んでみようと思った。少し苦かったけど、高い香りが口と鼻に広がりとても心地よい。

　一いつ緒しよに運ばれてきたスコーンもとても美味おいしかった。

　こんな美味しいものを飲んで、食べたのは初めてだったかもしれない。

　一杯目の紅茶はそのままで、二杯目は蜂蜜を入れて、三杯目はミルクと砂糖を入れてもらって、色々な味を試してみた。

　どれも美味しくて、すっかり虜とりこになってしまった。

　そしてもう一つ。

　店員の男性は見事な腕うで前まえでわたしたちに紅茶の味を楽しませてくれた。自分で試しに入れてみた紅茶は、同じポットからカップに注いだだけなのに、香りが全然違った。淹いれ方一つでこうも変わるのかと驚きを隠かくせなかった。

　また豊富な知識と見事な話術で、紅茶のことをよく知らないわたしたちにわかりやすく教えてくれた。

　紅茶と接客業の奥深さを知ることのできた瞬しゆん間かんだった。

「どうだ？」

　彼が感想を聞いてくる。

「ええ。とても美味しいわ」

　美味しいとか味覚に対する感情なんてもうなくなっていたかと思っていたのに。

「迂闊うかつだったわ。こんなに美味しいものを知らなかったなんて」

「また飲みたいって思わないか？」

「ええ。別の茶葉も飲んでみたい。でもさすがにもう飲めないけれど」

「そうかそうか」

「このお店も気に入ったわ。できればまた来たいわね」

　彼はうんうんと頷うなずき、何だか得意げだった。

「じゃあ、次行くか」
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　俺おれは戸と惑まどう彼女を連れて、次に向かった。

　さすがにまた食べ物系もあれなので、他の場所を探す。といっても、俺が知っている遊べる場所なんて限られている。

　というわけで、ゲームセンターに向かった。

「こういうところに来たことあるか？」

「いいえ」

　表情は相変わらずの無表情だが、きょろきょろとあちこちを見回して落ち着かない様子だった。

「これやってみるか」

「やったことがないからわからないわ」

「教えるからやってみな」

　俺おれは彼女を筐きよう体たいの前に座らせ、その隣となりで操作方法を教えてやる。

　彼女が理解したとは思えなかったが、とりあえずやってみようということで、お金を入れて始めてみる。

　が、予想どおり三十秒とかからず彼女はゲームオーバーになった。

「下手へただな」

「やったことがないんだから仕方がないじゃない」

　彼女は無表情のまま抗議をしてくる。

　一目でわかるとおり、彼女は初心者だった。ゲームセンターはおろか家庭用ゲーム機で遊んだこともなさそうだ。

「ちょっと見てな」

　俺は彼女に代わって、ゲームを始める。

　自分の得意なゲームの前に座ったことをずるいと言うなかれ。

　俺は彼女に見せ付けるように、ゲームを進めていく。ちらりと彼女を盗ぬすみ見ると無表情ではあったが、画面とコントローラーを動かす俺の手を交互に見つめ続けている。

　どうしてこんなふうに動かせるのか不思議でならない様子だった。

「あなたもしかしてプロ？」

「プロってあのな……。ただの高校生だよ」

「信じられないわ。まるで次の展開が読めているかのよう。まさか、予知……」

「いやいやいや。大げさな」

　画面上の敵てきの動きは所しよ詮せんはプログラミングされたにすぎない。やりこめば敵の動きは大体わかるようになる。第一俺は家庭用ゲーム機でも持っているし、攻こう略りやく本ぼんも持っていたりする。

　と、その辺の説明をしても、彼女にはさっぱりわからないようだった。

「攻略本って？」

「そこからか。まあ、ゲームのマニュアル本みたいなものだよ」

「そう。本を読めばそこまでできるようになるのね」

「まあ、後は慣れだな」

「本を読んで、さらに実じつ践せんするということね」

　攻こう略りやく本ぼんを買いに走る彼女を想像して、俺おれは一人爆笑した。

「どうしたの？」

「何でもない。よし、交代」

　俺は席を立ち、彼女に譲ゆずる。

「え？　え？」

「ほら早く」

「無理よ」

「いいから」

　彼女は困った顔で俺と画面を交互に見るが、次の面が始まってしまったので仕方なく席に座る。が、やっぱりすぐにゲームオーバーになってしまった。

「だから無理って言ったじゃない」

「ま、初めてじゃこんなもんだろ。もっとやればうまくなるよ」

　俺は次のゲームを探す。今度はもう少し簡単なゲームにしようかな、と店内を歩き回っていると、彼女の目が向けられたものに気づく。

　それはぬいぐるみが積まれたクレーンゲームだった。

「やってみるか？」

「え？」

　俺は彼女をクレーンゲームの前に引っ張っていく。

「これは何ていう動物？」

　彼女は中のぬいぐるみを指して問いかけてくる。

　それは動物というか、携帯電話のＣＭで有名なキャラクターだった。正直、これを知らないなんてどれほど世間知らずなのだろうか、と思えた。

　黒魔術以外には興味がないのだろうか。……って、黒魔術が趣味だと決まったわけではないが。

「あれが欲しいのか？」

「欲しいというか、この中ならあれが一番いいわ」

「何で？」

「黒いから」

「……へぇ」

　まあ、動機はともあれ、好きなものがあるというのはいいことだ。

　俺はクレーンゲームを操作して、そのキャラクターを取ってやることにする。が、一発で取れるほど簡単ではなかった。クレーンゲームはそんなに得意ではないのだ。

「もう一回」

「ちょっと待って」

　彼女はもう一回ゲームをやろうとした俺おれの手を制した。

「ん？」

「わたしにもやらせて」

　彼女は俺がやったのを見ていてやり方がわかったのか、教えもしないのにボタンを押してクレーンのポジションを合わせてボタンを押す。

　が、クレーンは何も摑つかめず空から振ぶりし、スタート地点に戻ってきた。

「…………」

　ガラスに映った彼女の表情は何も変わらなかったが、背中が少し落らく胆たんしているように見えた。

　俺は嘆たん息そくし、もう百円を投入する。

「？」

「ラストチャンス」

　俺が言うと、彼女はこくりと頷うなずいて、クレーンゲームに向かった。

　彼女はじっと狙ねらいを定めて微調整をする。

「もう少し右じゃないか」

「いいえ。このくらいでいいはずよ」

　無表情な中のその熱心さに俺はついつい笑ってしまう。

　彼女は慎しん重ちように狙いを定め、ボタンを押した。

　が、彼女の密ひそやかな熱心さは結果には繫つながらず、クレーンはぬいぐるみを掠かすめただけだった。

「残念だった……」

「あ」

　彼女が珍めずらしく驚いた声を上げる。クレーンが空振りしたかと思ったとき、ぬいぐるみについている紐ひもに見事に引っ掛かったのだ。

　クレーンが持ち上がり、ぬいぐるみも持ち上がる。が、ゆらゆら揺れるぬいぐるみは、今にも落ちそうで危ういバランスだ。

　彼女は食い入るようにぬいぐるみを見ている。

　俺も彼女に感化されたのか、ぬいぐるみを食い入るように見ている。クレーンが穴の上に到達するまであと少し。

「もう少しだ」

　が、俺が口にした途と端たん、クレーンに引っ掛かっていた紐がはずれ、ぬいぐるみがぽとんと落ちて、穴の脇わきに引っ掛かってしまった。

「あ……」

　彼女の声に落胆の色が混ざる。

　俺おれはさっと周囲に目配せすると、わざとらしくゲーム機に体当たりをした。その衝しよう撃げきで引っ掛かっていたぬいぐるみが穴に転がり落ちた。

「え？」

　俺は指を口に当てて、しーっとやり、取り出し口からぬいぐるみを拝はい借しやくした。

「いいの？　そういうことして」

「一回だけならいいんだよ」

　何も知らない彼女に俺は堂々と噓うそをつき、そのぬいぐるみを手渡してやった。

　彼女は手に取ったそのぬいぐるみと目を合わせていたかと思うと、

「ありがとう」

　と、不意打ちのように礼を言った。

　顔は無表情そのものだったけれど、その声には喜びが込められていたように思う。

　と、感じたのは俺の気のせいだろうか。




　その後も色々なゲームをして遊んだ。

　最初は不慣れな感じだった彼女も、二時間も遊んでいれば少しは上達の兆きざしが見えた。

　結構金は使ったけれど、不思議と惜おしいとは思わなかった。

　そんなこんなでゲームセンターを出た頃にはもうすっかり遅い時間だった。

「ゲーム、楽しかったか？」

「ええ。楽しかったわ」

　表情は変わらずじまいだったのでどこまで楽しんでくれたかわからなかったが、少しは楽しんでもらえたようだ。

「最後のは惜しかったしな。もう何回かやれば一面くらいはクリアできそうだったぞ」

「もう一回やればきっとクリアできていたわ」

　彼女もまんざらでもなさそうだった。

　と、そこで「あれ、来栖くるす？」と俺は名前を呼ばれて振り返った。そこにいたのは、クラスメイトの新しん庄じようだった。

「こんなところで会うなんて珍めずらしいな」

「ああ。バイトがこの辺だったんだ」

　放課後はバイト漬づけの俺と違い、新庄は部活組だった。

「今から飯食ってくんだけど、一いつ緒しよに行くか？　一人じゃ味気ないからな」

「いや、今日はもう食ったから」

「……ああ、そういうことか」

　と、新庄の目がすっと俺の後ろに動く。そこにいたのはもちろん舞まい野のさんだった。

「バイトっていいよなー」

　その顔がにやりと笑う。口では何も言わないが顔で十二分に冷やかしていた。

「いや、これは……」

「いいっていいって。じゃあな」

　わかったふうな口を利いて新しん庄じようは帰っていった。

「彼は？」

「ああ、学校の知り合い」

「行かなくていいの？」

「……ああ」

　飯に誘さそわれたことを言っているようだが、夕飯を二回も食べるほど裕ゆう福ふくではないし、お腹なかも空すいていない。

　ただ、時間的にはそろそろお開きな頃合いだ。

　だがお別れの前に、一つ確かめなければいけないことがある。

「今日は、どうだった？」

「え？」

「紅茶はうまかったか？」

「ええ。とても美味おいしかったわ。癖くせになりそう」

「ゲームセンターなんか珍めずらしかったろ？」

「そうね。ああいうのは初めてだからとても新しん鮮せんだったわ」

「今日は楽しかったか？」

「……ええ。そう、思えたわ」

　俺おれは彼女の正面に立ち、まっすぐに聞いた。
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「まだ死にたいか？」

　問いかけの途と中ちゆうで少しずつ彼の言いたいことがわかってきていた。

　そして、最後の言葉で彼がやりたかったことがわかった。

　紅茶を飲ませてくれたのは、死んだら好きなものを味わうことができなくなることを教えるため。

　また紅茶を飲みたいかと聞いてきたのは、死んだら「また」がなくなることを教えるため。

　ゲームセンターにつれてきたのは、わたしの知らない新しい楽しみがあることを教えるため。

　初対面のわたしに時間とお金を使ってまで、そんなことをしてくれるなんて、この人はとても優しい人だ。

　最さい期ごに会えたのがこんな人でよかったと思う。

　……そう、最さい期ごだ。

　美味おいしい紅茶を飲んでも、ゲームセンターで遊んでも。

　その想いに変わりはない。

　こんなことで揺らぐほど、わたしの中に突き立った決意は浅い場所にはない。

　それでも。

「そうね。少し死にたくなくなったわ」

　これはお礼。

　こんなわたしに優しくしてくれた彼に対するわたしのお返し。

「そうか」

　彼は子供のように嬉うれしそうに笑った。

　それはとても印象的な笑顔だった。

　もしもわたしがまだ笑顔を浮かべられていた頃だったら、きっとわたしも笑い返せていたかもしれない。

　と、そのとき──

　遠くから悲鳴が聞こえてきた。

　悲鳴のほうを見てみると、なにやら騒そう然ぜんとして人だかりができていた。

　わたしと刻也ときや君は顔を見合わせ、悲鳴のしたほうに行ってみる。

　人だかりの隙すき間まからその中心を見てみると、

「新しん庄じよう！」

　彼の友人が血にまみれて地面に倒れていた。
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　新庄が血まみれになって、地面に倒れていた。

　ついさっきすれ違い、部活帰りで夕飯を食べていくと言っていた。

　それが何でこんなことになっているのか。

　苦痛に顔を歪ゆがめる新庄の腹部が赤黒く濡ぬれていた。ジャージを通して中から染しみ出してきているものが何かなんて、わかっていても想像がつかなかった。

　一体何が起きたのか。

　何があったらこんなふうに人が血にまみれてしまうのか。

「救急車を呼んで」

　と、後ろから冷静な声が聞こえた。

　それで我に返る。

「救急車だ！　救急車を呼んでくれ！」

　俺おれの叫びに周囲の人が応こたえて、携帯電話で救急車を呼んでくれる。

　俺は倒れている新しん庄じように必死に声を掛ける。新庄の鞄かばんの中から部活で使ったタオルを取り出し腹部に押し当てる。

「だいじょうぶか！　しっかりしろ！」

　新庄は苦痛の呻うめき声を上げ、答えてくれる。だがその弱々しさに恐怖で全身が痺しびれる。

　こいつは死ぬのではないか……。

　そんな直感が俺を突き抜ける。

　腹部を押さえたタオルから感じる生ぬるい液体の感かん触しよくが、吐はき気を呼ぶ。気持ち悪いわけじゃない。恐怖と緊きん張ちようが限界を超えているのだ。

　人の死に立ち会うことなんてこれまでなかった。

　これから先も、こんな形で立ち会うことになるとは思わなかった。

　目の前にいるのに、俺は何もできない。

　このまま死にいく知人の傍そばでただ救急車を待つことしかできない。

　新庄は助かるのか。

　俺には何もできないのか。

「だいじょうぶよ」

　その声に俺は顔を上げる。

　傍には今日知り合ったばかりの少女の冷静な顔があった。

「彼は死なないわ。わたしにはわかる」

　それは電波系の彼女なりの励ましなのだろう。

　表情は変わらない無表情だったけれど、そのやさしさは伝わった。

「そうか。そういうのがわかるんだったな」

　俺は彼女のやさしさに感謝し、無理をして笑みを浮かべた。
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　うまく笑えただろうか。

　それともやはり笑えていなかっただろうか。

　刻也ときや君を安心させるために、わたしは笑顔で彼はだいじょうぶだと教えてあげたかった。

　うまく笑えたかはわからないけれど、彼を少し勇気付けられたと思う。

　彼は死なない。

　きっと助かる。

　わたしにはわかる。

　わかるのだ。

　と、そのとき人込みの中にいた一人の男性が目に映った。

　その人は輪の外からじっと血にまみれた刻也ときや君の友人を見下ろしていた。

　その顔は無表情そのものだった。

　この場において、それは異質だった。

　心配する人、同情する人、痛みを想像し顔をしかめる人、物珍めずらしそうに見ている人。

　浮かべる表情は様々だけれど、無表情という人は彼だけだった。

　わたしと同じ、ように見える。

　けれど、それはもっと無機質なものに見えた。

　と、その男性と目が合う。

　数秒、だった。

　彼はわたしの視線に気づいて、すっと輪からはずれていく。

　そしてわたしは気づく。

　その人が、誰であるかを。

　思い出した、と言ってもいい。

　わたしは彼を追わなければならない。

　友人を心配している彼を置いていくのは少し後ろ髪がみ引かれる思いがあったけれど、わたしはその男を追うほうを選ぶ。

　わたしは刻也君に顔を寄せ、そっと耳打ちした。

「ありがとう。さようなら」




　　　　　　　　　◆




「彼についていってあげて」

　耳打ちされた途と端たん、彼女は人込みを搔かき分けその場から去っていった。

「おい！」

　俺おれの声にも振り返らず、彼女は人込みの向こうへと消えていく。

　あまりにも唐とう突とつな別れだった。

　確かに彼女はここにいる必要はない。

　救急車が着いたとしても、病院に一いつ緒しよに行く必要もない。

　傷ついているのは俺の知り合いで、その俺とも今日知り合ったばかりだ。

　だから彼女がここでお別れするのは別に悪いことではない。むしろ円満にさよならできたのは俺の望むところであったし、万ばん々ばん歳ざいだ。

　ただ少しだけ、冷たいと感じた。

　さっきまで無表情ではあったけれど、決して冷たいとは感じなかった。

　けれど、去っていく彼女を冷たいと思った。

　奇き妙みような出会いだった。

　アルバイト中に不ふ慮りよの事故で胸を触さわってしまった。お詫わびにとファーストフード店に連れて行くと、俺おれが殺人犯に会って殺されそうになるなんて不ふ吉きつなことを予言された。円満に別れようとして、彼女を楽しませてやろうなんてバカなことを考えた。

　……本当に奇妙な出会いだ。

　いや、奇妙なのは俺のほうだ。

　何で彼女にあんなふうに付き合ってしまったのか。

　無視できなかったのか。




「今日、あなたは殺人犯に会って殺されそうになるわ」




　たぶんそんなふうに言われたのは初めてのことで。

　その出会いは結構印象的で。

　けれど、それだけではなくて。

　無視できない何かがあった。

　彼女が俺を気遣づかっているのが、その無表情の中に垣間かいま見えていたから、だろうか。

　そうだ。彼女は俺を心配していた。

　表向きはそうは見えなくても、俺にはなぜかそう感じられた。

　……それはこの状況に関係があるのだろうか。

　今、新しん庄じようが死にそうな目に遭あっているという事実は、彼女の言っていた殺人犯に関係があるのだろうか。

　あるに決まっている。

　被害者がいるのなら、加害者がいる。

　新庄がこんな目に遭わされたということは、それをした何者かがいるのは明白だ。

　では彼女はなぜ去ったのだろう。

　単にここから離れたかったのだろうか？

　俺に巻き込まれることを恐れたのだろうか。

　いや、そんなはずはない。俺が殺人犯に会うと言ってきたのは彼女のほうだ。逃げるならとっくに逃げているはずだ。

　離れるには妙なタイミングだった。

　それならなぜここからいなくなったのか。

　と、救急車のサイレンの音が聞こえてくる。

　人だかりが分かれていく。

　救急隊員が担たん架かを持ってこっちに駆かけてくる。

　俺おれは救急隊員に新しん庄じようを任せ、励ましの言葉を掛けながら一いつ緒しよに救急車に乗り込む。

　少しだけ彼女のことが頭をよぎった。

　だが、救急隊員がいるとはいえ新庄を放っておくわけにはいかない。

　彼女もついていってと言っていた。

　来ないで、と言っているようにも思えた。

　来ないで？

　俺の中にもう一度疑問がよぎる。

　俺が殺人犯に会うと知っていて、来てほしくない理由とは何なのか……。




　　　　　　　　　◆




「殺されるのはわたしだから」

　その言葉を今のわたしは誰よりも信じることができた。

　あの男を追って辿たどり着いたのは、奥まった細い路ろ地じ裏うらの一角。

　何度か見失いかけたけれど、わたしは記き憶おくを頼りにそこに辿り着くことができた。

　周辺を、時計を、そして目の前に男を確認する。

　見覚えのある場所。

　見覚えのある時間。

　見覚えのある殺人者。

　ここだ。ここでわたしは死ぬのだ──この男に殺されるのだ。

　男はわたしを見ている。

　男の背後に道はない。

　端はたから見れば、まるでわたしが追い詰めているかのような光景。

　けれど、殺されるのはわたしだ。

　その男は逃げるのをやめると、静かにわたしを見み据すえた。

　どんなふうに殺されるのかはわからない。

　刃は物もので刺さされるのか。

　首を絞しめられるのか。

　鈍どん器きで殴なぐられるのか。

　けれど、死に方に興味はなかった。

　だから、どんな方法でもよかった。

　ただ死ぬことができればそれでいい。

　苦しまずに死にたいなんて贅ぜい沢たくは言わない。

　ただわたしは死ぬことができればいい。

　なぜなら生きていること以上の苦しみなど、この世界にはないからだ。

　世界は光り輝いていたなどと、なぜ思えていたのだろう。

　世界はこんなにも暗くら闇やみに包まれているというのに。

　と、空気が変わった。

　殺意、を纏まとったのがわかった。

　わたしを殺すと決意したのだとわかった。

　死に近しい自分だから感じ取れる、異質な空気だった。

　男が前に一歩動いた。

　わたしと男の距離はわずかに十数歩。

　ああ、やっと死ねる。

　わたしはやっと死ねるのだ。

　わたしは目を閉じて、そのときを待った。




　────。




　音がした。

　聞き慣れない音だった。

　温あたたかかった。

　温かい何かが顔に降りかかった。

　衝しよう撃げきはなかった。

　痛みはなかった。

　けれど、何かが起きたことだけはわかった。

　この場において起きることはわたしの死以外に何もない。

　だからわたしは殺されたのだ。

　今、わたしは目の前の男に殺されたのだ。

　ああ、やっと……。

　安堵あんどにも似た想いがわたしを包み込む。

　その想いを打ち破ったのは──

「っがあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　一人の少年の悲鳴だった。

「…………」

　目を開ける。

　視界に広がるのは赤。

　赤の隙すき間まに見える、傾かしいで行く一人の少年の背中。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか、わからなかった。

　どさりと地面に倒れた音も。

　顔を押さえた手の隙間から夥おびただしいほどの血が流れても。

　狂った獣けもののように地面でもがいていても。

　喉のどが潰つぶれたような悲鳴が木霊こだましても。

　わたしは何一つ理解することができなかった。

　だって、今この場において起きることはわたしの死以外に何もないはずなのだ。

　だって、わたしは知らない。

　わたしはこんな未来を見ていない──




　──全すべての始まりはあの日だった。




　空を見上げた。

　光り輝く空だった。

　きらきらと光る空。

　星がわたしに降り注いだのかと錯さつ覚かくした。

　もちろん錯覚だった。だって星なんて輝くはずのない昼間だった。

　だってその星はただのガラスの破片だったから。

　一つだけ錯覚じゃなかった。

　光はわたしに降り注いだ。

　わたしの両の目に降り注いだ。

　わたしはその光を受け止めた。

　わたしはその日、光を失った。




　目を失ったわたしは手術を受け、義眼を埋うめ込むことになった。

　もちろん視力は戻らない。

　わたしはこの先、一生何も見ることなく生きていくのだと子供心に理解した。

　……けれど、その理解は杞き憂ゆうに終わる。

　わたしが手に入れた義眼は、なぜかとてもよく物が見えた。

　それこそ本物の目のように。

　手に入れてきた父にどこで買ったのかを聞いても、よく覚えていないの一点張りだった。噓うそをつくことが得意な人ではなかったから、きっと本当に覚えていなかったのだろう。

　奥まった路ろ地じ裏うらにある小ぢんまりとした古びた骨こつ董とう屋やだったとだけ、教えてくれた。

　わたしはまだ子供だったから、それがどれだけおかしいことかは理解できていなかった。

　ただすごいなと思っただけ。

　半信半疑だった父も、父の話を信じていなかった母も、わたしの目が見えると知って泣いて喜んでくれた。

　二人が泣いて喜んでくれたから、わたしはそれを素直に受け入れた。




　義眼はとてもよくわたしに馴な染じんだ。

　最初にあった違和感にもすぐに慣れた。

　元の生活に戻れるのも時間の問題だと思った。

　けれど、その日からわたしはおかしな夢を見るようになった。

　あるときは、車に轢ひかれてしまう人の姿。

　あるときは、ビルから落下する人の姿。

　あるときは、包ほう丁ちようで刺さされる人の姿。

　わたしは寝るのが怖くなって、よく夜中に両親の布ふ団とんの中に逃げ込んだ。

　両親は事故のショックだと心配して、わたしを優しく布団の中に入れてくれた。

　悪夢は覚めることなく続いた。

　最初は怯おびえていたわたしも、次第に慣れていった。

　ただの夢。ホラー映画の気分。そう思い込むことにした。

　順応力があったというよりも、このときからすでにわたしの心は壊こわれ始めていたのかもしれない。




　ある日、小学校の友達がお見舞いにきてくれた。

　次の日が遠足だったけれど、わたしはさすがに行けなかった。そんなわたしが落ち込んでいないかとわざわざお見舞いに来てくれたのだ。

　久しぶりに会った友達との他愛たわいないおしゃべりを終え、帰ろうと振り返った友達の背中を見たとき、わたしにある光景が見えた。

　友達の背中がゆっくりと傾かしいでいく。

　視界には崖がけ。落ちる。転がり落ちる。どこまでも落ちていく。

「待って！　行かないで！」

　わたしは皆を呼び止める。

　どうしたの？　と皆が小首を傾げる。

　母親もきっと寂しくなってしまったのねと、困ったように笑う。

「遠足には行かないで」

　わたしは言葉を続けた。

　友達が困った顔をする。

　駄だ々だをこねるわたしを母がたしなめる。

　けれど、わたしは続けた。

　友達のために続けた。

「明日あしたの遠足で誰かが崖がけから落ちて死んでしまう」

　友達はびっくりして顔を見合わせる。

　母親は遠足に行けない妬ねたみと思ったのか、皆を帰してわたしを叱しかり付ける。

　わたしは皆を止めようと声を荒げる。

　わたしの言うことを信じてと暴れる。




　そしてわたしは知る。

　わたしの義眼は、未来を見ることができるのだと──




　次の日、訃ふ報ほうを聞いた。

　遠足に行った友達が崖から落ちて亡くなったのだ。

　わたしは母に連れられ友達の通つ夜やに行った。

　友達が皆泣いていた。でもわたしは泣けなかった。わかっていたことだから、昨日きのうのうちに泣き尽くしてしまった。だから今さら泣くことができなかった。

　通夜に行ったわたしを見て、友達が言った。

　咲さきちゃんが変なことを言ったから本当のことになったのよ。

　亡くなった友達のお母さんがわたしを殴なぐった。友達からわたしが言ったことを聞いていたらしい。

　八つ当たり。

　でも周囲の人はわたしに帰るように言った。

　まるでわたしがここにいることがいけないことのように。

　まるでわたしが悪いことをしたかのように。

　わたしはそのまま家に帰った。

　亡くなった友達のお母さんが精神を病んでしまったことを後に噂うわさで聞いた。

　わたしのせいだという、陰口と共に。




　わたしは学校に復帰した。

　机はなくなっていた。

　誰も話しかけてくれなかった。

　気味の悪いものを見るような目で見られるようになった。

　わたしの不ふ吉きつな予言が噂うわさになっていた。

　わたしの居場所はそこになくなっていた。

　そんなとき、担たん任にんの先生だけがわたしの味方になってくれた。

　無視をやめるように、皆を注意してくれた。

　わたしは感謝し、お礼に教えてあげた。

「先生。放課後、家庭科室で火事が起きて誰かが死んじゃうから、気をつけてね」

　次の日の放課後。家庭科のクラブ活動中にガスが引いん火かして火事が起き、顧こ問もんの先生が焼死したそうだ。

　その日から、担任の先生も皆と同じように、わたしを気味が悪いものでも見るかのように避さけるようになった。




　学校という居場所を失ったわたしは、それから家に引きこもるようになった。

　まだ夢を見ているの？　とお母さんから問われることが多くなった。

　お母さんに隠かくし事はしたくなかったから、わたしは素直に答えるようにした。

　最近は起きてても見るの。

　たまたまついていたテレビを指差してわたしは教えてあげる。

　このドラマのスタントマンが撮影で死ぬわ。

　次の日。わたしの言ったとおりのニュースが流れていた。

　ほらね、とわたしが言うと、お母さんはまるでわたしの視界から逃のがれるように、居間から姿を消した。

　それから母親と目を合わせたことはない。

　その日の夕飯から、食事は部屋の前に置かれるようになり、一人で取るようになった。




　深夜。

　父母が言い争いをする声をよく聞くようになった。

「何がいい義眼よ。あなたがあんな目を持ってくるから！」

「あの子の目が見えなくなったほうがよかったと言うのか！」

「そのほうがマシよ。余計なものが見えるより、何も見えないほうがよかった！」

「それでも母親か！」

「母親でも気味が悪いものは気味が悪いのよ！　あなただって避けてるじゃない！」

　喧嘩けんかはやめて、と部屋に入ると、言い争いはぴたりとやんだ。

　そして二人はわたしから逃げるように居間を出ていった。

　まるで仲のいい夫婦のように息を合わせて。

　母の言うとおり、こんな光景なんて何も見えなければよかった。




　そして。

　わたしは家から出ることがなくなった。

　わたしは誰とも話をすることがなくなった。

　わたしは誰とも触ふれ合うことがなくなった。

　息を潜ひそめるように、闇やみに紛まぎれるように、部屋で一人、ひっそりと生き続けた。

　誰の邪じや魔まにもならないように。

　誰の目にも留まらないように。

　だから。

　わたしは笑うことを忘れた。

　わたしは人との接し方を忘れた。

　わたしは感情を表す方法を忘れた。

　けれど。

　夢だけは続いた。

　寝ていても。

　起きていても。

　それだけは変わらなかった。

　どこの誰とも知らない人間の未来を見続けた。

　わたしは何千、何万という人々の未来を見続けた。

　わたしは何千、何万という人々の未来を忘れていった。

　見たところで体は動かなかった。

　見たところで心は動かなかった。

　まるで風変わりな映画のように、人々の未来は無機質な映像としてわたしの中を素通りしていった。

　世界にどんな未来があろうと、わたしには関係のないことだ。




　そんなある日、わたしはある光景を見た。

　奥まった路ろ地じ裏うら。体の大きな男性。同年代の男の子。

　そしてそこで起きるであろう出来事の一部始終。

　それはいつものような未来の光景。

　ある人間に訪れるであろう、一つの未来。

　それは何者かに殺される、ある人の未来。

　でも一つ大きな違いがあった。

　これまで見たどの未来よりも、その光景はわたしに馴な染じんだ。

　わたしは理解した。

　ああ、これはわたしの死の光景なのだと。

　きっとわたしはもうすぐ死ぬ。

　やっと、と思った。むしろなぜ自分でそうしなかったのかと不思議なくらいだった。

　わたしは自分の死の光景を思い出す。

　そこは外だった。

　場所は奥まった路ろ地じ裏うらだったけれど、途と中ちゆうにある有名な建物が見えたから、大体の場所はわかる。

　そこに行けばわたしは死ねるのだ。

　他には何もない。

　わたしにはもう死しかない。

　わたしは何年ぶりかに外という世界に飛び出した。

　わたしという存在の死に場所を求めて。

　そこに救いを求めて。




　そしてわたしは出会った。

　わたしの死に場所に立ち会っていた同年代の男の子。

　彼といればわたしはきっと死ねるのだと思えた。

　そのとおりに、わたしを殺してくれる男に出会えた。

　未来のとおりに彼が傷つく姿は見たくなかったから、それを避さけるために彼と離れた。

　だから後はその男に殺されるだけだった。

　けれど、彼はわたしを追いかけてきた。

　その身を挺ていして守ってくれた。

　……そんな未来は知らなかった。

　彼がわたしの代わりに傷つく未来なんて見ていなかった。

　何より、彼がわたしの代わりに傷つく理由なんて思いつかなかった。

　どうして？

　どうしてわたしなんかのためにそんなことをするの？

　今日会ったばかりなのに。

　わたしに助ける価値なんてないのに。

　わたしは死にたいのに。

　誰もがわたしの死を望んでいるのに──

　彼は言った。

「……少し死にたくなくなったって言っただろ？」




　　　　　　　　　◆




　彼女を無視して、救急車に乗ることはできなかった。

　新しん庄じようのことは救急隊員に任せて、彼女の後を追った。

　彼女の背中が見えていたわけではない。

　彼女がどこに行ったのかわかっていたわけではない。

　けれど、妙みような確信を持って俺おれは走っていた。

　大通りをはずれた路ろ地じ裏うら。入り組んだ細道。誰も通らないような町の奥。

　たぶんそれが最短ルートであったのだと俺は今でも思っている。

　そして辿たどり着いた先。

　男と彼女が対たい峙じしていた。

　男が彼女に一歩近づいた。

　その後に何が起きるかなんて知りもしない。

　男が新庄を傷つけた犯人だなんて確信もない。

　けれど、気がついたときには、俺は男と彼女の間に身を割り込ませていた。




　そして右目に走った激痛──




　何が起きたのかなんてわからなかった。

　男が何をしたかなんてわからなかった。

　わからないことだらけだが、俺の右目が死んだことがわかった。

　──彼女を守れたことがわかった。

　無事な左目に彼女が口を両手で覆おおう姿が、かぶりを振る姿が見えた。

　それでも彼女はすぐに我に返り、倒れる俺に駆かけ寄って俺を抱だきしめてくれた。

　痛みとショックでまともに思考回路は働いていなかった。

　けれど、何かを言わなければならないと口だけは動いた。

　彼女の問いかけに、俺は答えた。

　何を話したのかなんていまいち覚えていない。

　けれど、思考回路が働いていないから、噓うそ偽いつわり、脚きやく色しよくと装そう飾しよくのない本心がだだ漏もれになった言葉を吐はいていた。

　そんな中で、たった一つ覚えていた彼女の言葉は──
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　　　　　　　　　◆




「……少し死にたくなくなったって言っただろ？」

　彼は痛みを隠かくし、血にまみれた笑顔でそう言った。

「そんなことのために……？」

「そんなことじゃない。大事なことだ」

「だってあれは……」

「……あれは？」

「……噓うそなのに」

「…………」

「あんな言葉、噓なのに！」

　少し死にたくなくなったと言った。

　確かにわたしはそう言った。

　でもそれは噓だった。

　彼へのお礼のための、ささやかな噓。それがこんなことに……。

「……もちろんわかってたさ」

　けれど、彼は恨うらみ言など一つも漏もらさず、わかっていたと言った。

「君に何があったかはわからない。死にたいって言うくらいなんだ。相当なもんだろ？　その思いをたった数時間楽しませたくらいで変えられると頭から信じられるほど、俺おれは間抜けじゃない」

　わかっていたのに、どうしてとわたしはまたわからなくなった。

「ただ少しでも……噓うそでも死にたくないって、そう言える程度には思いが変わったんだろ？　だったら、それは噓じゃない。本当じゃないかもしれないけど、噓じゃない」

「だから信じたというの？」

「そうだ」

「だから守ったというの？」

「そうだ」

「わたしは死にたいのに」

「少しは、死にたくなくなったんだろ？」

「わたしは守られるような価値なんてないのに」

「俺にはあったから守った」

「皆がわたしが死ぬことを望んでいるのに」

「俺が望んでないから皆じゃない」

「わたしには何もないのに」

「あるんだよ、君にだって、何かが」

　彼は否定する。

　わたしの死にたい想いを否定する。

　わたしの死への言い訳を否定する。

　わたしの死の理由を否定する。

「君にここまで言わせるものが何なのか、俺は知らない。初対面の俺がそこに踏み込んでいいのかもわからない。だから俺にできるのは、こんなもんだ」

　身を挺ていしてわたしを守り、右眼めから大量の血を流して、本当は気を失うほど痛いだろうに、こんなもんと彼は言った。

　それがどれほどわたしの心を救ったのか、彼は知らない。

　誰も否定する人はいなかった。

　わたし自身を否定する人はいても、わたしの死への肯こう定ていを否定してくれる人はいなかった。

　彼だけだ。

　彼だけが、わたしの間違った思いを否定してくれた。

　彼だけが、わたしの存在を認めてくれた。

　──許してくれた。




　そしてわたしを何かが刺さし貫いた。




　体から何かが抜け落ちていったかのように、その場に倒れ伏す。

　何をされたのかはわからなかった。

　けれど、これが死なのだとわたしにはわかった。

　彼がわたしの元に来てくれたのが見えた。右目の痛みも忘れてわたしのところに。

　彼が泣いていた。左目から涙なみだを流していた。右目を切られて痛みにのた打ち回りながらも流さなかった涙を、わたしのために流してくれていた。

　体はどこも痛くはなかった。でも胸が痛かった。

　視界がかすんでいく。

　彼の姿が見えなくなる。

　わたしは泣いているのだろうか。

　それは喜びの涙なのだろうか。そうだ。きっとそうだ。そのはずだ。

　これはわたしが望んだこと。

　これはわたしが求めていたこと。

　死にたいのだ。

　わたしは死にたいのだ。

　わたしの手に何かが触ふれた。

　それは手だった。

　とても温あたたかい手だった。

　やめて。

　これ以上、わたしの心を乱すのはやめて。

　わたしは死にたかったのだ。

　そう。死にたかった。ずっとずっと死にたかったのだ。

　死にたかった……。

　死にたいのではなく、死にたかった……。

　そう、死にたかった、のだ。

　そう、死にたいという思いは、過去のものになってしまった。

　……ああ、バカだ。本当にわたしはバカだ。

　今さら心変わりをしてしまうなんて。

　こんなはずじゃなかった。

　こんなはずじゃなかったのに。

　やっと死ねるのだと、安息に満ちて死ぬはずだったのに。

　それなのに。

　今はもう、そうは思えない。

　自然、手に力が込められる。

　この手を摑つかむ、もう一つの手にしがみつく。

　生にしがみつくように、その手を摑む。

　いやだ。いや……。まだ、まだ……。

「死にたくない……」




　　　　　　　　　◆




　男が近づいてくる。

　俺おれに何かをしたように、今度は俺と彼女に何かをするのだろう。

　それはきっと絶望的な結果にしかならない。

　そんなことくらいは思考回路の働かない頭でもわかった。

　逃げろ、と言った。

　彼女はかぶりを振った。

　いいから逃げろと言った。

　彼女はかぶりを振った。

　そして俺を守るように覆おおいかぶさり、けれど、確信を持った声で耳打ちする。

「きっとだいじょうぶ」

　そう言った彼女の言葉に応こたえるかのように。

　一人の女性が現れた。

　形のよい眉まゆに、意思の強そうな瞳ひとみ、乱れと曇りを知らない艶つややかな黒髪かみは一直線に腰こしまで伸びている。女性にしては高い身長、スレンダーにして挑ちよう戦せん的てきな体型。身につけているものも挑戦的で体にフィットするシャツにジャケットを羽は織おり、スリムな革かわパンツは細くて長い足が栄える。

　まるで遅れてやってきた主人公みたいな登場の仕方。

　けれどそれに似合わない憂うれいと哀あわれみを帯びた表情は、目の前の得体の知れない男と対たい峙じするには、まったくと言っていいほど頼りになりそうにない。

　それなのに、なぜか俺は安堵あんどした。

　安堵に刈り取られて意識が遠のいていく。

　その後、何が起きたかはよく知らない。

　ただ彼女の登場で、男が逃げていったということだけを後から聞かされた。

　──それが都と和わ子こさんとの出会いだった。

　その後。

　俺おれと咲さきは都と和わ子こさんの店に連れて行かれ、治療を受けた。

　その縁えんもあり俺たちは『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』でアルバイトをすることとなる。

　ちなみにそのとき聞いた話では、例の男は何らかの『アンティーク』の所持者であり、俺の眼めを奪うばった得体の知れない攻こう撃げきも『アンティーク』だったようだ。

　そして、この事件を経て、俺は『アンティーク』の存在を知る。

　切りつけられた右目は完全に死んでいたが、都和子さんから受け取った義眼の役目も果たす『アンティーク』により、俺は視力を取り戻すことができた。

　その『アンティーク』の名は──




　　　　　　　　　◆




　……我に返ると、わたしは自分の部屋の隅すみに座っていた。

　夢を見ていたような気がする。

　わたしはまた起きながら、あの悪夢を見ていたのだろうか。

　けれど。

　それはいつも見る夢とはどこか異なる感覚。

　なぜだろう。

　義眼に触ふれようと手を持ち上げて、頰ほおが濡ぬれていることに気づく。

　泣いている？

　自分にまだ涙なみだなんてものが残っていたのかと驚くと共に、疑問に思う。

　わたしはなぜ泣いているのだろうか。

　この気持ちが、涙を流させているのだろうか。

　この気持ちとは何なのか。

　夢から覚めたような奇き妙みような感覚に紛まぎれて、わたしは自分の感情に戸と惑まどう。

　この感情は何なのだろうか。

　哀かなしいのだ。でも哀しいだけではない。

　苦しいのだ。でも苦しいだけでもない。

　痛いのだ。でも痛いだけでもない。

　……温あたたかいのだ。

　心のどこかに、温ぬくもりがあった。

　哀しいのに、苦しいのに、痛いのに、なぜか温かかった。

　わからない。

　なぜわたしの心にこんな感情が芽生えているのだろうか。

　なぜ──




　そのとき、わたしの眼めにノイズのような歪ゆがみが走った──




　ここでない場所。

　今でない時。

　そして、わたしではない誰か──一人の少年の姿。

　傾かしいでいく世界。

　それはこの義眼を通してみる誰かが見るはずの世界。

　その誰かは──命を落とす。




　けれど、これは現実ではない。

　これはいつも義眼を通して見るあの「夢」。

　未来という名の悪夢。

　けれど、この「悪夢」はそれで終わりではなかった。

　その続きがあった。

　それは初めてのことだった。

　わたしは義眼を通して見る。

　死の未来に続く、もう一つの未来を。

　それは──……。




　義眼を通して見る「夢」から覚めて、わたしは知る。

　わたしに何が起きたのかを。

　わたしの中に芽生えるこの感情が何なのかを。

　そして、わたしが犯してしまった罪の重さを。

　わたしは知らず義眼に手を触ふれる。

　光を失ったわたしに、父が与えてくれた義眼。

　この義眼はこれから起こる少し先の未来をわたしに見せてくれる。

　未来の全すべてを予期できるわけではない。宝くじの番号やスポーツの勝敗や明日あしたの天気などはわからない。意図した未来を見ることもできない。

　けれど、唯一つ必ず見せてくれる未来がある。

　それは全ての人間が行き着く先の未来──そう、その人の死を見せてくれるのだ。

　未来が見える瞬しゆん間かんは、まるでテレビにノイズが走るかのように両眼にノイズが走り、現実に見ている視界に割り込んで未来の映像が流れる。

　その未来を見て──

　わたしはこの世界の光を失った。

　希望という光を、そして全すべてを失ったのだ。

　わたしの運命を変えた特別な義眼。

　その『アンティーク』の名は──




　──『ヴィジョン』。




　　　　　　　　　◆




　初めての出会い。

　それは奇き妙みような出会い。

　思い返せば、予言めいたようなことを言っていた。

　あれはそういうことだったのだろうか。

　今さらになって気がつくなんて俺おれも随ずい分ぶんと鈍どん感かんなことだ。

　もしかしたら、咲さきはそれをずっと抱かかえていたのだろうか。

　それを俺にも言えずに、抱えていたのだろうか。

　それはなぜなのか。

　話せないようなことなのだろうか。

　だとしたら、聞いてやろうと思う。聞いてやりたいと思う。

　あの無表情の中に、どんな想いを隠かくし持っているのか。

　お前の見た未来がどんなものであるのか──

　何も心配しなくていい。

　何も変わらないから。

　俺はここにいるから。

　俺は変わらずにお前の傍そばにいてやるから。

　だから早く目を覚ませ。













　　　幕間







　彼女は一冊の本を手にしていた。

　その『アンティーク』の名は『魔ま道どう書しよ』。

　それは彼女が手に入れることを望んでいたもの。

　ずっとずっと手に入れることを待ち望んでいたもの。

　それなのに。

　どうしてこの心は晴れないのだろう。

　けれど、彼女はその心に気づかない。

　気づかないように目を背そむける。

　そして彼女はその本に筆を走らせる。




　そこに書かれた言葉は呪じゆ文もんとなり、それを唱となえたときに発現する。

　それがたとえ『アンティーク』の能力であっても、その事象を捻ねじ曲げることができる。




　けれど、まだ唱えない。

　それは迷いではない。

　それは未み練れんではない。




　ただ時を待っているだけのこと──
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　　　あとがき




　皆様、お待たせいたしました。

　文字どおり、今回は少々時間が掛かってしまい、お待ちいただいていた読者の方々には申し訳ない限りです。

　それでも何とか、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん六巻。難産でしたが、読者の皆様にお届けできて何よりです。

　今回はいつもどおりの四章仕立てではありますが、全すべて続きものとなっていますので、一章から順を追って読んでいただけたらと思います。

　それでは恒こう例れいとなりました各章の簡単な紹介と雑談を。




・嫉しつ妬と

　表紙で咲さきのお相手をしている人形は本章の『アンティーク』である『入いれ替かえ人形』がモチーフですね。表紙はタケシさんが毎回何パターンか用意してくれてその中から担当さんと相談して決めるのですが、今回はこの咲と人形のいい意味での怪しさに、一発ＫＯでした。

　咲の衣装も、いつも何パターンも用意してもらっていまして、これまでのラフは全すべて私のお宝フォルダに大事に保管されています。作者特権ですね。




・音

　作業中に音楽を掛ける人と掛けない人とそれぞれですが、自分の場合、家での作業は音楽を掛ける派です。この曲でなければというほどのこだわりは特にないですが、戦闘シーンのときは勢いのある曲でとか、シリアスなシーンでは落ち着いた曲でとか、作品やシーンに合った曲のほうが作業ははかどりますね。

　ところで付つく喪も堂どうに合った曲って何でしょうね？　作者が聞くなと言われそうですが……。




・未来

　未来というのは予想できないものです。例えば、この付喪堂がここまで来ると予想していた人はいなかったでしょう（笑）　作者もプロット時点で二十個くらい『アンティーク』を準備していましたが、足らなくなるとは夢にも思っていませんでした。




・過去

　刻也ときやと咲さきの出会いを描いた章です。いつもの明るいノリの話ではありませんが、皆様にお楽しみいただけたら幸いです。




　以上、今回は雑談メインでした。

　そして、クライマックスを迎えた付喪堂骨こつ董とう店てんは、終幕の七巻へと続きます。

　刻也の、咲の、そして都と和わ子この選ぶ道とは──ご期待ください。




　さて、それではいつものようにこの場を借りてお礼を。

　いつもお世話になっている担たん当とうの高たか林ばやしさんとタケシマサトシさん、この本の出版にあたりご尽じん力りよくいただいた皆様、そして何より付喪堂骨董店の読者の皆様。

　皆様のおかげでここまで来ることができました。今しばらくのお付き合いをお願いします。

　それでは次巻、付喪堂骨董店最終巻でお会いしましょう。





御お堂どう彰あき彦ひこ
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御お堂どう彰あき彦ひこ

『王道楽土』で第７回電撃ゲーム小説大賞[image: ＜]選考委員奨励賞[image: ＞]を受賞。写真は某杉や某森で有名な島の一風景。が、すでに数年前のもの。今年こそはと思いつつ、願い叶わず。来年こそは、あの人形（３巻参照）との再会は果たせるのだろうか……。
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イラスト／タケシマサトシ

父より古い自動巻きの腕時計を譲り受けました。私の歳の数より長く働いてきたせいかちょっとゼンマイの切れるのが早かったりもします。これからは休み休みお付き合いください。
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